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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　初めは英雄に憧あこがれていた。

　女神の祝福を受け、聖剣を手に世界を滅ぼそうとする魔王を倒す。

　──しかし、今の世界に魔王はいない。

　次に憧れたのは竜騎士。

　最強と謳うたわれた黄金竜と契約し、大空を自由に駆け巡る。

　──しかし、竜と人が共存したという竜王国は既に滅んでいた。

　更に憧れたのが大魔導師。

　世の中に存在するすべての魔法をその手に収め、山をも一撃で消し飛ばす。

　──しかし、そのような魔法は失われて久しい。

　ならばその次は……と想おもいを巡らせ、最終的に妥協したのが冒険者だった。

　名高き冒険者となり、様々な魔物を倒し、様々な人を助ける。そんな夢を描いていた。

　──しかし、夢は夢のまま、終わりを告げた。







　第一章







　俺の名前はイグニス。

　冒険者となってはや十年。もはやベテランと言っても差し支えない年齢だ。

　それだけ長いこと冒険者をやってりゃ、さぞかし強い奴だと思うかもしれない。しかし、残念ながら俺のランクはレベル３止まり。その名が示す通り、下から数えて三番目と言ったところだ。

　しかし、そこまで低いという訳でもない。冒険者の大半がレベル３以下なのである。

　どうすればそれ以上になれるのか。その答えは実に簡単だ。

　才能である。

　残念なことに、俺には冒険者としての資質がなかった。つまり、ここで打ち止めだ。

　俺は自じ嘲ちよう気味に笑うと、眼の前にある麦酒ビールを煽あおる。

　最近、酒が入るとやけに感傷的になってしまう自分がいる。

「──ったく、おめぇがいると辛気臭くてかなわねぇよ」

　酒のお代わりを店員に要求すると、それを見た店主が鬱うつ陶とうしそうな表情をつくり、そう言った。

　しかし、なんだかんだとぼやきながらも、ちゃんとお代わりを渡してくるのは優しさなのか、それとも商売だからか。

「すまんな」
















　俺は新たな器を受け取り、礼を言う。

　もはや、常連となっているこの酒場の名は【酒豪の鼾いびき亭】。そこそこの広さと場所の良さで冒険者たちに人気の店だ。

　若い冒険者たちは先の予定話に花を咲かせ、金回りのいいベテラン勢は女性店員にちょっかいを掛けている。どいつもこいつも前途洋々でなによりだ。

　言われた通り、この酒場の中で陰気な雰囲気を作り上げているのは俺くらいなものだろう。

　はぁ、とため息が漏れる。これで何度目だろうか。いちいち数えるのも面倒くさい。

「おう、待たせたな」

　俺の視界を遮るように、一人の巨漢が現れた。二メートルをゆうに超える毛むくじゃらの人物。獣と人間を合わせたようなその容姿は、獣人族と呼ばれている種族だ。

「遅えぞ、バルドル。……しかしまあ、こうして顔を合わせるのも久々だな」

　挨あい拶さつ代わりに酒の入った器を軽く掲げる。

　今日はこの熊の獣人である、バルドルに呼び出されていた。こいつとは仕事でそれなりに組んだりする仲で、冒険者を十二年もやっている。まあ、俺と同じベテラン勢の一人だ。

　口では文句をつけたが、冒険者同士の待ち合わせなど、大まかに分かれば問題ない。仕事で遅れるなどは多々あることで、どうせ集まるのは酒場である。ならば、先に吞のんでいたとしてもなんの問題もない訳だ。

「そういや、そうだな」

　バルドルはなんの断りもなく向かいに座ると、呟つぶやいた。

　巨漢の重さに粗雑な作りの椅い子すがミシミシと悲鳴を上げるが、実際に壊れたところは見たことがない。見た目とは裏腹に丈夫なようだ。

「相変わらず陰いん鬱うつな空気を振りまいてんな。そんなんだから女が寄ってこねぇんだよ。──おう、姉ちゃん、ちょっといいか？」

　バルドルはニヤッと笑うと、ちょうど通りかかった女性店員に酒とつまみを注文していった。

　大量の麦酒に加え、燻くん製せい肉のサンドイッチや仔こウサギの香草焼き、シダ芋の煮っころがしやその他諸もろ々もろ。つまみの範はん疇ちゆうを超えた量を頼むのはいつものことだ。

「人のこと、言えた義理かよ」

「まあ女なんて腐るほどいるわな。ここにも手頃なのが、ほれ」

　注文の麦酒を持ってきた女性店員がこっちを睨にらんでくるが、俺の責任ではないので気にしないでおく。というか、俺を勝手に巻き込むなよ。

　店員が去ると、俺たちは静かに酒を進めていった。

「……そういや、最後にお前と出たのはいつだっけか？」

　器の中の酒をほとんど空にし、バルドルが呟く。

「確か……半年くらい前のオーク大量発生の時じゃないか？」

「あー、あれか。あん時はオーク肉が腐るほど手に入って、打ち上げはすべてそれ使ってたな──っと、料理がきたようだ」

　先ほどの店員が料理を手に、こっちに戻ってくる姿が眼に入った。言動のせいで、乱暴に置かれていく料理の数々。しかし、そんなことはまったく気にせず、バルドルは新しい酒を注文すると眼の前のご馳ち走そうにかぶりついていった。

「あの時はもう、一生オーク肉は食いたくねえ……って思ったもんだけどな」

　眼の前にはオーク肉を使ったパテが置いてある。自分で注文したつまみに視線を落としながら、俺は呟く。今思えば、なんと贅ぜい沢たくなことなのだろうか。

「……なんだかんだで、お前との腐れ縁も十年か」

　口の中いっぱいの料理を酒で一気に流し込むと、バルドルがしみじみと言った。

「なんだよ、急に昔話を始めやがって」

　器をゆっくりとテーブルに置き、俺が応じる。

　俺とバルドルは正反対の性格だ。故に馬が合うと言えばいいのか、これまで長く付き合ってきた訳なんだが……今回ばかりはどうにも、らしくない。

「まあ、聞けよ。これでも俺は感謝しているんだぜ。どっちかってっと俺は大雑把な性格だからな、慎重なお前と二人でちょうどいい塩あん梅ばいだ」

「はっ、そりゃお互い様だ。お前には冒険者になったばかりの頃、色々と教えてもらった恩もあるしな。女遊びを覚えたお陰で金の消費が激しくなった弊害もあったが」

「おいおい、そこは素直にありがたがっておけよ。早めに卒業しておけば余裕が持てるだろ？」

「へいへい、感謝してますよ。バルドル先輩」

「ひっさびさにその呼び方を聞いたが、やはり鳥肌が立つな」

「……お前は熊だろうに」

「うっせえ、わざわざ細かいこと突っ込んでんじゃねぇよ──ったく！　話が進まねぇ！」

　バルドルは酒を一気に煽ると、ドンとテーブルに叩たたきつけた。

「そういや、話したいことがあるとか言ってたな」

　そんな言動に今日ここで吞んでいる理由を思い出し、俺は口を開いた。

「……ああ」

　ややあって、バルドルが肯定する。こいつがこんなに逡しゆん巡じゆんするということは、どうやら言いにくい内容らしい。俺は少しだけ姿勢を正すと、いつもよりはしっかりと聞く態勢をとった。

「俺はともかくとして、お前がしんみりしてどうするよ。調子狂うだろうが」

　軽口を叩いて促す。

「ま、それもそうだな」

　バルドルは俺の言葉を嚙かみ締めるように、ゆっくりと頷うなずいた。

「俺もいい歳としだからな。まあ、そのなんだ……そろそろ冒険者を引退しようと、思ってな」

「…………そうか」

　会話の流れから、ある程度の予想はついていた。なんとなく、信じたくないという気持ちがあったのも事実。しかし、バルドルの気持ちは、俺にも十分に理解できてしまう。

　己の限界を知り、それでも俺たちが冒険者を続けてきたのは、ひとえに金回りがいいからである。

　街中で雑用したりする程度であれば、外で魔物と戦っていた方が何倍も稼げる。たとえ、それが低級の魔物であっても、だ。

　冒険者としてある程度の資金を作り、引退する。皆の話を纏まとめると、十年ほどで引退していく奴が多いらしい。

　つまり、俺の頭にもチラつく悩みである。

「まあ、旅立ちには良い時期だしな」

　バルドルは窓の外に視線を向けた。俺もそれに釣られ、外の景色を眺めていく。

　既に陽ひは落ち、世界は暗い。反射した光に映し出されたのは、しみったれた冒険者二人組。

「出会いと別れの季節、か」

「そりゃ、大体の奴はこの季節に去っていくからな。俺の同期ももう誰だれも居やしねぇし」

「こっちも似たようなもんさ。片手で余裕で数えられるな」

　俺は自由な左手をパタパタと振るう。

「お前の同期と言や、有望株も多かったな。あいつらは元気にしてんのかね」

　バルドルの呟きに、懐かしい面々の顔が頭に浮かぶ。

「……さあな。んなことは知らん」

　それを振り払うように、俺は酒をあおった。

「つーか、あいつらがこの街から出てったのって何年前の話だと思ってんだよ。そっから連絡一つねえよ」

　街を出る冒険者は、なにも引退する者だけではない。比較的平和でヌルいこの街では、必要以上の戦力があったとしても宝の持ち腐れである。上を目指せる連中なら、さっさとこの街を出て行くことだろう。

「どれだけ経っても薄れにくい記憶ってあるだろうが。あいつをお前に紹介したのは俺だしな」

「バルドル先輩のお節介さには頭の下がる思いだ」

「やっぱり、馬ば鹿かにしてんだろ」

　投げやりな俺の態度に、バルドルが片眉まゆを上げて抗議する。

「いや、感謝してんのさ」

　その言葉は本心だ。決して外に漏らすことはないが、眼の前の獣人には感謝の念にたえない。

「なんつーか、お前は死ぬまで冒険者やってると思ってたけどな」

　軽く笑いながら、バルドルに向けて言う。

「俺も最初はそのつもりだったけどな。さすがに、なんの成長も実感出来ないとどうしても、な」

　バルドルは、少しだけ自虐的な表情を浮かべる。こいつも俺と同じで、成長の限界を常に感じていたが故の結論。

「よく分かるさ。どうせ、次はこっちの番だ」

「まっ、ほとんどの冒険者がいつか通る道だ。とりあえず、吞もうぜ。お前と吞み合うのも久々だ」

　バルドルはいつの間にか頼んでいた、溢あふれんばかりに麦酒の入った新たな器を掲げる。

「しゃーないな。今回はとことん付き合ってやるよ」

　それに応じ、俺も自らの器を合わせていく。

　いつもと違い、今日は限界を超えて吞むことを心に決めた。

　明日あしたはきっと、二日酔いだろう。




　　　　※




　出る者がいれば、来る者もいる。

　ベテランたちが抜けた穴を塞ふさがんと、新人たちは今日も修練に励んでいた。

「やあっ！」

　気合の入った掛け声とともに、俺の眼の前を木剣が通り過ぎていく。

　一撃を繰り出したのは、まだ幼い少年。勢いに任せたため、その後はお粗末なものだった。

「甘いな」

　頑張って体勢を立て直そうとしたところに、俺の一撃が決まる。

　速さだけの軽い攻撃だったが、それでも少年のバランスを崩すには十分。そのまま押し出されるように、少年は尻しり餅もちをついた。

「たあーっ！」

　そこに第二の刺客。

　跳躍から袈け裟さ斬ぎりの一撃を仕掛けてきたのは、先ほどの少年とさほど変わらない年齢の子どもだ。

　見え見えの一撃を軽く横に移動するように避よけ、着地と同時に脚を払った。

　その少年も大地に崩れ落ちたのを確認すると、俺は正面を見据える。

「……うう」

　そこには、今から攻撃を仕掛けようとしていた少女の姿。俺に向けて構えている木剣がプルプルと震えていた。その表情からは、分かりやすいほどの迷いが窺うかがえる。

「こないのか？」

　一向に動こうとしない少女に向けて、俺は言う。しかし、反応は薄い。

　やれやれとため息をつくと、俺は大地を蹴けって少女に接近。分かりやすいように、上段に構えた木剣をそのまま振り下ろした。

　少女は躱かわす動作さえしない。そのままぎゅっと眼を瞑つぶり、これから来る一撃に耐えようと必死だ。

　しかし、いくら待ってもやって来ない衝撃に、少女は恐る恐る瞳ひとみを開けていった。

　視界いっぱいに映ったのは多分、使い込まれた木剣の剣身だろう。木剣は少女の手前でピタリと静止しているのだから。

　ややあって、少女は腰が抜けたように地面にへたりこんだ。

「それじゃ、ここまでだ」

　皆の元気が綺き麗れいさっぱりと消費されたことを確認し、俺は全員に聞こえるように大きな声で言う。

「そこ、タラタラと休んでないでこっちに集まれ」

　木剣を肩に担ぐと、大地に寝っ転がっている少年たちを呼び寄せた。

　少年たちは緩慢な動きで立ち上がると、とぼとぼと俺に向かって歩き出す。かなりの疲弊に立っていることすらままならず、俺の足元までやってくると、ふたたび座り込んでしまった。

　俺は空を見上げ、時刻を確認する。修練を始めてから、それなりの時間が経過しているようだ。

　新人たちに対する最初の課題は、体力である。戦闘はいつ終わるともしれないし、逃走するにしても逃げ切るまでにはかなりの時間を走らねばならないこともあるだろう。

　まあ、これではなっから全力を出すとこうなる、ということは身に染みたはずだ。

　俺たちの周囲では、他にも幾人もの少年少女たちがベテラン勢に襲い掛かっていた。さすがに新人相手に圧倒される現役冒険者などはおらず、概おおむねどこも自分たちと似たような状況だった。

　そんな俺たちの後方には、冒険者ギルドが建っている。

　仕事の斡あつ旋せんや魔物討伐の依頼。更には、魔物たちから手に入れた戦利品を換金することが出来る、冒険者にとってなくてはならない場所だ。

　ここはその裏手にある修練場。そして、今日は新人たちの合同訓練だった。

　今年は想定していたよりも新規登録者の数が多く、いつもであれば手の空いているお節介焼きな経験者がそれぞれに仕込んだりするのだが、さすがに手が回っていなかった。

　最近は狩りばかりの変わりない日常だったため、たまにはこういうのもいいだろう。

　……まあ、報酬は安いけどな。

「いままでの戦闘の間、お前たちは俺に一撃も加えられなかった。何が悪かったか分かるか？」

　皆の息も整ってきたところで、俺は質問を投げかける。

「……いえ、分かりません」

　少年の一人が答える。他の二人は、それを肯定するかのように黙り込んでいた。

　まあ、もっともな返答である。原因が分かっているなら戦闘中に改善していることだろう。

「お前たちはパーティを組んでいる。しかし、その優位をまったく活いかせていない。相手に周囲の確認が出来る余裕を与えている時点で、複数で戦っている意味は薄い」

　パーティとは冒険者数人からなる、共に戦う集団を指す。

　数は力だ。一人より二人、二人より三人の方が安全に戦えるのは、誰が見ても明らかだろう。

　周囲を見回す。三人は俺の言葉にしっかりと耳を傾けていた。

　この分なら問題はないだろう。しっかりと学ぶものは、いずれ強くなる。

　軽く頷うなずくと、俺は言葉を続けた。

「パーティを組むうえで一番大事なのは連携だ。しかし、先の戦闘ではお前たちはバラバラに襲い掛かり、結局は一対一に近い状況に陥っていた。相手が一人なら、まずは囲め。正面が囮おとりとなり注意を引き、二人目が攻撃。それが外れたり、隙を晒さらした場合は三人目がフォローに入れ。こうすれば有利な状況を維持したまま、戦闘が継続出来る」

　一息つき、俺は初撃を仕掛けてきた少年に視線を向けた。

「一いち番ばん槍やりを買って出るその気概は大したものだが、周囲をよく見て合わせろ。仲間が半ば引っ張られる形で戦闘に突入している。これでは連携しようにも不可能だ」

　続いて、二撃目を仕掛けた少年を見る。

「攻撃が単調だ。特に跳躍からの攻撃が多い。当たれば一撃は大したものだが、その分躱された時の隙が大きい。接近に横着するな。縦だけではなく、横や突きも交えて隙をなくす努力をしろ」

　最後に、動けなかった少女。

「戦闘が始まったら迷いを捨てろ。戦場でためらえば、それだけ仲間の危険が増す。動けなくとも状況を把握し、仲間に声を掛けるくらいのことは出来るはずだ。まずは落ち着いて周囲を見ろ」

　全員が力なく頷いたことを確認し、俺は背を向ける。

「以上が、俺からの言葉だ。誰だって最初から上う手まくいく訳もない。俺だってそうだった。これからお前たちがどれだけ強くなるかは、お前たち自身の……努力にかかっている」

　言葉の締めで少しだけ詰まってしまった。実に情けない。

　努力をすれば、レベル３程度までは問題なくなれるはずだ。それは確かなことである。

　しかし、それ以上は──。

「あ、ありがとうございましたっ！」

　背中に、少年たちの感謝の言葉が掛かる。

　それに応じるように片手を上げ、俺はギルドの中へと戻って行った。




「お疲れ様でした」

　修練場と冒険者ギルドを結ぶ扉を開けると、元気な声が耳に届いた。

「問題ない。お前の相手ほどじゃないからな」

　正面受付へと続く廊下を進む俺の横に、女性が並ぶ。

「むーっ！　なんですか、それっ！」

「言ったままの意味だが」

「せめて話す時くらい、眼を見て話してくださいよ！　微妙に傷つくじゃないですかっ！」

「意味が分からん。それに傷ついたところで、三歩進めばすぐに回復するんだからいいだろ」

　俺は要望通り、女性に視線を向けて言った。このまま会話を重ねても、無駄話が続くだけなのはこれまでの経験から理解している。

　視界に飛び込んだのは、流れるような金色の髪に、そこからツンと飛び出た長い耳。そして吸い込まれそうな緑色の瞳。見目麗しい女性の姿が、そこにあった。

　見た目は完かん璧ぺきなんだよな、見た目は。まあ、精霊族だから当たり前なんだが。

　冒険者ギルドには様々な人種が集まる。それは大まかに分けると、俺たちのような人間族にバルドルのような獣人族。そして、眼の前にいる精霊族の三種族だ。

　更に細かく言うと、獣人族や精霊族の中にもそれぞれの部族がある訳だが、外に出てくる部族は大体決まっており、実際に見たことがあるのはそこまで多くない。

　人口の関係上、一般的な街では同じ人間族ばかりが眼につく。

「それで、俺を呼び止めて何の用だ。というかお前、仕事中だろ。職務怠慢で上に報告するぞ」

　俺に纏まとわりついている女性の名前はマルシア。昔からこのギルドで働いている職員だった。

「今はお昼休みです。今日は訓練で忙しいので、落ち着くまで取れなかったんですよ」

　マルシアは俺が冒険者になった頃からの付き合いであり、バルドル同様、よく軽口を叩たたき合う仲だ。口調の割に言葉遣いが丁寧なのは、本人から聞くところどうやら職業病らしい。

「それじゃ、さっさと休憩してきたらどうだ。こうして話していると時間が勿もつ体たいないぞ？」

「それなら用件を察してくださいよっ！　一緒に食事に行きませんかと思ったんです！　ちょうど見掛けたから！」

「なら、さっさとそう言えばいいものを……」

　飯をとるのはやぶさかではない。そこまでの運動量ではなかったが、修練ということで食事は軽めにしかとっていない。このまま夕食まで我慢するというのは、いささか寂しいものがあった。

「しかし、お前と食べるとな……」

　俺は周囲に意識を飛ばす。先ほどから薄々と感じているのだが……色々な含みを持った視線が、俺たちの元に集中していた。

　年配の冒険者や職員の微笑ほほえましい視線。まあ、ここら辺はいい。後で少しからかわれるくらいだ。

　問題なのは、敵視。

　見た通り、マルシアは美人だ。中身を知らない野郎どもが惹ひかれるのも良く分かる。俺もまあ、初めて見た時は思わず見み惚とれてしまったことは認めよう。……決して本人には言わんがな。

　だが、男が近づくだけで敵と見なすのは、正直やめていただきたい。

　なぜだか、俺を倒せばマルシアが手に入るだとか思い込んでいる輩やからもいるようで、たまに挑戦状を叩きつけられるくらいだ。
















　事実無根なのに勝手に恨みを買う理不尽さ。こればかりは、何度経験しても納得は出来なかった。

「どうしたんですか？」

　思わず黙ってしまった俺を、不思議そうに覗のぞき込んでくるマルシア。

「……いや、なんでもない。それじゃ行くか」

「やったー」

　まあ、だからといって付き合いを辞める気はない。

　この街で対等に話せる、数少ない友人なのだから。




　　　　※




　バルドルがこの街を去り、おおよそ一つの月が巡った。

　冒険者ギルドはいつもと変わらない。これからも変わることはないのだろう。

　俺たちの別れは実にさっぱりとしたものだった。

　冒険者とは、普段から幾多の出会いと別れを経験している者たちだ。それは望めば会える距離であったり、願ったとしても永遠に会えぬ距離だったりする。

　一抹の寂しさは残るものの、日々は過ぎる。

　その流れは、誰にも止められない。だからこそ──。

「っと、あぶねぇ！」

　眼の前まで迫ってきた剣を、俺は慌てて避ける。

　戦闘中に関係のないことを考えるのは危険だ。新人たちにも、しっかり集中しろと叩き込んでおいたのに、当の本人がこれでは示しがつかない。

　俺は一いつ旦たん飛び退のいて間合いをとると、冷静に相手を見据えた。

　相手は子どものような体たい軀くに赤黒い肌を持った魔物、ゴブリンだ。手にしている片手剣シヨートソードは拾い物か、赤あか錆さびが浮かび、まったく手入れがされていないことが良く分かる。

　まあ、そんな知能もないだろうがな。

　冒険者たちが戦う魔物。その代表的な種類と言えば、眼の前のゴブリンだろう。数が多いだけで、能力的には最低だ。一般人からすれば、数だけでも十分な脅威ではあるのだが。

　俺は相棒の片手半剣バスタードソードを構え直す。欠かさず手入れをしてある、自慢の一品だ。

　片手半剣バスタードソードとは片手、両手のどちらでも扱える剣の名称である。普通の片手剣シヨートソードや両手剣ツーハンドソードと比べ、扱いが難しく、好んで使う奴はあまりいない。中途半端の代名詞。皮肉を込めて雑種剣などと言われるが、使いこなせるようになるとそこまで悪いものでもない。

　なんでこんな武器を使い始めたかというと……英雄が使う伝説の剣が片手半剣バスタードソードだからだ。

　最初はそんな幼稚な理由だったが、何年も共に過ごして来れば愛着の一つも湧わく。

　大体、この剣を買うのに──っと、いかん。また余計なことを考え始めてしまった。

　いくら相手がゴブリンとはいえ、命を賭かけたやり取りで緊張感をもてないのは悪い傾向だ。

　俺が思考に耽ふけている間に仲間を呼んだのか、茂みの奥が揺れると、中から新たなゴブリンが三体ほど姿を現した。

　連携という言葉を知らないゴブリンがいくら増えようと、冒険者にとっては美味おいしい餌えさでしかない。むしろ、探す手間が省けてありがたい。

　さて、さっさと終わらせよう。

　俺は一番近いゴブリンに向けて最短距離を走る。

　相手は慌てて剣を振るうが、腰も入っていないへっぽこ剣術では俺は捕まえられない。

　そのまま左へと駆け抜ける際、身長的に一番狙ねらいやすい首に向けて片手半剣バスタードソードを叩きつける。

　スマートとは言えないが、勢いを込めて叩き潰つぶすのが一番楽な戦い方だ。

　浮き足立った残りのゴブリンたちも、同じように力技で屠ほふっていく。

　勝敗はあっという間に着いた。この程度の魔物に負けるようでは冒険者などと名乗れない。

　片手半剣バスタードソードについた血ち糊のりを拭ぬぐって鞘さやへと戻し、代わりに腰から短剣を引き抜き、ゴブリンの胸部へと突き入れる。そのまま胸元を大きく切り開くと、人間でいうところの心臓に当たる部分に、鈍く光る石のような物が存在していた。

　魔石と呼ばれるそれは、魔物たちの核であり、冒険者にとっては魔物の討伐証明。そして一般人からすれば便利な魔導具の元になる素材だった。

　ゴブリンから取れる素材は魔石だけだが、中には肉が食用になったり、毛皮を加工して服などに利用出来る魔物も数多く存在する。

　すべてのゴブリンから魔石を取り出し、背中の革袋に投げ入れると、俺は一息ついた。

　短剣は血に塗まみれている。とりあえず拭ふき取ろうと布を取り出したところで、近くを流れている川のことを思い出した。

　ゴブリンの血液は防具にもそれなりに付着していた。さっさと拭き取ってしまってもいいのだが、今の気分としては、なんとなくさっぱりしたかった。




　立ち並ぶ木々を抜けていくと、やがて小さな川へと辿たどり着く。

　サラサラと流れる音が耳に優しく届いてくる。ここで少し休憩するのもいいかもしれないな。

　ふと、気配を感じ、辺りを見回す。

　どうやら先客が居たらしい。三人の冒険者が水辺で騒いでいるのが眼に入った。

　少年二人に少女が一人。そのパーティには見覚えがあった。以前、新人たちの合同訓練の時に俺が担当した少年たちである。

　確か、同郷の仲間たちで組んだとか言ってたっけかな。

　冒険者になったばかりの新人は、パーティを組むのが一番いい。金は儲もうからないが、なにより大事な経験が安全に手に入る。更に言うなら、ある程度の経験を積んだベテランの下につければ言うことがない。わざわざ新人と組むような奇特な人間は、必要な知識を一から叩き込んでくれる。中には厳しくしすぎて新人が逃げ出してしまうという奴もいるが。

　邪魔をしても悪いかと、俺は離れた場所でゴブリンの血を洗い始める。

　芽吹きの季節に入り、気温は上昇の一途を辿っているが、まだまだ水は冷たい。

　一通り洗濯を済ませ、立ち上がろうとした瞬間。

「──っ！」

　魔物の殺気を感じた。

　俺には向いていない──となると、向こうの新人たちかっ！

　素早く水辺から上がると、先ほど新人たちを確認した方向へと走りだす。

「うわああああっ！」

「きゃああああっ！」

　同時に悲鳴が響いた。

　新人たちを視界に捕らえると、同時にピンク色をした魔物の姿も眼に入ってくる。

　それは大きな豚。太く短い二本の脚で巨体を支え、双腕は膨張した筋肉を纏っている。それがオークという魔物だった。ゴブリンと比べて力はあるが、動きは遅い。冷静に対処をすればなんの問題もない魔物である。

　新人たちは殺気に気付けず、どうやら奇襲を受けたようだ。

　大地に一人の少年が倒れている。

　力だけはあるオークに頭を撃ち抜かれているため、ひどい有様だった。

　確認するまでもない、即死だ。

　痛みに苦しまなかっただけ、幸いと思うしかない。

　自身の怒りを感じ、唇を嚙かむ。口内に広がる血の味で、気持ちを落ち着かせていく。

　オークは緩慢な動きで残りの新人たちへと襲い掛かる。よく見れば、問題なく躱かわせる速度である。

　しかし、それを新人たちに望むのは酷な話だった。仲間の惨状を見て、二人は錯乱状態だ。

　──このままだとマズい。

「くそっ！　間に合え！」

　疾走しながら短剣を引き抜き、オークに向けて即座に投とう擲てきする。的が大きい分、狙いなんて適当でも問題ない。短剣はオークに向かって空中を突き進むと、その広い背中に突き刺さった。

「グオオォォォッ！」

　突然の痛みに、オークが悲鳴を上げる。そして、怒りとともにこちらを振り返ろうとした瞬間、片手半剣バスタードソードでその首を刈り取った。少し遅れて血ち飛沫しぶきが舞い、オークの胴体は力なく大地へと沈んでいった。

「大丈夫かっ！　オークは倒した、もう安全だ！」

　俺は新人に聞こえるように、大声を上げる。

「え……あ、あっ!?」

　俺の顔を思い出したのか、生き残った二人のうち、少年が反応を返した。

「まず落ち着け。……いいか？　そこの彼女を頼むぞ、側に居て安心させてやれ」

　真っ直すぐに眼を見つめ、肩を軽く叩たたく。少年が頷うなずいたのを確認すると、未いまだに正気を取り戻していない少女を任せる。一度は指導したとはいえ、俺は部外者だ。落ち着かせるためにも、普段から共にいる者に任せた方がいい。

　俺はもう一人の少年の前に立つと、外がい套とうを脱ぎ、そのまま上から被かぶせていく。

　そのまま、黙もく禱とうを捧ささげる。

　それが済むと、今度は魔石の回収をしていく。オークの肉は食用として重宝するので、持ち帰るために血抜きをしておかねばならない。

「弱いものは淘とう汰たされ、強いものが生き残る、か」

　オークの死体を見下ろしながら、俺は小さく呟つぶやいた。

「あ、あの……ありがとう……ございました」

　肉の処理が終わる頃。ようやく冷静になれたのだろう、二人の新人冒険者が俺の前へとやってきた。そのまま礼を述べると、力なく頭を下げていく。

「礼には及ばない。結局、お前たちだけしか助けることは出来なかったからな」

　俺の言葉に、二人の表情が歪ゆがんだ。

「魔物の殺気を感じ取れなかったのは仕方がない。お前たちは経験が浅いからな。だが、言われていただろう。休息時は交代で見張り役を立てろと。そうすれば今回の奇襲は防げたはずだ」

　落ち込んでいる彼らに鞭むちを打つ。ここで甘やかしたら少年の死が無駄になる。無論、ここで潰れてしまうならそれまでのこと。無駄に命を落とすよりはいいだろう。

「冒険者として活動している以上、ひとつのミスが命取りになる。仲間がやられたからといって冷静さを失えば、今度はお前たち自身が死ぬ。しっかりと……覚えておけ」

「……はい」

　俺の言葉にひどく落ち込む二人。これで少しでも成長してくれればいいのだが。

「街に戻るぞ」

　戦闘場所に長く留とどまれば血の匂においに釣られ、新たな魔物が現れる場合もある。

　俺にしてみれば、この辺り一帯の魔物で脅威になるようなものは居ないが、今は彼らの保護が最優先だ。

　処理して軽くなったオーク肉を担ぐと、俺は歩き出す。その後ろを、仲間の亡なき骸がらを悲痛な表情で運びながら、新人たちが続いていった。




「お仕事、お疲れ様でした」

　冒険者ギルドの受付で戦利品を積み上げていると、マルシアが声をかけてきた。

　どうやら、今日の担当は彼女のようだ。

「それと新人たちの保護、ありがとうございます」

　マルシアはペコリと頭を下げる。

　後を付いてきた新人たちは、奥の個室で他の職員が担当している。亡骸は門番から兵士に預けられ、後日ちゃんとした葬儀が行われる予定だ。

「俺も新人時代はよく助けられていたからな。恩返しなどと言うつもりはないが、昔の自分を見ているようで、なかなか放っておけない」

「そうですね。誰だれにでも無鉄砲な頃はありますからね。特にイグニスさんは酷ひどかったですし」

　相変わらずの軽口。だがそれも、いつもよりどこか冴さえない。

　それも無理はない。よくあることとは言え、何も感じない訳ではない。特にこいつは普段からはっちゃけている分、その手の感情を隠すのが苦手だ。

「ああ、誰かさんもよく冒険者に喧けん嘩か売ってたからな」

　だから、俺は気づかない振りをして合わせる。

「むぅ、あの時は若かったんですよ！」

「俺は誰とは言ってないぞ。なんだ、心当たりでもあるのか？」

「むむぅーっ！」

　マルシアは二の句を継げない。

「ま、安心しろ。お前の評判は悪くない」

　むしろ、良すぎなくらいだ。俺が言うのもどうかと思うが、男って単純なもんである。

「……相変わらず、イグニスさんは意地悪ですけどね！」

　口を尖とがらせるマルシア。

「ああ、そうだ。今日の報酬の中から、オークの魔石と肉の代金はあいつらに回してやってくれ」

　その言葉を聞いたマルシアは、小さく微笑ほほえむと「はい」と頷いた。

「……でも、イグニスさんも気をつけてくださいね。死んじゃったら元も子もないですよ」

「……そうだな。まあ、気をつけるさ。どうにもならない時はどうにもならないけどな」

「そんな時は私が助けに行きますよ。こう、秘められた力を解放して、どばばっと！」

　何を垂れ流す効果音なんだろうか。

「冒険者が受付嬢に助けられるなんて、滑こつ稽けいすぎて笑い話にもならないぞ。つーか、秘められた力ってなんだ、秘められた力って。それじゃ早速、解放して見せてくれよ」

「えー、イグニスさんのえっち」

「……意思の疎通が出来ていない会話はやめろ」

「えー。私、結構自信あるんだけどなあ」

「……だから、なんの自信だ」

　そんな馬ば鹿か話を続けていると、戦利品の計算が終わる。

「魔石が、ゴブリン四体にオーク一体。それにオークのお肉で合計銀貨七枚と銅貨二十三枚ですね。オーク関係を除くと、ちょうど銀貨四枚です」

　貨幣価値は銅貨一枚で固いパンがひとつ買えるくらいだ。時期によってはある程度変動したりもするが、基本的なレートは銅貨百枚で銀貨一枚、銀貨百枚で金貨一枚といったところになる。

　俺の一日の稼ぎは、大体銀貨六～八枚だ。全力で狩れば倍くらいは稼げると思うが、精根尽き果ててしまえば次の狩りにも影響する。後先を考えず、常に全力で当たるのは冒険者として愚策と言わざるを得ないだろう。

　この街では宿代として銀貨一枚。食費に銅貨数十枚あれば一日暮らしていける。それで十分だ。

「イグニスさんには、もっともっと稼いで貰もらいたいんですけどね」

　鑑定結果を書類に記入しながら、マルシアが呟く。

「ん、なんでだ？」

「筆頭冒険者の稼ぎが悪いと、ギルドとしての体裁が悪いんですよ」

「……何だそれは」

「冒険者って、やっぱり儲もうかるからやるって人が多いじゃないですか。やっぱり、その人たちの目安になる人って必要だと思うんですよ。今までベテラン勢の筆頭だったバルドルさんが引退しちゃったので、次の候補にはイグニスさんが相応ふさわしいかな、と」

「あいつが筆頭ねぇ……」

　俺はバルドルのことを思い返す。

　奴は獣人族の有り余る体力を使って狩りをしていたため、稼ぎはかなりのものだったな。面倒見もいいし、よく仲間たちに奢おごったりもしていた。そう考えると、確かに冒険者たちの中心にいる人物だった。あまり意識したことはなかったが。

「まあ、それはともかく。俺より年季のある奴なんてまだいるんだし、そんな称号はそっちにまわせ。俺も冒険者をいつまで続けるか分からんからな」

「ええっ!!　もしかしてイグニスさんも引退するんですかっ!?」

　マルシアはガバッと顔を上げると、受付から身を乗り出してきた。

「いや。今すぐに、という訳じゃない。しかしまあ、もう十年もやってるからな、俺も」

　その勢いに半歩下がりながら、俺は答える。

「でもっ！　イグニスさんから故郷の話なんて聞いたこともないし、愛郷心持ってないでしょう!?　将来性もないし、お嫁さんもいないじゃないですかっ！　引退したって仕事もなくて野盗にでも成り下がって冒険者に狩られちゃいますよ!!」

　──げしっ！

　一気にまくし立てるマルシアの頭に、手刀を落とす。

「とりあえず、叩たたくぞ？」

「……せめて叩く前に言ってください」

　非難の声を上げながら、マルシアは頭をさする。完全に自業自得である。

「なんでお前に将来を哀れまれねばならんのだ。しかも、なんでそんなに具体的なんだ」

「それは……まあ、色々と妄想が膨らみまして」

「人を勝手に弄いじって遊ぶな」

「いいじゃないですか、減るものじゃないし。その代わりに、私も弄っていいですよ？」

　自分を指して、えへっと笑うマルシア。それを見て、俺は深くため息をついた。

　なんだか、狩りよりもどっと疲れてしまった。

「どうでもいいから、さっさと今日の報酬をくれ」

　マルシアの手は既に止まっており、処理が終了しているのは分かっている。

「えー……はい、どうぞ」

　雑に扱ったら不満げに銀貨の入った袋を投げつけてきやがった。

　金で遊ぶな。後で上司にチクってやる。




　　　　※




　食事を終え、宿へと戻った頃には既に陽ひも落ちていた。

　真っ暗な部屋の中、腰に結んであるランタンの紐ひもをとくと、部屋の中央に置く。中に入っている光魔石の光量では部屋の隅々まで照らすとは行かないが、それでも十分な明るさだ。

　この宿【安眠亭】を拠点にしてから、もう随分と経つ。値段もそれなりに安いし、雰囲気も悪くない。いい宿だ。この街にいる限り、ここを利用することになるだろう。

　部屋のベッドに腰掛け、マルシアの言葉を思い返す。

　将来性。確かにあいつの言う通り、俺にはそんなものはない。

　いや、考えようとしなかった、というのが正しいのだろう。目標を失ってからは、だらだらと冒険者業を続けているだけだった。

「……確かに、金だけは貯たまったけどな」

　ぽつりと呟つぶやくと、懐から皮袋を取り出す。そのずっしりとした重みが、ちょっとした安心感を与えてくれる。これは俺の財産が入った貨幣袋だ。

　硬貨一枚一枚は軽く小さいが、纏まとまると結構な重さになる。大量となってくると場所をとるため、銅貨程度であればさっさと使いきってしまいたくなる程だ。

　冒険者が散財するのはこういう面もある。まあ、実入りがいいから金遣いが荒くなるということの方が大きいだろうが。

　俺も御多分に洩もれずに冒険者をしているだけあり、この貨幣袋の中には、一般人から見れば過ぎたる額が入っていた。上下に振ると、それを証明するかのように、ジャラジャラと小気味の良い音を奏でていく。

　俺はそのまま、ぼーっと貨幣袋を見つめ続けた。

　やることを終えた夜である。あとはこのまま、眠りに就くだけだった。さっさと寝て、朝早くから動き出すのもいいのだが、今日はなんとなくそんな気分にはならない。

「……酒でも吞のむかな」

　中身を確認しようと貨幣袋の口を開き、ベッドの上へとぶちまける。

　金、銀、銅。それぞれの硬貨が顔を出していった。

　金貨百十五枚、銀貨四十七枚に銅貨二十一枚。これが、俺が冒険者になってから今までに貯めた金額だ。正確に言うなら、装備品や道具類を含めればもう少しはいくだろう。しかし、それらをすべて貨幣に替えたとしたら、強制的に冒険者を引退するハメになる。

　まあ、これだけあれば、たとえ引退したとしても小さな家を買い、田畑でも耕しながら悠々自適な生活が送れることだろう。しかし、嫁さんでも貰って子どもが出来たとしたら、この程度では足りないはずだ。

　俺はどすっとベッドに身を投げだし、慣れ親しんだ天井を見上げた。

　選択肢として、小さな家を買うというのは有りだ。この街にずっと住むのならば、長期的に見れば家を買った方が節約になるだろう。

「……嫁、か」

　これから冒険者を続ける目標が嫁さん探しってどうなんだ。正直、まったく乗り気がしない。

　嫁さんを探すのならば、女性の知り合いを増やさねばならないだろう。

「……女、か。そういえばご無ぶ沙さ汰ただったな」

　ふと、最近遊びに行ってなかったことを思い出す。

　時間もちょうど良いし、久々に夜の街に繰り出すとするか。

　俺は勢い良くベッドから飛び上がると、散らばった硬貨を集めては貨幣袋に突っ込み、ランタンを腰に巻き付け、宿を飛び出していく。

　ちょうど鬱うつ屈くつしてたところだ、たまにはパーッと遊ぶとしよう。




　歓楽街は夜が更けてからが本番だ。

　光魔石をふんだんに使い、まるでそこだけ昼間のように光り輝いていた。今夜は月が顔を出していない分、さらに眩まぶしく感じてしまう。

　娯楽を求める人々は、さながら誘ゆう蛾が灯とうに導かれる蛾のように、ふらふらとこの世界に足を踏み入れてしまう。

　酔っ払い同士の小競り合いは日常茶飯事。周りにいる奴らはどちらが勝つか賭かけ合い、応援という名で煽あおり合う。

　そんな世界にも、一定の秩序は存在した。

　この場を仕切るのは『裏』と呼ばれる集団。所属している者は皆訳ありが多いが、金を納めてさえいれば大概のことは見逃してくれる。この世界では基本的に騙だまされる方が悪いのだ。俺も、昔はかなりの煮え湯を飲まされたものだが、今ではそれは必要な勉強代だったと思っている。

　だが、度を越しては駄目だ。この世界を維持出来る範囲を逸脱したものは処分されてしまう。

　ここに持ち込んでいいのは貨幣のみ。表の名声も、罪も、しがらみも、全部置いてくればいい。面倒なことを忘れるには、ここはとてもいい場所だ。




「どうしたの？」

　窓から街並みを見下ろしていると、女性の声が掛かった。

　ここは歓楽街の中央にある娼しよう館かん【胡こ蝶ちようの夢】。その最上階に当たる部分だ。当然、お値段は高い。しかし、眼下に広がる夜の街は、一見の価値があるだろう。

　隣に座る女性の名はミリア。俺の馴な染じみの娼婦だった。人間族だが、精霊族に負けず劣らずの美人で【胡蝶の夢】の中でもトップクラスの人気を誇っている。

　ミリアの歳としは俺とほとんど変わらない。この街で過ごした年月も同様に。お互い、この世界の酸いも甘いも嚙かみ締めてきた仲である。

「なんでもないさ」

　俺はミリアの髪をいじる。綺き麗れいな赤毛のストレート。サラサラとした手触りは、まるで上質な絹に触れているようだ。

「こうして買われるのも久々ね」

　ミリアは俺の肩にしなだれかかる。甘い香りが鼻び腔こうをくすぐっていった。

「そりゃ、お前が人気だからな」

　人気のある娼婦は金があるだけでは難しい。今回指名出来たのは昔からの馴染みなうえ、たまたまキャンセルが出ていたからだった。

「やっぱり、貴方あなたといるのが一番落ち着くわ」

　匂においに負けず劣らず、甘い声。初めて聞いたとしたら、一発で虜とりこになってしまいそうだ。

「同じようなことを皆に言ってるんじゃないのか？」

「ふふ、私はお客様に気持ち良く過ごして貰もらえるように努めているのよ」

「……答えになってないな」

　ミリアは小さく笑い、ゆっくりと肩から頭を離していく。軽くなった分、なんとなく寂しさが増したように感じてしまった。

「ねえ、何か吞む？」

　そのままベッドを降りると、部屋の端に並んでいる酒瓶の前へと立ち、ミリアはこちらを向く。

「それじゃ、蜂はち蜜みつ酒で」

「あら、わざわざ私に合わせてくれなくてもいいのに」

「お前と吞むならそれがいいのさ」

「格好いいお言葉ね、惚ほれちゃいそう」

　ミリアはそう言うと、逆に惚れてしまいそうな笑みを浮かべた。

「惚れた弱みでタダにしてくれるのなら大歓迎なんだがな」

「ダメよ、こんな場所でケチるだなんて。男が下がっちゃうわよ」

　ミリアは酒瓶と二人分の器を手に、隣へと戻ってくる。

「そいつは勘弁願うな」

　俺は肩を竦すくませ、器を受け取った。そこに、ゆっくりと酒を注いでいくミリア。

　蜂蜜酒は甘ったるいが、こういう雰囲気の中で吞むには、なかなか良いものだ。

　しばらくの間、ゆったりとした時間が流れる。外の喧けん騒そうも、最上階まではあまり届かない。

　ふたたび、肩へと戻ったミリアの体温に、俺はなんとなく安心感を覚える。

「そういえば、貴方の初めての相手は私だったわよね」

　──ぶっ！

　思わぬ言葉に、酒を吹き出してしまった。実に勿もつ体たいない。

　そんな俺の姿を見て、ミリアがころころと笑う。

「いきなり何を言い出すかと思えば……それはお互い様、というものだろ」

　確かに、俺が初めて買ったのはミリアである。そして、ミリアもまた、初めての仕事だった。後になって知ったことだが、初物買いは相場の倍以上する。どうやら俺を引っ張ってきたバルドルが気を利かせたらしい。……後で散々、酒のネタにされたけどな。

「ふふ、そうね。この前、バルドルさんに別れの挨あい拶さつをされて思い出したのよ」

「お前にも声を掛けて行ったのか、相変わらず律儀な奴だな」

「貴方がどう見ているのかは分からないけど、バルドルさんはうちの娘たちに人気なんだから、下手なこと言うと怒られるわよ」

「そいつは初耳だ。実に羨うらやましいじゃないか」

　あの熊さんと娘たちを合わせて想像してみると、親と子というイメージしか浮かんでこないのは黙っておこう。一応、あれでも俺とそんなに変わらないからな。

「あら、貴方の評判も悪くはないわよ。誰か貰ってあげたらどう？」

「後先を考えないのは俺の柄じゃないな」

「そうね、貴方らしいわ。……それじゃあ、私を買って、とお願いをしたら同じ答えが返ってくるのかしら？」

「…………」

　突然の返しに、俺は思わず黙り込んでしまった。初めて出会った時ならいざ知らず、今の彼女の値段は天井知らず。今の全財産では確実に足りないだろう。

「ふふ、冗談よ。貴方の重荷になりたくないもの」

「……そうか」

　不意に、ミリアが口を塞ふさいできた。そして、ゆっくりと時間を掛け、離れていく。

「ちゃんと悩んでくれて……ありがとう」

　そう言うと、そのままミリアは俺を抱きしめ。

「でも、私ね。もう売れてしまったの」

　耳元で囁ささやいた。




　　　　※




　テレシアの街、北門前。

　王都方面へと向かう道ということもあり、人の行き来が一番多い門である。

　手前の広場には出発前の冒険者や商人、馬車に御者とかなりの混みようだ。

　今回の依頼は商人の護衛。護衛依頼だなんて久々だったが、今はこの街にいる気になれない俺は、内容も詳しく見ずに受けてしまった。故に、微妙な後悔が胸に渦巻いている。

　護衛対象の商人が運ぶ荷は奴隷だった。別に、奴隷に関してどうこうと思っている訳ではない。

　一部の国を除き、奴隷は一般的な労働力である。売る側も買う側も合法であるため、正規の手続きを踏んでいればなんの問題もない。

　では、何が問題なのか。

　それは単に、一人の奴隷がひどく気になったからだ。

　奴隷の数は女性ばかりが八人。人間族が五人に獣人族が二人、そして、精霊族が一人だった。

　この最後の精霊族──エルフが問題だ。

　見た目は十代半ば。実年齢は分からないが、エルフ特有の見目麗しい外見には文句のつけようがない。その中でも、もっとも目立つ特徴は白に近い銀髪。そして、碧へき眼がん。エルフというと、そのほとんどが金髪翠すい眼がんである。突然変異で髪色や瞳ひとみの色が変化することがあるとは聞いていたが、実際に見るのは初めてだった。こういう希少な奴隷は高く売れるだろう。奴隷は珍しければ珍しいほど、求められるものだ。

　ここまでなら、なんの問題もない。むしろプラスの要素しかない。しかし、それらすべてを払ふつ拭しよくしてしまいそうなほど、その奴隷の眼は──死んでいた。

　冒険者をしていると、ひどい扱いを受けて精神が崩壊してしまった人間を見ることがある。魔物にさらわれたり、仲間に裏切られたり、奴隷として酷ひどい主人に買われたりと様々だ。そして回復出来ないと判断した人間には慈悲を与えることもある。

　その眼は、そんな時の気分を思い起こしてしまう。

　しかも、そのエルフの少女は虚うつろな目で、じっとこちらを見ているではないか。

　……俺が何をしたというのだろうか。

　まあ、気にしなければそれで済むことなのだろうが……なぜだか、その少女のことが頭の片隅から離れなかった。




　今回の護衛は冒険者が五名。皆そろってレベル３だった。

　そもそもテレシアの街にはこれ以上のレベルの冒険者など滅多に居ない。王都から三日とほど近く、兵士たちも優秀だ。そこら辺の冒険者たちより才能があり、練度も高い。まあ、兵士の選考に漏れた奴らが冒険者をやっているようなものなのだから、当たり前の結果と言えるだろう。

　護衛の一日目は、おおむね平和だった。

　依頼の報酬は三日で銀貨二十枚。襲ってきた魔物の戦利品は、倒した奴の物だ。わざわざ手を出さずとも、他の冒険者たちが我先にと処理をしてくれているため、俺の出番は一切なかった。

　ときおり、あの視線を感じることはあるが、そればかりはどうしようもない。護衛さえ終われば解放される。とりあえず、それまでの辛抱だ。




　久々の野宿はいい気分転換になった。

　普段は街から一日で行ける範囲で狩りをしているため、こういった感覚は久々だった。

　冒険者を始めたばかりの頃は、野宿が多かったことを思い出す。先輩冒険者に野宿に慣れておくに越したことはないと教わり、遠征する依頼を主に受けていたためだ。

　確か、バルドルともその辺りで知り合ったんだっけか。

　火の番をしながら己の武器の手入れをしていく。相棒の片手半剣バスタードソードはともかく、長年付き合ってきた防具などはかなりガタが来ていた。

　最後に買い替えたのはいつだったっけか。遥はるか遠い記憶のような気がする。

　見張りというのは暇なものだ。

　良くも悪くも、昔のことばかり思い出してしまう。




　次の日も、ほぼ予定通りの行程を辿たどった。

　ガタゴトと、馬車はのんびりとした速度で街道を進んでいく。

　暇つぶしにとでも思ったのか、奴隷商人が余計なことを喋しやべり始めなければ、もっとゆったりとした気分で護衛が出来たものを。

　その内容はと言うと、例のエルフの話だ。

　俺があまりに気にしすぎた所せ為いか、商人の眼には、俺があのエルフを買おうか悩んでいるように映ってしまったらしい。

　つまりは、商談だ。一介の冒険者にわざわざ奴隷を売りつけようとすんな。

　かといって、商人は俺たちの雇用主。邪険に扱う訳にもいかず、俺は虚空を見上げながら、適当に相あい槌づちを打っていくことにした。

　あの銀髪エルフ、名をシルヴィアと言うらしい。

　見た目通りの容姿と、銀髪や碧眼の希少性をアピールされるところまではまだ良かった。

　問題は特異な能力に関することだ。

　世界に存在する生命には、特殊な能力を授けられる可能性がある。

　その能力のことを総じて、祝福といった。

　優秀な祝福を持つ人物には、それなりの地位が約束されている。肉体の祝福なら、騎士や高位の冒険者。魔術の祝福なら、宮廷魔術師や研究者。癒いやしの祝福なら神官や施術師といったように。

　シルヴィアの能力は、大きく分ければ癒し祝福──いや、呪のろいとも言える代物だった。

　確かに彼女は傷を癒いやせた。ただしそれは、自身の傷に限る。それも、死ぬほどの傷を負ったとしても、強制的に蘇そ生せいさせられてしまうほどに強力だった。

　その情報を聞いた時点で、あの眼の理由を察してしまう。

　言葉通り、実際に何度も、殺されているのだろう。

　ああ、実に胸むな糞くそ悪い。俺の胸の奥にドロドロとしたものが溜たまっていくのが分かる。

　俺の横で、その呪いの有用性をとくとくと語る奴隷商人。

　平静を装いながら、心の中で商人に対する負の感情を募らせていく。もちろん、八つ当たりなのは分かっている。だからといって、他にそれを向けるべき相手も居なかった。

　ちなみに、まだ初物らしい。別にそんな情報は求めていない。




　その日の夜。

　昼間の奴隷商人による商品説明にうんざりとした俺に、更なる厄災が降りかかってくる。

「敵襲っ！　敵襲だっ！　皆起きろっ!!」

　火の番も終わり、やっとのことで寝に入った俺の耳に、怒号が飛び込んでくる。

　さすがに俺も冒険者だ。こういったことには慣れている。

　一瞬で覚かく醒せいすると、一気に跳ね起き、すぐ横に置いてある相棒を片手に天幕から転がり出るように飛び出した。

　片手半剣バスタードソードを鞘さやから解き放つと、構えつつ周囲の確認。

　見張りを担当していた冒険者二人は、既に敵と交戦中の模様だ。

　目を凝らし、相手の姿を確認していく。

　闇やみから襲い掛かってきたのは夜行性の狼おおかみ、ダークウルフだった。毛並みは夜に溶けこむように黒く、常に群れで行動する厄介な魔物である。

　その分、素早いだけで一匹一匹の実力はそれ程ではない。ちゃんと連携のとれているレベル３冒険者パーティであれば、十分に余裕を持って対処出来る敵だ。

　問題はなにより、その数だ。闇に紛れて全体の数は分からない。ダークウルフに対する適正冒険者レベルは３。個というよりは群れを前提としているためだろう。

　一番近くにいたダークウルフが俺に気づくと、すぐさま襲い掛かってきた。

　単純な突進からの跳躍。それを避よけると同時に、相手の勢いを利用して剣を薙なぐ。

「ギャゥっ！」

　短い悲鳴を上げ、ダークウルフが胴から二つに両断される。

　まずは、一匹。

　ふたたび片手半剣バスタードソードを構え直す頃には、残りの冒険者たちも戦闘準備が完了し、手近のダークウルフと対たい峙じしていた。

　この分なら問題はないだろう。そう考えた、次の瞬間。

「ウオォォォーン!!」

　辺りに雄お叫たけびが響き渡った。

　それに応じるように、ダークウルフたちが退いていく。

　どこかにこの群れの頭がいる。今のはそいつが発した命令だろう。

　油断なく辺りを窺うかがうが、光の限られた範囲では、その姿を見ることは出来なかった。

「おい、馬車を背にして集まるぞ！」

「ああ！」

　俺たち冒険者は互いに声を掛け合い、馬車を背にして囲むように広がっていく。奴隷商人もいつの間にやら御者台の上に避難していた。

　しばしの膠こう着ちやく。闇の中から俺たちに向け、無数の視線が突き刺さる。それに耐えながら、俺たちは次の襲撃に備えていく。

「ウオォォォォォォーン!!」

　二度目の雄叫び。

　同時に、それぞれの冒険者に向け、一匹のダークウルフが襲い掛かってくる。少し遅れ、間かん隙げきを突くように闇の中から二匹目が続いた。

　俺の眼の前まで肉薄してきた一匹目を下から蹴けり飛ばし、二匹目を片手半剣バスタードソードで切り飛ばす。

　馬車を背にしている以上、後ろからの奇襲はない。俺たちは目の前の敵に集中すればいい。

　間断なく襲い掛かるダークウルフを片っ端から薙ぎ払い、何匹斬きったのか数えるのも面倒になってきた頃、俺の背中に悪寒が走った。

「──っ！　気をつけろっ！　何か来る!!」

　とにかく叫んではみたが、具体的なことは分からない。長年、冒険者としてやってきた俺の勘だ。今は戦闘中である。とりあえず、注意を払っておいて損はない。

　すると、ゆっくりと闇が動いた。

　一瞬、ダークウルフが飛び出してきたのかと思ったが、その実態は窺えなかった。

「皆、離れ──」

　更に警告を発しようとするが、それも間に合わない。

　闇から飛び出した黒い矢は、俺たちの間をすり抜けると、一瞬で馬車へと到達する。上部を保護する幌ほろがえぐられ、ぽっかりとした風穴を開けてしまう。

　馬車が横転するようなことはなく、まるでそこだけが消失したような光景に、俺はゾッとする。

「怪我人が居ないか確認しろっ！」

　俺は御者台の奴隷商人に向かって叫ぶ。

　突然の出来事に呆ほうけていた商人は、我に返ると慌てて馬車の中へと向かった。奴にとっては奴隷の命より、価値の方が大事だろう。傷物はそれだけで価値が下がるのだから。

「いまのは……魔術か？」

　近くの冒険者の呟つぶやきが耳に届く。

　魔術。それは魔力が生み出す、超常的な現象を指す言葉。闇が矢となって飛んでくるなど、普通では決してありえない。

　そして、そんな魔術を行使する奴となると。

「やっ、やべぇ！　シャドウウルフだ!!」

　辺りを警戒するようにゆっくりと進み出てきたのは、ダークウルフより二回りほどは大きい獣だ。それは、ダークウルフの上位種にあたるシャドウウルフ。適正冒険者レベルは──４だ。

「……ったく。最悪だな」

　俺は嘆息交じりに呟く。

　相手が格上でも倒せないことはない。しかし、それには何人かで一匹を相手にするなど、絶対的な優位を作らなければならない。今回に至っては俺たちが逆の立場だ。

「ヴォォォォォーン！」

　シャドウウルフの周りを黒い霧が覆う。その中から円えん錐すい状の矢が生まれ始めた。

　くそっ！　このままだと不味まずい。

「俺がシャドウウルフを抑える！　ダークウルフたちは任せたぞ!!」

　俺は叫ぶと、シャドウウルフに向けて疾走。右側へと回り込んでいく。言葉に反応した冒険者たちは立ち位置を変え、四人で馬車を守る態勢を整えていった。

　動きに釣られ、シャドウウルフが俺の方を向く。

　よし、どうやら注意は引けたようだ。

　うごめく闇が方向を変え、俺の方へと突っ込んでくる。

　転がるようにしてその矢を避けると、腰の短剣を無造作に抜き取り、そのまま投とう擲てきする。不安定な体勢で投げたそれは、シャドウウルフには届かない。だが、警戒させることは出来たようだ。攻撃を緩め、様子を窺うようにこちらを覗のぞき見ていた。

　だが、このまま見つめ合ってはいられない。他のダークウルフを動かされると、こっちの勝機はゼロになってしまう。

　故に、先手を取るしかない。

　俺は大地を蹴り、一気に間合いを詰めると、そのまま突きを繰り出す。

　しかし、その一撃は身をひねるようにして躱かわされ、ふたたび間合いを広げられる結果となってしまった。息つく間も与えられずに降り注ぐ黒い矢。昼ならばともかく、夜の闇に紛れて放たれるそれを完全に避けることは難しい。

「ぐうっ！」

　左の脇腹と右の太ももをえぐられ、俺の口からくぐもった声が漏れる。

　だが、止まる訳にはいかない。赤く染まり始めた脚を踏みしめ、ジグザグとした動きで少しずつ間合いを詰めていく。

　詰めては離れ、離れては詰める。

　何度、繰り返しただろうか。俺は更に幾つかの傷を増やしたが、シャドウウルフに傷をつけることが出来ずにいた。

　辛うじて届いた幾つかの刃も、硬い毛皮に阻まれ、弾はじかれてしまう。

「……形勢は圧倒的に不利、未いまだ活路は見えず、か」

　息が上がってきている。これ以上、血を流すのもマズい。他の冒険者たちも疲労の色が濃くなっている。どう考えても、状況は悪くなる一方だ。

　それでも何とか打開策はないか、と思考を巡らせていると、視界の端に何かが引っ掛かった。

　……銀色の影？

　それは月に照らされ、煌きらめく銀の髪。

　まるで闇に抗あらがうように、風に吹かれてはゆらゆらと揺れている。

　そこに居たのは、奴隷として運ばれていた銀髪のエルフ──シルヴィアだった。

　月の光と夜風が織り成すその幻想的な美しさに、思わず見み惚とれてしまう。

「──なにしてんだっ！」

　すぐさま、我に返った俺は叫んだ。

　力のない者が戦場に飛び出すなど、正気の沙さ汰たではない。

　気がつけば、シルヴィアが俺とシャドウウルフを遮るように立ち塞ふさがっているではないか。

　返答はなかった。少女は俺に背を向けているため、その表情も窺えない。

　……どうすればいい？

　悩む俺を余よ所そに、突然の侵入者に警戒をしていたシャドウウルフが、遂ついに動きを始めた。

　わざわざ魔術を使う必要もないと判断したのか、一直線にシルヴィアへと向かってくる。

　頭に、先日の少年の姿が過よぎった。

　俺の冷静な部分が、こいつには祝福がある。死にはしないから大丈夫だと告げている。

　そうだ、問題はない。シルヴィアに襲い掛かっている横から、俺が奴を仕留めればすべて済む。

　それと同時に、まるで世界のすべてに絶望したような瞳ひとみを思い出す。

　いつの間にか、脚が前へと動いていた。迷いながらも、大地を走っている。

　気づけば、俺はシルヴィアを追い越していた。

　跳躍したシャドウウルフが、口を大きく開く。

「うおぉぉぉっ！」

　腹の底から声を出し、俺は構えた片手半剣バスタードソードを全力で突き出した。

　皮を裂き、肉を貫く手て応ごたえ。飛び込んでくるシャドウウルフの内部へと剣先が突き進んでいく。

　シャドウウルフが俺を睨にらむ。その瞳には憎悪が滲にじんでいる。

　それを見て、俺は笑った。そんな視線なら、大歓迎だ。

　腕に力を込めると、片手半剣バスタードソードをねじり、傷口を広げていく。

「グオォォォーン!!」

　必死に抵抗しようと、シャドウウルフが俺の肩に牙きばを突き立てた。痛みが全身に広がっていく。

　ここで力を抜く訳にはいかない。剣を離せば遠距離からの攻撃で俺は串くし刺しにされるだろう。

　そのまま数十秒。お互いが意地を張り合う。

　牙が更に肩にめり込み、片手半剣バスタードソードが更に肉を開いていく。

　やがて、シャドウウルフの全身から力が抜けていき、だらりと崩れ落ちた。

　俺は息を整えながら、ゆっくりと辺りを見回していく。

　頭が倒されたのを理解したのか、ダークウルフたちは散り散りに逃げ出し始めていた。

　その光景を見て、俺は心から安心する。すると、全身から一気に力が抜けていき、自分の意志とは関係なく、背中から大地に倒れ込んでしまった。

　鼻び腔こうをくすぐる草の匂い。ゆるやかな風。遥はるか遠い空には、満天の星が見える。

　そんな広大な世界を遮るように、シルヴィアが俺を覗き込んできた。

「────」

　何やら言葉を発しようと口を開くが、俺の耳には届かない。

　聞き返そうとするが、俺の口も言葉が紡げない。

　視界の端から更なる闇が迫る。どうやら、俺の意識は途絶えそうだ。

　じっと俺を見つめ続けるシルヴィアの虚うつろな瞳に、何かの感情が混じっているように見えたのは、俺の気の所せ為いだろうか。




　　　　※




　俺は闇の中に浮かんでいた。

　上も下も、左も右も分からず、流れに身を任せ、ゆらゆらと。

　それがおかしいとは思わない。むしろ、当たり前のことのように思えた。痛みも苦しみも、迷いすらも包み込んでくれるその優しさに、俺の心は安らいでいく。

　そんな中、どこからともなく、一条の光が漏れた。

　小さな光は徐々に大きさを増し、闇やみを侵食していく。

　俺はその光景をぼーっと眺め続けていた。

　そして気がつく。光の中に、誰かがいることを。

　向こう側の人物は、俺と同じようにじっとこちらを見つめていた。

　その視線には覚えがある。

　光の中に居て、光を宿さない、虚ろな瞳。

　そう、この瞳の持ち主は、確か──。

「──っ！」

　意識が完全に覚かく醒せいした。いや、強制的に起こされたと言うべきか。

　俺は辺りを確認していく。周囲には薄闇が漂っており、先ほどの光の断片すら見つからない。

　あの光は、いったい何だったのだろう。

　どうやら、俺が寝ていたのは馬車の中らしい。ぽっかりと穴の空いた幌ほろには見覚えがある。そこから微かすかな光が差し込んでくるところを見ると、どうやら夜明け頃か。

　目を凝らすと、静かな眠りについている奴隷たちの姿が確認できた。

　一人、二人──全部で八人。どうやら全員無事だったようだ。実質的な被害は馬車の幌だけだろう。商人も安心したに違いない。

　外には見張りの冒険者がいるだろうが、馬車の中で起きているのは俺たち二人だけのようだ。
















　俺は眠気を払うように大きく伸びをしていく。

　そこで、自分の現状に気がついた。なんか肌寒いと思ったら、俺の上半身は剝むき出しだったのだ。全身を覆うように巻かれた包帯が、じんわりと赤く滲んでいた。

　先の戦闘を思い起こしながら、俺は全身を確認していく。冒険者の誰かがやってくれたのだろう。心得のある、しっかりとした応急処置だった。後で礼を言っておかねば。

　レベル４だけあり、シャドウウルフは手て強ごわかった。今思えば、よく一人で挑んだものだ。あの時はそれしか手がなかったとはいえ、無茶にも程がある。

「……おかしいな」

　自分の肩に手を当て、呟く。

　盛大に嚙かみ付かれたはずなのに、痛みがまったくなかった。これはいったい、どういうことだ。

　皆を起こさぬよう、ゆっくりと立ち上がり、全身を軽く動かしてみる。やはり、穿うがたれた腹や脚にさえ、異常は見られなかった。

　疑問を解消するべく、厳重に巻かれている包帯を解いていく。血に塗まみれている以上、怪け我がを負ったのは確実だ。悪い夢とかでは決してない。

「……治っている？」

　包帯の内から姿を現した肌は、傷ひとつない綺き麗れいなものだった。

　どういうことだ。治ったにしろ、傷跡が残っていないなどおかしい。あれから幾ばくも時は経っていない。仮に王都に着いていたとしたら、俺は施術院に運ばれているはずだし、奴隷たちも店に連れて行かれていることだろう。

　可能性として考えられるのは、普通ではありえない現象を起こす、魔術。

　時に破壊を、時に治癒を。

　この世界では、様々な魔術が存在している。

　しかし、今いる人物たちの中に、魔術を行使出来る者がいるなど聞いていない。冒険者であれば、ある程度の情報は共有しているし、シャドウウルフたちとの戦闘で使わない訳がない。商人からシルヴィアのことを説明される際、他の奴隷たちのことも少しは説明されたが、その中に魔術を使える者の情報はなかった。魔術が使用出来る奴隷など、絶好のアピールポイントだろう。隠す必要など、どこにもない。

　そうなると魔術ではなく、祝福なのか？

　先ほどから、じーっと俺を見つめ続ける視線がある。あえて無視をし続けていたのだが、ここは応じるしかないだろう。俺が最後に見たのは、覗き込むシルヴィアの姿だ。あれからずっと側そばについていたとしたら、その原因を知っているはずである。

「えーと、なんだ……その」

　上う手まく言葉が浮かんでこない。そういえば、会話を交わすのはこれが初めてだったな。

「俺の怪我が治っているのは──」

「……私が、治しました」

　俺が質問を口にすると、被かぶせるようにシルヴィアが答える。初めて聞く声音は抑揚がなく、その視線と同様に、どこか暗あん澹たんとしているように聞こえてしまう。

「……君が？　どうやって？」

　確かに、商人から聞いたシルヴィアの能力は、癒いやしの祝福の一種だ。だが、他人には使用が出来ないという話である。もし、誰にでも使えるのであれば、引く手は数多あまた。値段も商人が俺に提示した額の百倍くらいになるんじゃないだろうか。

「契約の力、です」

「……契約？」

「はい、契約です」

　いや、意味がまったく分からんのだが。

　契約といえば眼の前の奴隷たちだ。その名の通り、奴隷契約によって行動の自由を奪われている。商人たちが交わす紙面上の約束事とは違い、この契約には魔術的な力が使われていた。

　もちろん、悪用を防ぐため、その方法は国の許可を得た者しか使えない。まあ、それでも完全に防ぐことなどは出来ず、一部の国では大きな問題になっていると聞いたこともある。

　俺はなんとなく、自分の首に手を触れる。

　奴隷たちの首には輪が巻かれている。外したところで契約が解除される訳ではないが、見分けが簡単に付くようにするためである。

「あー、そうだな。その契約とやらについて、詳しく説明してくれないか？」

　シルヴィアは小さく頷うなずくと、ゆっくりと口を開いていった。




　遥か遠い昔。人間と精霊との間に、大きな争いが生まれた。

　後に精霊戦争と呼ばれるそれは、人が精霊を従えようとしたことから始まる。

　精霊と精霊族。二つは似ているようで、その本質はまったく違う。

　一般的に、精霊は世界の根源たる存在だと言われている。そして、精霊族はその精霊を信仰する部族であり、大元を辿たどれば俺たちと同じ人間族だった。

　戦争の折り、精霊側へとついた人間たち、それが現在の精霊族となる。

　同じことが獣人族にも言えた。獣神について詳しいことは分からないが、それぞれの神を信仰する元人間族、という点では何も変わらない。

　そんな精霊族の中に、稀まれではあるが精霊の力を色濃く受け継いでしまう者たちが居た。

『巫女みこ』と呼ばれるその者たちは、人の身に余る力を持っている。故に、一族の里の中で極秘に育てられるのが一般的だという。

　シルヴィアもその巫女のうちの一人、だったらしい。

　さて、肝心の契約についてだが。

　正式には『精霊契約』と呼ばれ、自らの魂に精霊を受け入れる契約術とのことだ。これについては、精霊の力を強く受け継いだ巫女とも可能らしい。

　契約者は精霊の影響を受けて特殊な能力を扱えるようになり、魂の総量が増えたことにより、更なる成長が見込めるらしい。ただし、受け入れられる魂の総量は契約者に依存する。魂の許容量が小さい者は、巫女一人と契約するので精一杯だとか。

「……更なる成長、か」

　俺は無意識に呟いていた。

「しかし、なんでまた俺は契約出来るんだ？」

「……分かりません。私の知識は……中途半端なので」

　シルヴィアは首を横に振った。

　傷が癒いえていたのは、シルヴィア自身の祝福を俺が受けた為ためである。しかし、契約自体はお互いの了承がないと出来ない。俺の意識がない状態でシルヴィアが行ったのは契約の前段階。契約書代わりに精霊の力を俺に向けていたに過ぎなかった。この交渉テーブルにつけるのは巫女、もしくは精霊と契約者以外あり得ない。つまり、俺と契約が出来ることは既に証明されている訳だった。

　それにしても、シルヴィアがもたらす情報はどれもこれも初めて聞くものばかりだ。

　最初はそれらを疑問に思っていたのだが、話を最後まで聞いたところで、なんとなく納得がいった。結局のところ、精霊戦争は契約を悪用しようとした人間によって引き起こされ、その悲劇を繰り返さぬように、精霊契約の話は一部の者たちによって口伝として受け継がれてきたらしい。

　ちなみに俺が知る歴史上での精霊戦争は、人間族が領土拡大の為に精霊の治める土地を狙ねらって侵攻を始めたことが発端となっている。

「しかし、そんな大事なことを俺に教えていいのか？」

　他の話はともかくとして、こと精霊契約に関してはおいそれと口に出して良いことではないだろう。しかし、眼の前の巫女は、なにも躊躇とまどうことなくそれを実行に移した。

　それは、彼女自身が契約を望んでいるということなのだろうか？

「……貴方あなたになら、大丈夫と思いました」

　俺の眼をまっすぐに見ながら、シルヴィアが答えた。

「……なぜだ？」

「……きちんとした言葉には、出来ません。……今までずっと見ていて、なんとなく……なんとなく、そう思いました」

「……そうか」

　感覚的なことを言葉にするのは難しい。

　見るからに口下手そうな少女は、困ったような表情を浮かべていた。

　それに対し、俺は違和感を覚えた。なんだか、初めて感情らしきものを見た気がしたからだ。

　いや、俺の意識が落ちる寸前にも確か、一度……。

「そういえば……なぜ、シャドウウルフの前に立ち塞ふさがった？」

　あの時見た光景を思い出し、シルヴィアに問う。

「……私は死にません。だから、囮おとりになれると……思いました」

「死なないと言っても、痛みはあるのだろう？」

「……大丈夫です。痛みは……忘れました」

　淡々と紡がれる言葉。そのひと言ひと言に、彼女の今までが垣かい間ま見える気がした。

　痛みを忘れる。どれだけのことがあれば、そんな風に言えるのだろうか。長年、魔物と付き合い、数多くの傷を負ってきた俺でも、未いまだに痛みは苦手だ。

　いや、痛みがあるからこそ負けたくない。生き抜こうと思えるのだ。

　それなのに、眼の前の少女は──。

「……お前を買う」

　俺は決断した。

　最初から気になってはいた。そして、ここまでのことを聞いてしまっては、このまま見捨てるのも忍びない。傷を癒いやしてもらった借りもある。

　理由など探せば幾らでも出てくるのだろうが、正直に言ってしまえば……なんとなく、だ。なんとなく、放っておけない。だが、それでいいと思ってしまう自分も居た。

　その言葉に僅わずかだが、シルヴィアの瞳ひとみに光が戻った気がしたのは、俺の驕おごりだろうか。

「……契約を……してくださるの、ですか？」

「ん？　ああ、そうなる……のか？」

　思わず、頭を搔かく。

　先ほど説明されたばかりだというのに、契約のことが頭から抜け落ちていた。

「……それでは」

　シルヴィアがゆっくりと眼の前までやって来る。そして、両手を前へと掲げ、俺の胸に当てた。

　次の瞬間──光が溢あふれ始めた。

　少女は謳うたう、小さな声で。しかし、はっきりとした音色で。

　精霊への祝詞のりとを紡ぎ、光を導く。

　凄すさまじい何かが、俺の中へと注ぎ込まれてくる。

　今までの感覚など、比べものにならないほどの、力の奔流。

　やがて、すべての光が俺の中に収まると、辺りに薄闇が戻ってきた。

　ゆっくりと息を吐きだし、眼の前の少女を見る。

　シルヴィアは顔を紅潮させ、じっとこちらを見つめ返してきた。

「……終わり、ました」

「……ああ、お疲れ様」

　シルヴィアはゆっくりと、俺の胸から手を離していった。

　代わりに、自分の手を当ててみる。

　光は既に消えてしまったが、身体からだの中に燻くすぶる何かを確かに感じる。

　しばらくの間、ぼーっとその余韻に浸っていた俺だが、はっと我に返ると、慌てて辺りを見回していく。

　周囲には静寂。誰も起きた気配はなかった。外にいる見張り番も動きを見せていない。

　今の光は俺たちにしか見えていないのか？

　なにはともあれ、いきなり精霊契約がバレるようなことがなくて安心した。正直、あんなに凄すごいことが起きるとは思っていなかった。これからは、迂う闊かつな行動を控えるようにしよう。

　ふぅ、と冷や汗を拭ぬぐって腰を下ろす。その横に、シルヴィアがちょこんと座り込んでくる。

「……よろしくお願いします。ご主人様」

　俺の方を向いてそう呟つぶやくと、シルヴィアがぎこちなく笑った。

　先ほどまでの暗澹とした雰囲気は、いつの間にやら消え失うせていた。







　幕まく間あい　～シルヴィアの記憶～







　私にとって、世界はとても小さなものでした。

　生まれた時からずっと住んでいるお屋敷。その周囲を取り巻く壁の内側が、私に許された行動範囲でした。

　朝起きるとまずは精霊様へのお祈り。朝食を頂いた後は精霊の巫女としてのお勉強。お昼を跨またいで更にお勉強。夕食の後は少しの自由時間。そして身を清めて夜のお祈り。こうして一日が終わります。これが巫女見習いとしての私の日常でした。

　必要なことはこれで全部。これ以外のことは許されていません。

　私は立派な巫女になるために頑張りました。いろんなことをお勉強して、精霊様の声が聞こえるように、必死にお祈りをしました。

　……精霊様。どうか、私をお認めください。

　でも、努力は実りませんでした。精霊様の声は聞こえません。代わりに、大人たちの落胆の声が聞こえました。

　歳としが十を超えると、私は巫女として皆さんの前に姿を現します。

　精霊様の声は聞こえなくても、私には生まれつきの能力がありました。そのため、巫女見習いとして修行を積んできたのです。

　すべてを癒いやす世界樹の祝福。どんなに傷ついたとしても、私は死にません。どんなに痛くて、どんなに苦しくても、私は死ねません。

　お屋敷には、精霊様にお祈りをするために、様々な人がやってきます。その方々に精霊様の祝福を見せるため、私には刃が突き立てられました。なんでそんなことをするのか尋ねると、それが巫女としての役目だと言われました。

　皆さんはこれを祝福と呼びました。とても名誉なことなのだよと、私に言います。

　名誉ってなんなのでしょうか？　死なないことが名誉なのでしょうか？　痛くて、苦しいことが名誉なのでしょうか？

　私には分かりません。何も分かりません。分からないから、考えることをやめました。

　何も考えなければ楽でした。

　それから毎日、私の身体には剣が突き立てられていきます。

　だけど、平気。痛みはもうありません。これも祝福なのでしょうか？

　痛みと一緒に、そこからの記憶も、忘れてしまいました。




　気がつくと、私はどこかに運ばれていました。

　外にはお馬さんが見えます。どうやらここは、馬車の中のようでした。

　初めて乗った馬車は、想像していたよりも酷ひどいものでした。

　あれから、どれくらいの月日が経ったのでしょう。

　近くには、私と同じような年頃の女の子がたくさんいました。

　そんな中、一人の女の子が話しかけてきます。

　女の子の話では、私たちみんな人買いに連れて来られたみたいです。

　しばらくの間、馬車に揺られていると、小さなお家につきました。中に入ると、私の首に輪っかが付けられます。そして、私は奴隷になったと告げられました。

　それから私たちは、奴隷としての心得を教えられました。失敗するとムチで打たれます。でも、私は何も反応しません。その態度に怒った教育係の女性は、さらにムチを叩たたきつけました。皮が裂け、血が滲にじみます。でも、それだけ。傷はかってに治りました。

　女性はとても驚いていました。それに気づいた周りの人たちも、私をムチで叩き、同じように驚きます。その反応は、祝福を見に来た人たちと同じでした。

　そんなことがあって、私は他の人と違う扱いを受けました。

　最初は同情して話しかけてきた女の子たちも、今では遠くから様子を窺うかがうだけでした。

　私の状況は、巫女みこだった頃とあまり変わりません。巫女のお勉強の代わりに奴隷のお勉強。小さなお家に閉じ込められているのも、大きなお屋敷に閉じ込められているのも、気持ちは一緒。

　ただ、無む闇やみに傷つけられない分、奴隷の方が楽でした。




　基本的なことを覚えると、今度は立派な建物に移されました。

　夜になってもお昼のままのような、とても明るい場所でした。最初は、私の眼がおかしくなったのかと思いました。だけど、ここではそれが当たり前みたいです。

　次のお勉強はここでするとのことです。私に教えてくれるのは、とても綺き麗れいなお姉さんでした。なんだか、とても人気のある人みたいです。

　お姉さんは私の祝福のことを知ると、とても悲しい顔をしました。そんな顔をする人は初めてです。気になった私は、どうしてそんな顔をするのか聞いてみます。するとお姉さんは、何も言わずに私の頭を撫なでました。

　それからはお姉さんと一緒に、私を購入するご主人様が喜ぶことや、望むことを勉強しました。

　お姉さんがしていることを、私は見ているだけでしたが、お客さんにはそれが良かったみたいです。私には、よく分かりません。

　お姉さんは、とても優しくしてくれました。今までで一番嬉うれしかったです。

　でも、しばらくすると、お姉さんは売られていきました。奴隷じゃないのになんで、と近くの人に聞いてみると、幸せになるためにだよと言われました。

　お姉さんが幸せになれるのなら、それはとても良いことだと思います。

　それからすぐに、私たちも売られる日がやって来ました。

　この街を出て、もっと大きな街へと向かうらしいです。

　馬車に乗るために、街の広場に向かいます。

　広場はとても大きくて、たくさんの人がいました。

　早く進め、と商人さんが怒鳴りました。他の人たちは、慌てて歩き出していきます。私もそれに倣いました。

　人がいっぱいいる中を歩いていると、やがて私たちが乗る馬車が見えてきました。馬車の周りには数人の男の人がいました。私たちを護衛する冒険者さんという話です。

　商人さんは、冒険者さんたちに話しかけていきます。私はなぜか、冒険者さんの一人が気になってしまいました。なぜでしょう、なんだかとても懐かしい感じがします。

　思わずじっと見つめていると、冒険者さんもこちらに気づきました。そして、なんだか慌てて眼を逸そらされてしまいました。ちょっとショックです。

　それからというもの、その冒険者さんをずっと見続けていました。自分でもよく分からないのですが、気がつくと眼で追っていました。私はどうしたのでしょうか。

　その冒険者さんと商人さんが、何やらお話をしていました。どうやら私のことみたいです。ちょっと気になってしまい、耳を傾けます。商人さんのお話が進むにつれて、なぜだか冒険者さんが怒っているのが分かりました。眼で見える表情は普通なのに、なんでそう思うのでしょう？

　でも、私のことで怒ってくれたのは、なんだか嬉しかったです。




　二日目の夜に魔物が襲ってきました。

　私は大きな声で眼を覚まします。他のみんなも、同じように眼を覚ましました。

　突然のことで、外でなにが起こっているのか分かりません。みんなは怯おびえたように身を寄せ合い、端で小さくなっていました。

　私は一人離れて、耳を澄ませます。幌ほろを挟んで、外の音が聞こえてきました。

　しばらくの間、私はその音をじっと聞いていました。

　音が止み、辺りが静かになったと思った次の瞬間、馬車の中央を真っ黒い何かが通り過ぎました。その跡には、まるで夜に食べられてしまったかのように、大きな丸い穴が空いていました。

　そこから外を覗のぞきます。

　すると、私が気になっていた冒険者さんが、一番大きな魔物に向かっていくところでした。

　馬車の幌を食べた黒いものが、今度は冒険者さんに襲いかかります。

　冒険者さんは必死で戦っていました。黒いものを避けながら、大きな獣に襲いかかります。でも、冒険者さんはどんどん怪我をしていきます。魔物は傷ひとつ、負いません。

　……助けたい。

　私の胸に、そんな気持ちが湧わき上がりました。

　なんでそう思ったのかは分かりません。でも、その姿を見ていると、居ても立ってもいられません。そう思った時、私の足は動いていました。馬車を飛び降り、素足で大地を踏みしめます。

　気がつけば、私は魔物の前に立っていました。

　私が襲われている隙に、冒険者さんが倒してくれる。そう、確信しています。

　だから、私は平気。

　魔物がこっちに向かって走りだしました。

　私はゆっくりと眼を閉じます。痛みも苦しみもないけれど、魔物の姿を見ているのは嫌でした。

　でも、いくら待っても、その時は訪れません。

　恐る恐る眼を開けると、眼の前には誰かの背中。それが冒険者さんだと、すぐに分かりました。

　冒険者さんは叫びます。それに応じるように、魔物も声を上げました。

　一人と一匹の意地比べ。それは、やがて冒険者さんの勝利に終わります。

　魔物は大地に倒れました。でも、ホッとしたのもつかの間、冒険者さんも倒れてしまいました。

　私は慌てて冒険者さんに近づくと、顔を覗き込みました。

　冒険者さんも私を見ます。お互いの眼が合った時、胸の奥から熱いものを感じました。

「──契約者様」

　そして私は幾つかの記憶と、ひとつの物語を思い出しました。




　遥はるか昔、一人の旅する青年が居ました。

　その青年は契約者と呼ばれ、精霊を外の世界へと連れ出します。

　様々な場所を巡り、様々な出会いをし、遂ついに二人は結ばれました。

　それは、とても美しい物語。私の憧あこがれる物語。




　いつか契約者様が、私を外の世界に連れ出してくれる。

　──そんな、夢物語。







　第二章







　俺は大切なものを失った。

　それは生きるためになくてはならないもの。

　だからそれを取り戻すため、俺は剣を取る。

　立ち塞ふさがるすべての魔物を屠ほふっていく。

　その行動に一切の慈悲はなく、一切のためらいもない。

　ただひたすらに、ただ必死に、魔物に剣を打ちつける。

　俺が通り抜けた後には、魔物たちの屍しかばねが積み重なっていることだろう。

　それも仕方のないことだ。

　なんたって俺には──金がないのだから。




　予定よりやや遅れは見られたものの、馬車はその後、順調に街道を進んでいった。

　俺の傷は完全に塞がっていたが、その理由を説明出来ないため、怪我人の振りを続けていくしかない。シルヴィアに手伝ってもらい、一度解いた包帯をふたたび巻き直していった。包帯は血に滲にじんでいるため、かなりの不快感を伴ったが、とりあえずは王都までの辛抱だ。

　そのお陰というべきか、王都までの道中、俺は馬車の中でゆっくりとすることが出来た。

　奴隷たちと並び、馬車に揺られているのはなんとも言えない気分だったが、楽をしているのは事実。文句を言うのはお門違いだろう。

　やがて、王都シルベリアが見えてくる。

　俺たちが向かっているのは南門。都市の東方には広大なイーベ山脈が聳そびえ、麓ふもとには古くより変わらない森がある。その古いにしえの森を背にして建っているのが、我らがシルベリアの王城だ。

　当たり前ではあるが、俺が根城としている中継都市テレシアとは比べ物にならないほどに大きく、行き交う人々の数も膨大、種族も多種多様に及んでいた。

　王都を囲む外壁は厚く、辺りに存在が確認されている魔物程度では、手も足も出ないだろう。

　都市の入り口。旅人を出迎える門も立派なもので、常に十人以上の門番が眼を光らせていた。

　人の出入り自体に制約はないが、馬車の中身は確認され、それぞれに沿った税金を納めることになっている。当然、奴隷を積んだこの馬車もその対象だ。

　駆け足気味に、二人の門番が近づいてくる。

「なるほど、そいつは災難だったな。ま、命があっただけでもめっけもんだ」

　門番は幌の穴に気づくと商人に問い、俺の状態を見て納得したようだった。

　積み荷の確認が終わり、何事もなく門をくぐり抜けると、俺たち護衛の仕事は終了だ。

　護衛それぞれが、依頼完遂の証明書を受け取り、冒険者ギルドへと向かっていく。その場で金銭のやりとりが行われないのは、無用な諍いさかいを起こさないためだ。

　冒険者が依頼主に迷惑をかければ、ギルドの看板に泥を塗ることになってしまう。

「いやはや、お陰様で助かりました。それでは、私はこれで」

　最後に俺が証明書を受け取ると、商人がひと言礼を言い、背を向けた。

「──すまない、ちょっと待ってくれないか」

　俺はその背中に、慌てて声を掛ける。




　奴隷商人との商談。

　最初は乗り気でなかった俺が、一転して積極的な買いの姿勢を見せたことを不審に思ったのか、交渉は難航した。

　シルヴィアの値段は金貨百二十枚。

　なんの特徴もない普通の奴隷は、金貨にして十枚程度である。見目の良い精霊族や力強い獣人族となるとその倍、金貨二十枚は下らないだろう。更に珍しい要素があれば、金額はどんどんと跳ね上がっていく。エルフにして銀髪碧へき眼がん、そして不死の祝福という素晴らしい素材は、これでも安いくらいだと言う。

　経験上、商人の安いは九割方噓うそだ。

　何とか値段を下げようと頑張ってはみたものの、相手はそれを生業なりわいにしている者。取れるところから取ろうとするのは、当たり前のことだった。

　頭では分かっていたのだが、自分に降りかかるとなると、話は別だ。

　しかし、それにしても高い。お貴族様あたりからすればはした金かもしれないが、俺のような有象無象の冒険者にしてみれば、十年分の稼ぎに相当する大金だ。

　護衛の代金と、シャドウウルフたちの魔石や毛皮を処分したとしても、俺の持ち金は金貨百十枚と少しにしかならないだろう。

　俺は頭を搔かき、【胡こ蝶ちようの夢】での出来事を思い起こした。

　つまり、所持金が目減りしている原因だ。

　ミリアとの最後の夜。俺は見栄を張った。高級娼しよう館かんの最上級部屋。それも大人気の娼婦を呼んだ時点で、かなりの金額に上っていた。そこに、ダブルパンチ。まあしかし、たとえ未来が分かっていたとしても、あの時に金を惜しむだなんてことは考えなかっただろう。

　ちっぽけな俺のプライドだが、そこは譲れない。

「それじゃ、頼む！」

　商人になんとか金は工面すると告げ、俺は冒険者ギルドへと急いだ。

　こうなったら、最終手段を使うしかない。




　しばらくの間をおき、奴隷商人の店。

「これで、文句はないだろう」

　俺は商人の眼の前に、金貨の入った皮袋を突きつける。

「少々お待ちを。確認致します」

　商人はそれを丁寧に受け取ると、袋の口を開き、中身を近くのテーブルへと並べていく。

「……確かに。金貨百二十枚、頂ちよう戴だい致しました」

　すべての金貨の確認を終えると、商人が手を叩たたいた。

　すると、奥から少年がやってくる。その後ろには、シルヴィアを伴っていた。

　少年は商人見習いなのだろうか、笑みを浮かべてはいるが、その瞳ひとみの奥には、なにやら異色なものを感じる。俺のことを値踏みでもしているのだろうか。それとも、俺が邪推しすぎなだけか。

「こちらが、ご所望の商品となります」

　少年は事務的にそう言い、一礼する。

　シルヴィアは、てこてこと早足で俺の側までやってくると、同じようにぺこりとお辞儀。

　よくよく見ると、シルヴィアの服装が変わっていた。

　全身を包むのは、フリルの付いた可か愛わいげのあるワンピース。細かなアクセサリーがちりばめられ、首に巻かれた奴隷証明の輪さえなければ完かん璧ぺきと言えるだろう。

　そういう方面のセンスが皆無な俺にもそう思えるほどに、精霊族特有の美しさと歳とし相応の可愛さが上う手まく引き出されていた。

「服装の代金はないが……」

　懐に手を突っ込み、もはや見る影もない自分の財産に嘆く。

「いえいえ、イグニス様のお陰で、こちらもあまり被害を受けずに王都まで辿たどり着けました。これは、ほんの感謝の気持ちです。それに、価値のある商品には、それに見合った包装をするのが商人の務め。どうぞ、遠慮せずにお受け取りください」

　だったら、交渉の時に少しくらい値段を負けてくれればいいものを……と思ったが、貰もらえる物はありがたく貰っておこう。今の俺にはあまり余裕がないからな。

「ああ。そういうことなら、遠慮なく頂いておこう」

　俺は商人たちに礼を言い、シルヴィアに向き直る。

「それじゃ、行くぞ」

「はい、ご主人様」

　──ぶっ！

「どうかなさいましたか？」

　俺が息を吹き出したことを不思議に思ったのか、商人が問いかけてくる。

「……いや、なんでもない」

　娼館などではともかく、こんな場所で『ご主人様』などと呼ばれると反応に困るな。しかし、奴隷を買ったというのに平等に扱うのもおかしいだろう。

　これは、慣れるしかないな。

「とにかく、世話になった」

「またのご利用をお待ちしております」

　奴隷商人が常じよう套とう句くを口にし、一礼する。

　俺の懐事情は察しているだろうに。そのうえ、更に搾ろうというのか。商人とは、かくも恐ろしき存在である。出来れば、二度とこのような状況にはなりたくないものだ。

　俺は入り口の扉を抜け、外へと出た。その後を、しずしずとついてくるシルヴィア。

　商人の店は大通りから道を一本隔てた、歓楽街に近い場所にあった。

　奴隷というのは、皆に受け入れられてはいるが、中には嫌悪感を示す者もいる。そうした折り合いもあり、都市の顔である大通りに店を開くことはあまりない。

　俺は通りの先の歓楽街に眼をやる。昼の今では人通りは少なく、ひっそりと息を潜めているが、陽ひも暮れれば活発に動き始めることだろう。

「また遊びに行く余裕が出来るのは、当分先の話だろうな」

　ある程度纏まとまった金が出来ない限り、あの地へと足を踏み入れる勇気はない。

「……ごめんなさい」

　俺の呟つぶやきに、シルヴィアが謝った。

「すまない、別に責めている訳じゃない。俺が好きでやったことだからな」

　彼女の頭に手を乗せ、ぐりぐりと撫なでていく。勢いよくやり過ぎたのか「……あうぅ」と小さな悲鳴を上げ始めたので、慌てて中断。

「まあ、そんな訳だ。これからよろしく頼むぞ、シルヴィア」

「……はい！」

　小さいがはっきりとした声で、シルヴィアが頷うなずいた。




　　　　※



















　最終手段とはすなわち、冒険者ギルドからの借金だった。

　ギルド自体は、別に冒険者でなくとも利用は可能だ。精製されていない魔石や、魔物に関する戦利品であれば適正価格で買い取るし、細々とした街中の依頼は一般人でも受けられる。

　しかし、街の外での活動や魔物退治といった依頼は、冒険者でなければ受けられない。まあ、当然のことではあるが、そんな冒険者たちを支援するシステムの一つに、借入金があった。

　冒険者になりたての頃は、稼ぎもそこまで多くはないし、収入が上がったとしても魔物との戦闘などで武具を失い、新調せざるを得ない状況になることもありえる。そういった時、一時的にギルドから金を借りることが出来た。もちろん、それらは今までの実働年数や功績に応じ、最大の額が決まる訳ではあるが。

　実力はさておき、長いこと冒険者をやっていた俺である。そのお陰で、なんとか金貨十枚を借り入れることが出来た。

　後は──返すのみだ。




「がはっ！」

　肺の中の空気が絞り出され、それと共に声が漏れる。

　まるで爆発したような衝撃に、俺は何ひとつ抵抗できなかった。大地を踏みしめていたはずの脚はふわりと浮き上がり、そのまま宙へと投げ出されていく。

「ぐっ！」

　衝撃を受けたのは腹部。そして、次なる衝撃は背部から訪れた。

　盛大に落ちた俺の周囲に、土煙が巻き起こる。

　なんとか身体からだを起こそうとすると、痛みがそれを阻もうと襲い掛かる。

「骨の一、二本……いったか」

　血ち反へ吐ど混じりに口を開き、いままでの経験則から、自分の状態を推測していく。

　しかし、どんなに酷ひどい状態であろうと、戦闘中に休んでいる暇などない──筈はずなのだが。

　なんとか立ち上がり、俺をこんな状態にまで追い込んだ原因を睨にらみつける。

　視線の先には大きな猿。こいつはパワーエイプと呼ばれる、冒険者適正レベル４の魔物だ。

　シャドウウルフと同格だが、魔術的なものは一切使ってこない。その情報に踊らされ、わざわざ討伐にやって来たのだが……。

「……なんで、苦戦してるんだろうな」

　満まん身しん創そう痍い。昨日の今日でふたたび死にかけているなど、冒険者としてどうなんだろうか。

「……契約したといって、すぐに身体能力が上がる訳ではありません」

　背後からシルヴィアの声が掛かる。

「……先に言えよ」

「……聞かれなかったので」

「……おまけに身体も勝手に回復しないしな」

「……それは私の能力です。……ご主人様の能力ではありません」

　そっと、俺の背中に何かが触れる。すると、体温のようなあたたかさが少しずつ広がり始め、やがて全身を満たしていった。それに伴い、痛みが徐々に和らいでいく。

「少し調子に乗りすぎたな。回復、助かった」

　前方を向いたまま、俺は礼を述べた。

「敵がこいつなのも助かった……と言えるんだろうな」

　少し離れたところで、パワーエイプが飛び跳ね、踊っている。挑発、という訳でもない。俺が弱いため、単純に遊んでいるのだ。

　古いにしえの森。それが、俺たちがいるこの場所の名前だ。

　シルベリア王城とイーベ山脈の間にある、何百年と年月を積み重ねた大樹たちが織り成す、広大な森。山脈から流れる川に加え、あちこちに実る森の恵みで、食料に困ることは少ないだろう。

　この森に住むパワーエイプたちだが、魔物としての脅威度は低い。しかし、放っておくといつの間にやら膨大な数に膨れ上がるため、こうして森の表層で狩りをすることが推奨されていた。

「ならば、肥やしにさせてもらうとしよう」

　俺はふたたび、パワーエイプへと接近を試みる。

「ぐはっ！」

　数分と持たず、またも宙を舞った俺に、シルヴィアの冷たい視線が突き刺さるのを感じた。




　どれくらい経ったのだろうか。

「……なんとか、倒せたな」

　足元に横たわるパワーエイプに視線を落とし、俺は安あん堵どのため息を漏らす。

「……そうですね」

　そんな姿を見たシルヴィアが、疲労感の伴う声で応じた。

　結果から言うと、何度死にかけたか分からない。急所に喰くらうことだけは避け、シルヴィアの回復能力でふたたび戦線に戻るという戦闘方法に、さすがのパワーエイプも恐怖を覚えたようだ。最終的には、向こうから逃げ出そうとしていたくらいである。

「なにはともあれ、一いつ旦たん街に戻るとしよう」

　パワーエイプから取り出した魔石を握りしめる。さすがはレベル４の魔石。俺がいつも手に入れる小粒の物とは違い、手のひらギリギリの大きさだった。売ればそれなりの額になるはずだ。

「……まずは、このボロボロの装備をどうにかしたいしな」

　俺の全身を覆っているのは、ボロボロになった革鎧よろい。シャドウウルフの魔術に貫かれ、更には今回のパワーエイプの暴力によって、もはや装備の体をなしていない。

　命からがら、魔物から逃げ出してきた低レベル冒険者。そんなところだろうか。いや、ほとんど間違っていないのが悲しいところだが。

「ついでに、お前の服なども買うぞ」

「え……いいの、ですか？」

　躊躇ためらいがちにシルヴィア。

「さすがにその服一着では、これから困るだろ。……とは言っても、安物だけどな。いま着ているものと同等のものを求められても金銭的に無理だ」

「いえ、その……嬉うれしい、です」

　胸に手を当て困りつつも、シルヴィアはどこか嬉しそうだった。




　街に戻った俺たちは、まずは冒険者ギルドへと赴き、魔石の換金を行った。

　銀貨二十枚。死にかけた割には安いと思わなくもないが、低級の魔石と比べればかなりの金額だ。

　貨幣袋を受け取ると、次に向かったのはギルドにほど近い武具店。

　大通りに面しているだけあって店は広く、客もかなりの人数が入っていた。

　中でも人気なのはウーツ鋼を使った武具だろう。それらを産出する鉱山が王都から近いこともあり、展示品はかなりの数に及んでいた。もちろん、群がっている冒険者の数も多い。

「……俺も金があればなあ」

　ぼやきながら、身の丈にあった防具を探していく。

　そうして辿たどりついたのが、革装備が並ぶ一角。

「……なんか、えらく安いな」

　基本的な革装備に使われているコボルト皮は、新人冒険者でも手が出せる代物であり、ウーツ鋼装備に負けず、相当の数が用意されていた。

　眼の前に並べられている防具の値段を確認していくと、いつもより三割くらい安い。

「……いわくつき、っていう訳でもないみたいだが」

　眼の前の商品は傷ひとつない新品だった。

　もちろん、売られている武具の中には、値段が安く設定されている中古品も多数存在している。俺が冒険者になって最初に購入した装備も中古品だった。それらの品は、金欠な新人冒険者にとってはありがたいものである。

「最近はコボルト皮の持ち込みが多く、そのお値段となっております」

　いつの間にやら、俺のすぐ近くに店員が立っていた。俺の身なりから、冷やかしではなく買いの客だと悟ったのだろう。商売人らしく抜け目がない。

「コボルトの発生が増えているのか？」

　戦利品である皮が増えたと言うことは、単純に遭遇する数が増えたと言うことだろう。新人だとコボルトの相手はちと厳しいが、ベテランレベルの冒険者であれば余裕だ。どれだけ増えようと、そこまで大した問題でもないはずだ。

「それは、私たち地付きの商人には分かりかねますが、数が多くなるとどうしても場所を取られてしまいますので……」

　なるほど、値段を下げてさっさと捌さばこうということか。なんにせよ、ちょうど必要となった俺にはありがたいことである。

「それじゃ、俺に合うものを持ってきてくれないか？」

「かしこまりました。少々、お待ちください」

　言葉とは裏腹に、ほとんど待つ必要もなく、店員は革鎧を持ってきた。

　早速それを試着してみると、見事なまでに俺にピッタリと合うサイズだった。

「問題はありませんか？」

「ああ、ちょうどいい。これを貰もらうとしよう」

　革鎧は基本的なものだけあり、作りはどれも同じで実用性重視。迷う必要などない。

「ありがとうございます。宜よろしければ、他の武具なども見ていかれては如何いかがでしょうか」

「……そうだな、女性物だとどんなものがある？」

「女性用ですと、あちらになりますね」

　店員に案内された場所には、素材で補強されたドレスやローブなどが並んでいた。

「……値段に開きがあるんだが」

　それらの値を確認すると、男物に比べてかなり高い。余るほどあるとされているコボルト皮製品でも、かなりの値段だった。

「はい。普通の革装備と比べると意匠に凝っていたり、特殊な加工を要したりしますので……お値段がその分、上乗せされております」

　申し訳なさそうに、店員が説明していく。

　よくよく見てみると、確かに意匠がひとつひとつ違っていたりするな。こんなもの、どれも同じでいいと思うんだが、そこは男女の違いというものだろうか。しかし、ちゃんとした防具にまで手を回していたら、シルヴィアの生活用品など買えなさそうだった。

「しょうがない。防具は後に回すとして、とりあえず厚めの外がい套とうをひとつくれないか」

「かしこまりました」

　上に羽織ればそれなりの防御力も期待出来るだろうし、外を移動するうえでも必要だ。買っておいて損はないだろう。

　……さて、問題はこれからだ。




　あれだ、女性用の服を男が買うのはまだいい。

　プレゼントだとか、そういう場合もある訳だし、言い訳は十分に作れる。

　しかし、下着の類たぐいとなると、弁解の余地はない。

　シルヴィアは俺の奴隷である訳だし、勝手に何かを購入させる訳にもいかない。奴隷とは従者であると同時に主人の物であり、冒険者が所持する場合は主に装備品として扱われる。格式高いところなどを除いてどこにでも連れて歩ける反面、奴隷自身の行動の自由はまったくと言っていいほどになく、財産を所持することすら認められていなかった。

　これらはあくまで一般的な奴隷のことではあるが、だからと言って俺がシルヴィアを特別扱いすると、周囲には異質に映ってしまうだろう。

　とりあえず、好きなものを選んでもらい、それを仕方なく俺が購入するという体裁にしようと思ったのだが……本人は「ご主人様が選んでください」などと言いやがる。

　仕方がないので、店員にしどろもどろに尋ねながら、なんとか商品を見繕ってもらったものの、笑顔の裏に隠された侮ぶ蔑べつの視線に、俺の精神はズタズタだ。

　まあ。全部、被害妄想なんだが。

　おまけに、最低限の生活用品を揃そろえるだけで銀貨十枚を超えた。

　……なんで女性物ってあんなに高いんだろうな。

　それを理解するには、時間がいくらあっても足りなさそうだ。




　　　　※




「……あう」

　隣に座るシルヴィアは固まっていた。

　これまでに分かったことなのだが、彼女は人が多いところが苦手らしい。大通りをただ歩くだけでも、俺の背中にピッタリとくっついたまま、ずっとオドオドとしていた。

　今は食事時だ。食堂に足を踏み入れれば、人がごった返しているのは仕方がない。

　俺たちが座っているのは、二人掛けの小さなテーブル席。シルヴィアが椅い子すを俺の真横まで持ってきているため、まるで一人席のように思える。

　空いていたのが端の席でよかった。仮に中央付近だったとしたら、食事すらままならないのではなかろうか。次回からこの時間帯は避けるようにしよう。いざとなれば、持ち帰りが出来るものを買って部屋で食べるという選択肢を取るしかない。

　この分じゃ個別行動は無理だな。さすがに、この娘を放置するのは危なすぎる。

　とりあえず、食事に意識を集中させよう。

　俺は席の端にある小さなメニューリストを手に取ると、シルヴィアへと渡していく。その表面には献立名と値段がところ狭しと書き記されていた。

「……ええと」

「値段は気にしなくていいぞ」

　この辺りで一番安い店だ。だからこそ、人が多い訳だが。

「……その、分かりません」

　じっとメニューを眺めていたシルヴィアだったが、やがて困ったように俺に視線を向ける。

　文字だけじゃ分かりにくいのは確かだ。観光客向けの割高な店なら、文字と共に絵が載せてあったりもするが、生憎あいにくとここは地元民ばかり。もう十年もこの国で過ごしている俺ならともかく、右も左も分からない少女では仕方がない。

「何か、好きなものとかないのか？」

「……よく、分かりません」

　どうやら、分からないことだらけのようだ。

「……いままで、出されたものを食べるだけ、でした」

　ああ、選択の自由すらなかったのか。

「それじゃ、まずはどんなものがあるのか、少しずつ試していくぞ」

　店員を呼び止めると、俺は適当に料理を注文していった。




　食事を終え、俺たちは宿へと戻る。

　雑踏から離れ、静かな時間が流れていく。

　開け放たれた窓からは、夜風が心地良く吹いてくる。ゆっくりとするには、とてもいい雰囲気だ。

　いつもであれば酒を吞のんだり、はたまた歓楽街に繰り出したりする時分であるが、今の俺には金はないし、なにより連れがいた。

　俺は、シルヴィアに視線を向ける。

　部屋の中央に置いたランタンの傍そばに座り込み、膝ひざを抱えてぼーっとしていた。

　今日のうちは、風ふ呂ろにでも入ってさっさと休むのが良いだろう。遊んだりするのは借金を返し終え、余裕が出来てからだ。

「……風呂？」

　そこまで考えて、ふと気づく。

　天井を見上げ、少し考えた後、ふたたびシルヴィアに視線を戻す。

　奴隷を一人で風呂に入れる訳にもいかないし、かと言って、俺が連れて行く訳にもいかないだろう。大惨事になりかねん。

「…………？」

　色々と頭を悩ませている俺の視線に気づき、シルヴィアが不思議そうな表情でこちらを向いた。

「いや、風呂はどうしたものかと思ってな」

「……湯ゆ浴あみ、ですか？」

　シルヴィアはゆっくりと立ち上がると、自分の服に手をかけた。

「おい。なにをしている？」

「……このまま入ると、濡ぬれてしまいます」

　至極、当然なことだな。ここが脱衣所なら。

「いや、それはそうなんだが、そのまま風呂に連れて行く訳にもいかんだろ……仕方ない、少し待っていろ。湯を分けて貰ってくるから」

　生まれたままの姿で風呂まで歩いていったら、主人である俺が白い目で見られそうだ。

　シルヴィアにここから出るなよと何度も釘くぎを刺し、俺は慌てて部屋を飛び出した。




「待たせたな。貰ってきたぞ」

　いっぱいに湯を張った大桶おけを手に、部屋の扉を脚で押し開ける。

　すると眼に飛び込んだのは、一糸纏まとわぬ少女の姿。中央のランタンから離れ、窓の前に立って月を見上げている姿は、とても絵になっていた。

「…………」

　しばらくの間、その姿を見続けてしまう。もちろん、芸術的な意味で。

「……おかえりなさい」

　俺の帰りに気づいたシルヴィアが、こちらを振り返った。

「あ、ああ。ただいま」

　……こんな状況、第三者から見たらどうなんだろうか。

「とにかく、さっさと身体からだを洗ってしまえ。湯が冷めちまうぞ」

　大桶をドンと床に置くと、荷物の中から布を取り出し、無造作に放り投げる。

「……ご主人様は？」

　慌ててそれを受けとりながら、シルヴィアが呟つぶやく。

「俺は後でいい」

　と言うか、宿の風呂に入れば済むことだしな。

「……でも」

　シルヴィアは逡しゆん巡じゆんする。奴隷として考えるのならば、主人より先に入るのは問題だろう。もしかしたら、契約者と巫女みこの立場も似たようなものなのか？

　語らず、じっと俺を見つめ続けるシルヴィア。このままでは、湯が完全に冷めてしまう。

「……俺も、一緒に洗えばいいのか？」

　少し考えた後、シルヴィアはこくりと頷うなずいた。




　冒険者であれば、部屋で身体を洗う状況というのは、それなりの頻度で訪れる。

　怪け我がを負った際は湯船を汚してしまうし、完全に動けず、誰かに手伝ってもらう場合もある。

　……だが、しかし。

　お互いに裸なのは、実に微妙な状況だ。

　いや、シルヴィアは特に気にする様子はないし、俺が一方的に気まずいだけなんだが。

「……どうしたのですか？」

　困っている俺を見て、シルヴィアの表情が曇りを帯びる。

「ん、そうだな。……正直に言うと、お前の扱いをどうすればいいか、悩んでいる」

　俺は、考えを素直に口にした。このまま黙り込むよりはマシだろうし、シルヴィアの意見も聞きたいところだ。

「……私は……不要ですか？」

「なぜ、そう思う？」

「……私は、ちゃんとした巫女には、なれませんでした」

　大桶の水面みなもに視線を落としながら、シルヴィアが小さく、呟くように言った。

「でも、ご主人様と出会えて、嬉うれしかったです」

　そして、おもむろに顔を上げると、俺を見据えていく。

「私は、ご主人様の奴隷として……失格でしょうか？」

「……そもそも、奴隷に失格もくそもないだろう」

　誰が、好き好んで奴隷の身分に落ちると言うのか。

「ご主人様は、大事なお金を使って……私を買ってくれました。……だから、精一杯の恩返しが、したい。ご主人様が望む、すべてのことをしたい、です」

「……そうか。ならば、お前は俺の奴隷だ。お前のすべては、俺のものだ。それで、いいな？」

　確かに、出費は痛かった。しかし、後悔をしている訳でもない。

　自分でも不思議なものなんだが……俺は彼女を、欲していた。

「……はい！」

　シルヴィアは嬉しそうに頷くと、ゆっくりと身体を預けてきた。




　　　　※




　次の日の朝。部屋のベッドの上で、俺とシルヴィアは向かいあっていた。

「もう一度、契約について詳しく教えてくれ」

　貨幣袋の中にある硬貨の枚数を数えながら、俺はシルヴィアに教えを請う。

　先日の失敗を踏まえ、精霊契約について、もっと詳しく知る必要があると感じていた。特に、契約者についての理解があれば、あんな無茶な行動はしなかったはずだ。

「……はい。まずは精霊様、もしくは巫女ですが……一般的に祝福と呼ばれるものとは、少し違った能力を持っています」

「それがお前で言うところの、回復能力という訳だな」

　こくりと頷くシルヴィア。

「……私の場合は、そうです。その能力は、精霊様が司つかさどるものに準じていて……私たちエルフなら、母なる世界樹の祝福。ドワーフでしたら、創生の炎の祝福と……ある程度決められていますが……普通の祝福とは比べ物にならないほどに、強力です」

「なるほど。それで、契約者もその祝福を得ることが出来るんだな？」

「……はい。ですが、巫女と同じように……人によって扱える能力には、違いが現れます」

　契約は巫女としたところで、結局は精霊の力、ということか。

「てっきり、お前の回復能力が俺にも使えるようになると勘違いしていた」

「……あれは私の魂から生まれた能力です。ご主人様の能力は……また別のものに、なるはずです」

「つまり、結論は」

「……どのような能力か、実際に使ってみないと分かりません。……ごめんなさい」

　そう言うと、シルヴィアは俯うつむき、黙り込んでしまった。

「まあ、気にするな。なにはともあれ、自分の力は自分自身で見つけるしかないってことだ」

　その頭に手を乗せ、慰めの言葉を掛けていく。

　しかし、俺自身の能力……か。

　もう片方の手のひらにある銅貨を見つめながら、俺は頭を巡らせていく。世界樹って漠然としすぎていてよく分からんな。炎なら色々と燃やせたりできそうなんだが。

「それじゃ、触れた相手の命を吸い取ったりするのはどうだ？」

　シルヴィアの能力を参考に、頭に浮かんだことを呟いてみる。

「……それは、不浄なる闇やみの能力です」

　どうやらハズレらしい。シルヴィアは上目遣いで俺を見ると「……あんな存在と一緒にしないでください」と、ぶつぶつ文句を言い始めた。なんか、怖い。

「……同じ回復系統ではないのか？」

「……与えるのと奪うのでは、大きな違いです」

　気づけば、頰ほおが膨らんでいる。そんなに、嫌か。

「いや、そうじゃなくてだな。世界樹とやらが扱える能力は、回復以外で何かあるのかと思ってな」

　その言葉に、シルヴィアから険がするっと取れた。

「……そう、ですね。例えば、植物を成長させられるとか」

「そりゃ、確かに便利だな。冒険者じゃなく、農家向けではあるが」

　なんとなく想像してみる。農作物の種を蒔まき、能力を使って一瞬で成長。それなら引退後は楽かもしれない。いや、さっさと転職しろって話だな。

「それは、人を成長させたりも出来るのか？」

「……さすがに、魂に影響が出るので、無理だと思います」

　まあ、当然か。出来たとしても、危険人物扱いされてしまうだろう。

　銅貨を指先で摘まんでいく。特殊な能力は大事だが、お金も大事だ。出来るなら、銅貨すら貴重なこの現状に役立つものが望ましい。

「こう、戦闘に使えそうなのがいいんだよな。魂の力を光に変えて撃ち出すとか」

　何かの絵本でそんな技を見た気がする。確か、光の魔術だったかな。

　片手を前に突き出し、手のひらを大きく広げる。そして意識を集中。

　そう、こんな感じだったはずだ。

「魂に眠る大いなる力よ。我が腕かいなに宿りて、敵を撃て」

　思わず、懐かしさが全身を支配した。ガキの頃は色々と真似したものだ。

　しかし、込み上げてきたものは思い出だけではなかった。

　──グニッ！

　突き出していない方の手に、違和感を覚える。いつの間にやら、軽く握り込んでしまっていたようだ。その手を、俺は恐る恐る開いていった。

「……これは」

　そこには、形の変わった銅貨が一枚。

　満月のように丸かった銅貨が、今では半月のように折り畳まれている。

　無意識だったため、あまり力は入れてない。それなのに、いとも簡単に硬貨を握り潰つぶしていた。

　俺は驚き、シルヴィアを見る。しかし、彼女は微妙な表情のまま、口を開いた。

「……今のは、その、ちょっと、どうかなと思いました」

「……いや、そこは突っ込まないでくれ」

　冷静になると、今のは自分でもアレだと思う。大体、魔術でもないのに詠唱するとか、どうなんだよ。シルヴィアの回復能力なんて、自動で発動するというのに。

「それで、これは契約能力なんだろうか？」

　ひとつ咳せき払ばらいをしてごまかすと、半月銅貨をシルヴィアへと渡していく。

　しばらくの間、ひっくり返したりして銅貨を確認していたシルヴィアだったが、何を思ったのか、元に戻そうと奮闘を始めだす。

　結局のところ、彼女の力では修復は不可能だった。

「……はっきりとは、分かりませんが……たぶん、そうだと思います」

　諦あきらめて硬貨を俺に返すと、自信がなさそうに口を開く。実際に契約をするのは初めてのことらしいし、確証が持てないのは仕方のないことか。

「そうだな。とにかく取っ掛かりは見えた。あとは実践あるのみ」

　すぐさまベッドから飛び降りると、外に出る準備を始めていく。

　──ぐぅ。

　すると、後方から変な音が聞こえてきた。

　振り返った先には、シルヴィアが恥ずかしそうに、腹に手を当てている姿が見える。

「……そうだな。まずは朝食をとりに行くか」




　眼の前の木が、大きな音を立てて倒れていく。

　引き抜いたのではない。かといって、断ち切ったとも言い難い。

　横たわる木の幹には、深い剣の溝。しかし、それは分断される寸前で止まっており、木の根は地表へと顔を出していた。一見しただけでは、何が起こったのか判断しづらいだろう。

　自分の手にある片手半剣バスタードソードを確認する。傷や欠けは出来ていない。長年付き合っている相棒だけあり、その頑丈さには自信がある。まあ、何度か補強したり、研ぎ直してもらってはいるけどな。

　生体活性ブースト。

　能力に名前があった方が便利だと思い、俺は当たり障りなくそう名づけた。

　……別に叫ぶ気はない。あくまで、心の中でそう思うに過ぎない。

　ガサッ！

「──っ！　シルヴィア、こっちにこい！」

　大きな音に引き寄せられたのか、二体のゴブリンが茂みから飛び出してきた。

　シルヴィアを背後に回し、片手半剣バスタードソードを構える。

「まあ、ちょうどいいか」

　これまでに何度か生体活性ブーストを試してみたが、魔物相手の実戦はまだだった。

　ゴブリンたちから眼を離さず、俺は意識を腕に集中していく。

　しばらくの沈黙の後、しびれを切らしたゴブリンたちが、俺に向けて走り寄ってくる。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　俺は片手半剣バスタードソードを振るった。相手の状態など構いやしない、力任せの横薙なぎ。剣先がゴブリンに触れた瞬間、その姿が搔かき消えた。

　大地に根を張っている木々と違い、ゴブリンは軽い。生体活性ブーストの威力を確認することも出来ず、茂みの奥へと吹き飛んでしまったのだ。

　二体目のゴブリンも同様にかっ飛ばすと、何事もなかったかのように剣を収める。

「……あ、しまった。魔石を回収するのが面倒だな、これ」

　ゴブリンの飛んでいった方向に視線を向け、俺は小さくため息をついた。




　強化が出来たのは腕だけではなかった。

　生体活性・脚ブーストレツグ！

　腕と同じ要領で、脚の強化にも成功する。しかし、何度試みても、同時に強化をかけるというのは無理な話だった。

　……まあ、それでも十分だけどな。

　身体からだを屈かがませ、踏みしめた大地がぐぐっと沈み込むと、一気に爆発させる。

　瞬間、景色が飛んだ。

　少し駆け出したつもりだったのだが、既に普段の全力疾走を軽く凌しのぐ速度である。まるで、自分が自分でないみたいだった。

　段々と調子に乗ってきた俺は、速度をどんどんと上げていく。肉体の疲労もほとんど感じないのは、俺のテンションが上がりっぱなしの所せ為いだろうか。

　しかし、これには幾つかの問題があった。

　まず、現時点で起こった出来事だが……走ることに集中するあまり、コボルトの一団を轢ひいた。

　慌てて止まると、今度はシルヴィアの姿が見えない。どうやら、置き去りにしてきたようだ。

　とりあえず、シルヴィアは後で回収するとして、まずは眼の前でご立腹中のコボルトたちをどうにかしなければならないだろう。

　コボルトは簡潔に言うと、二足歩行になったダークウルフに近い。ゴブリンやオークと並ぶ、冒険者三大獲物のうちの一体だが、それぞれのレベルにはかなりの開きがあった。

　ゴブリンはレベル１。数にさえ気をつけていれば、冒険者なら誰でも相手に出来るレベルだ。

　次にオークでレベルは２。こいつは腕力しかないため、冷静になれば致命傷は避けられる。

　そしてコボルトはレベル３だ。ギルドでも新人が出会った場合、即座に逃げろと教えていた。

　コボルトの強みは速さと知能だ。見た目通り、ダークウルフと似たような性質と思えばいい。速さこそ劣るが、武器を巧みに操り、頭や胸などの急所を狙ねらってくる程度には頭がいい。

　厄介な分、魔石だけでなく毛皮も買取対象になっていて、なかなかに美味おいしい相手だ。

　俺が装備している革鎧よろいもこいつらが材料である。どうせなら、持ち込んだ方がもっと安くなっただろうか。いや、あまりがちって言っていたし、多分無理だな。

　片手半剣バスタードソードを鞘さやから抜くと、コボルトに向けて軽く踏み込む──が、止まれない。

　随分と抑えたつもりだったのだが、そんなことはなかったらしい。気づけば、一瞬にしてコボルトの懐に飛び込んでいた。考えている暇はない。俺は、そのまま剣を胸に突き立てにいった。

　コボルトはまったく動かない。速すぎて反応が出来ないのだろう。

「これは……加減が難しいな」

　そのままの流れで、周囲のコボルトを一掃すると、俺は脚の調子を確かめる。

　最高速で走るのは簡単だ。何も考えず、全力を出せばいい。しかし、これを戦闘で使うとなると、細かく調整する必要がある。それには、まだまだ経験が足りなかった。

　もっとだ。もっと、走らねば。

　戦利品の回収を終えると、俺は次の獲物を探しだすため、足を踏みだし──。

「……お、置いて行かないで、ください」

　ふらふらと走ってくるシルヴィアの姿が眼に入った。




　それからシルヴィアを背負って大地を駆け回った。

　見敵必殺。とりあえず、目についた魔物たちを片っ端から狩っていく。

　よくよく考えると、シルヴィアを宿に残して来た方が効率がいいとか思わなくもないが、可か哀わい想そうなのでやめておこう。帰りは荷物運びを手伝ってもらったしな。

　魔物たちを一心不乱に狩り続けた結果。その日の稼ぎは、冒険者になってから今までで一番多く、金貨一枚を超えることとなった。

　これなら簡単に借金が返せそうだ。

　未来は明るい。その時の俺は、楽観的にそう考えていた。




　小鳥たちの歌声と共に、窓から陽ひの光が差し込んでくる。

　新しい一日の始まりだ。

　傍らでは、シルヴィアが腕に絡みつくように眠りこけていた。

　元々、この部屋にベッドは一つしかない。今はそれを二人で使っている状態だ。

　奴隷は床で寝るのが一般的とはいえ、さすがにそれに倣うのは忍びない。共にベッドで寝ること自体、特に気にも留めないため、最終的にこういう形で落ち着いた。

　あどけない寝顔に、ベッドの上を流れる銀の髪。なんとなく、それに触れたくなった俺は、自由な方の手を伸ばそうとした。

　その時、自分の身体の異変に気づく。

　伸ばそうという意思に反し、手は動かない。それだけではなかった。身体全体、首以外のほとんどの部分が、俺の命令を拒否している。

　……どういうことだ？

　未いまだ、夢の中なのだろうか。しかし、それにしてはやけに意識が鮮明だ。

　意を決し、無理矢理にでも身体を動かそうとした瞬間、俺の全身に激痛が走る。

「ぐうっ!?」

　どうやら、無意識に身体が動くことを拒否していたようだ。

「これは……どういうことだ」

　天井を仰いだまま、呟つぶやく。

　全身が痛みで動けないなど、尋常なことではない。何度か大怪け我がをし、ベッドの上で長期間過ごしたことはあったが、今回はどこにも外傷は見当たらなかった。

　そもそも、昨日は契約能力のお陰で怪我一つ負っていなかったはず。

「……ご主人様？」

　ベッドの上で自分自身と格闘していると、シルヴィアが目を覚ました。

「……どうしたんですか？」

　寝ぼけ眼を手でこすりながら、俺を覗のぞきこんでくる。

「見ての通り、動けないんだ」

「……えっと？」

　簡潔に説明しすぎて意味が通じなかったのか、シルヴィアは小首を傾かしげた。

「シルヴィア。すまないが、身体を起こすのを手伝ってくれないか。このままだと、ずっと天井を見続ける羽目になりそうなんでな……」

「……あ、はい」

　背中を支えられながら、なんとか俺は身体を起こしていく。

「しかし、どう言えばいいのか……眼が覚めたらこんな状態になっていてな。まともに動くのは首くらいなもので、他の部分は動かすのも億おつ劫くうだ。どうしてこうなったんだか」

　不意に、背中に添えられているシルヴィアの手からあたたかさを感じた。回復を試みてくれているのだろう。

「……残念だが、効果はなさそうだ」

　肩を動かしてみるが、すぐさま痛みが生まれてしまう。

　そんな俺をつぶさに観察していくシルヴィア。

「……もしかしたら」

　そして思い当たることがあったのか、小さく呟いた。

「何か分かったのか？」

「……いえ、関係ないかもしれません」

「間違っていても構わないから、気づいたことを言ってくれ。原因が分からないとスッキリしないし、これから気をつけようがないからな」

「……はい。えっと、その、契約の所為……かもしれません」

　シルヴィアは躊躇ためらいがちに言う。

「契約の？」

「……詳しくは、分からないのですが……契約者様が、魔力に慣れていない場合や、必要以上の能力を、使用した場合など……特に長時間の能力使用は、なんらかの反動が、返ってくることがあると……聞いたことがあります」

　ゆっくりと、シルヴィアが説明をしていく。声の調子から、あまり自信はなさそうであったが、十分に参考になる情報だった。

「それじゃ、これは昨日の狩りが原因の可能性が高い、か」

　窓の外へと視線を移し、昨日のことを思い返す。

　調子に乗りすぎた結果が、これだ。

　唯一の救いは、ここが宿の中だったことだろう。これが野営中だとしたら、命の危険すらあった。

　まあ、時間はたんまりと出来てしまった。しばらくは、のんびり過ごすしかなさそうだ。

　──ぐぅ。

　身体が動かない分、色々と思考を巡らせていたが、どうしても腹は減る。

「…………」

　シルヴィアは心配そうに俺を見続けていた。

　俺がここにいる以上、シルヴィアはこの場から梃て子こでも動かないだろう。仮に買い物を任せられたとしても、心配事の方が多い気がする。気づいたら攫さらわれていそうだしな。

「……宿の主人に言って、飯の用意をしてもらうしかない、か」

　俺は悲鳴を上げる身体にムチを打ち、シルヴィアに伴ってもらうと、外へと向かってゆっくりと歩き出していく。

　しかしまさか、部屋から出るのに半刻掛かるとは思わなかった。




　それから三日間、俺はベッドの上で過ごすことになる。

　食事に関しては何とかなったので、餓死する心配はなかった。

　シルヴィアも甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれるため、とても助かっていた、のだが……。

　ときおり、俺をつついて具合を確かめたり、食事の時に加減を知らず、口いっぱいに食べ物を詰め込んできたりするのは勘弁して欲しかった。

　あと、厠かわやや風ふ呂ろに関しては何も言いたくない。一方的なのはやはりダメだ。

　なんだか色々と弱みを握られた気分だ。

　一応、俺が主人なのに。




　　　　※




　あれから二週間ほどが経過した。

　その間にやっていたことは、ただひとつ。生体活性ブーストの試行錯誤を繰り返し、どの程度であれば使用しても問題がないかを確かめていた。

　その結果はおおよそ十分程度。この時間内であれば、次の日に影響が出ることはなかった。

　少しぐらいのオーバーなら軽い筋肉痛程度で済むが、長時間の使用となると以前のような状態に陥ってしまう。あれはもう、二度と試すことはないだろう。後の人生に色々と悪影響が出そうだ。

　慣らしは終わったので、そろそろ本格的な冒険者活動に戻ることにした。

　しかし、レベル３以下の魔物を狩るのであれば、以前とまったく変わらない。いままでの利益から考えるに、借金を返すのに一年はかかる計算になってしまう。

　金がないのは仕方ないとしても、借金があるというのは心情的に辛つらい。少ないとはいえ、利子もつくため、出来る限り早めに返したいものである。

　そんな考えもあり、俺たちはふたたび古いにしえの森へと足を運んだ。

「周囲に気を配っておけ、何かを発見したらすぐに報告するんだぞ」

「……はい」

　森に生息している魔物は、主にレベル４。油断をすれば命の危険がある場所だ。しかし、逆に言えば油断しなければいい。致命傷さえ避ければ、シルヴィアの能力で回復出来る。シルヴィア自身も勝手に回復する訳で……。

　いざとなったら、シルヴィアバリアーとかどうだろうか。

「……変なことを考えていませんか？」

　なんで分かるんだろうか。シャドウウルフの時は、自ら買って出てきた癖に。

「という訳で、さっさと進むぞ」

「……何が『という訳で』なんですか？」

　なぜだか、よく絡んでくるシルヴィアを無視し、俺はさっさと歩き出していく。

「……あっ、待ってください」

　慌てた様子で、俺の後を追ってくるシルヴィア。

　この二週間で、だいぶ打ち解けたと言えるのかもしれない。




　生体活性・脚ブーストレツグ！

　眼の前には甲殻に覆われた魔物。その尻しつ尾ぽから繰り出される高速の一撃を避よけつつ、俺は強化した脚で一気に距離を詰めていった。

　レベル４の魔物、スティンガー。

　スティンガーとは大きなサソリの一種で、硬い甲殻と、毒のある尻尾を持つ厄介な相手だ。主にこの毒のお陰で危険な魔物に指定されていた。

　冒険者が持つ標準的な道具の一つに解毒薬があるが、完全に毒を取り除くのは難しい。もしそれを受けてしまった場合、薬を服用しつつ施術院に向かうしかないだろう。

　冒険者パーティの場合。回復系統の魔術が使える魔術師、一般的に神官と呼ばれる類たぐいの仲間がいれば、その問題をクリア出来る。

　回復といえば、うちのシルヴィアだ。

　スティンガー発見時、例の回復能力で毒も対応出来るのかと確認したところ「少し時間はかかるけど大丈夫です」との返答を貰もらった。

　という訳で、俺は気兼ねなく挑んでいる。

　──ガァン！

　片手半剣バスタードソードがスティンガーの表面を撫なでると、衝撃と共に悲鳴を上げた。

　硬い。元々情報にあったことだが、改めてそれを実感する。辟へき易えきする俺に、休む暇もなく次々と毒尻尾が襲い掛かってくる。

「なんでこいつがレベル４なんだよ」

　レベル的には変わらない筈はずなのだが、パワーエイプより上に感じてしまう。

　まずはスティンガーの攻撃を躱かわすことに集中し、俺は態勢を立て直していった。

　思わず文句を口にしてしまったが、その理由は分かっている。

　レベル４を超えると、ときおりスティンガーのように、レベルに見合わないほどの硬さを持つ敵が現れる。では、どうすればいいのか。

　答えは簡単だ、魔術を使えばいい。

　テレシアではまったくと言っていいほどに見なかった、魔術の使える冒険者だが、これには理由があった。

　レベル４以上の冒険者となるには、ある程度の能力がなければならない。しかし、魔術師には『魔術が使える』という能力がある。すなわち、魔術師であるだけで、レベル４は約束されていると言っても過言ではない。逆に、魔術師が伸び悩むのがレベル５への壁だった。レベル５となると一流の冒険者だ。一流である条件の一つに、一人でもある程度の戦闘が行えるということがある。それが魔術師であろうと、俺程度の冒険者となら対等に渡り合えなければならなかった。

　残念ながら、俺たちは魔術師ではない。シルヴィアの能力は魔術に近いが攻撃能力は皆無、俺は近接戦しか能がない。なんともバランスの悪いパーティだこと。

　それならば──。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　力押ししかない。

　突き進んでくる毒尻尾を躱すと、俺は跳躍。片手半剣バスタードソードを両手で握り締め、一気に振り下ろした。

　──ゴンッ！

　重そうな音を立て、スティンガーの甲殻がひしゃげていく。

　欲を言うなら華麗に切り裂きたいところだが、そんな技量は持ち合わせていない。

　常軌を逸した威力に、スティンガーが怯ひるみを見せる。その隙すきを逃さず、ふたたび片手半剣バスタードソードを構えると、次々と攻撃を繰り出していった。

　もはや、滅多打ち。

　片手半剣バスタードソードを十数回ほど叩たたきつけたところで、スティンガーの活動は停止した。

「我ながら、酷ひどい光景だな」

　原形を失いつつあるスティンガーを見ながら、俺は呟つぶやく。外から見てこれでは、内部はめちゃくちゃになっていることだろう。魔石が壊れてなければいいのだが。

「……とても楽しそうに、見えました」

　シルヴィアが横に立ち、小声で突っ込むと、回復能力を使い始めた。

　尻尾の攻撃だけは喰くらわないように気をつけていたが、代わりに小回りの利く爪つめの攻撃を何度か躱し損ねてしまっていた。

「当たり前だが、甲殻は使えそうにないな」

　片手半剣バスタードソードで、スティンガーの骸むくろをガンガンと叩く。

　甲殻は防具の素材になるため、出来れば回収しておきたかったのだが、眼の前のボコボコに凹へこんだものでは何の価値も見み出いだせそうになかった。

「魔石だけでもそこそこの値段になるし、まだマシか」

　スティンガーの魔石は銀貨二十五枚程度。パワーエイプよりは少し高いが、魔術師じゃない限り割に合う気はしない。

「あと一体くらいは狩れそうだ」

　今の戦闘における強化時間は、五分と経っていないはずだ。相手がパワーエイプなら、もっと短時間で終わらせる自信もある。

　次の魔物を探そうと、辺りを見回し始めた時。

「──っ」

　微かすかな声が耳に届いた。

「……誰だれかいるな、しかも複数だ。冒険者パーティか」

　耳を澄ましていると、複数の声に加え、魔物の咆ほう哮こうも響いてくる。

　交戦中の冒険者と出会った場合、緊急時を除いて、邪魔にならないように立ち去るのが普通だ。下手に手を出すと、戦利品やらなにやらで揉もめ事が起こる可能性が高いからである。

　だが、そうも言っていられない。

　敵の鳴き声から察するところ、相手はパワーエイプ。それも複数体。少なくとも、三体以上だ。

「これは、マズいかもしれないな」

　レベル３以下でここに突っ込む馬ば鹿かは俺くらいだろうが、耳に届く声の調子から、少々焦りのようなものが感じられていた。

「……どうしましょう」

「とりあえず、様子を見てくる。シルヴィアは気づかれないように、しっかりと隠れていてくれ」

　他の冒険者がいる前でシルヴィアがやられ、自動的に回復を始めたりすると厄介なことになる。

　シルヴィアはこくりと頷うなずき、大きな巨木の陰へと隠れていく。

　俺は生体活性・脚ブーストレツグを使うと、古木の枝に飛び移り、声の方向へと慎重に距離を詰めていった。

　どうやら悪いことに、予想は当たってしまったようだ。

　現場にいたパワーエイプの数は六体。それに対する冒険者たちは四人だった。

　前衛を張っているのは三名の剣士。その後方には、ローブを着込んだ女性が控えていた。杖つえを前方に構え、詠唱をしている姿から察するに魔術師だろう。

　前衛はパワーエイプの猛攻を抑えるのに必死で、攻撃にまで手が回っていない様子だ。そうなると、攻撃役は魔術師しか居ないことになる。魔術は確かに強力ではあるが、詠唱に時間が掛かるうえ、使える魔力にも限界がある。魔術師の様子から、それは近いように思えた。

「……手を出すしかなさそうだな」

　さすがに、この状態で見ぬふりは後味が悪い。

　レベル的に考えれば、俺が逃げるのは間違っちゃいない判断ではあるのだが……なまじ生体活性ブーストなんて使えるようになってしまったからなあ。

「今さら考えても仕方がない。問題になったらなった、だ！」

　そう自分を納得させると、俺はパワーエイプ目掛けて飛び降りた。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　重力に身を任せ、強化した腕で思いっきり片手半剣バスタードソードを振り下ろす。

　──ズシャッ！

　しかし、あまりに思いっきり行き過ぎた結果、パワーエイプを中央から両断してしまった。あきらかに異常な光景だが、そんなことに構っている余裕はない。

「勝手ながら手を貸す！　俺は攻撃にまわるので、変わらずに注意を引きつけてくれ！」

　俺は返り血にまみれながら怒鳴っていく。

　いきなりの乱入者に驚いていた冒険者たちは、我に返ると頷き合い、戦線の維持にかかる。一方、パワーエイプたちは仲間がやられたことにより激げき昂こう気味だ。

　一番近くのパワーエイプが、俺に襲い掛かろうと動きだす。しかし、その背には冒険者の槍やりが突き刺さった。痛みに動きの止まるパワーエイプ。俺はすかさず生体活性・脚ブーストレツグで間合いを詰めると、生体活性・腕ブーストアームの一撃を見舞った。

　スティンガーと比べると実に柔らかく、刃がするりと通っていく。

「──っ！　風刃ウインドエツジ！」

　他の三体を、それぞれの冒険者と協力して処理したところで、魔術師の詠唱が完了した。

　生み出されたのは風の刃やいば。

　それは、空気を切り裂きながら、最後の敵へと襲い掛かる。

　俺の生体活性・腕ブーストアームと同様に、まるで抵抗なくパワーエイプが刻まれていく。風と共に鮮血が舞うその光景は、なんとも言えない恐ろしさを伴っていた。

　やがて風も収まり、辺りに静寂が訪れる。

　片手半剣バスタードソードを拭ぬぐって鞘さやへと戻していると、槍使いの青年が駆け足で近づいてくるのが眼に入った。

「すまなかったな、許可なく手を出した」

　青年に対し、まずは俺から謝罪の言葉を掛ける。会話をスムーズに行うには、低姿勢の方がいい。それは、これまでの経験から散々実証済みだ。

「いや、助かったよ。本当にありがとう！」

　俺のすぐ隣まで来ると、青年は勢いよく頭を下げた。

　彼が、冒険者パーティのリーダーと見て間違いないだろう。木の上から状況を確認していた際も、皆の中心となり、それぞれに声を掛けていた。

「僕の名前はアルフ。レベル４の冒険者です」

　アルフは、実に爽さわやかな印象を持つ青年だった。俺とは正反対と言えるかもしれない。

「俺はイグニスだ。……まあその、宜よろしくな」

　親しみを込めた視線を受け、俺は悩む。分かってやったこととはいえ、レベル３の俺が、レベル４冒険者パーティの手助けをしたというのは、中々に言い訳が面倒だ。

「おお、先ほどのは助かったぞ」

　残りの三人も俺のもとへとやってくると、アルフがそれぞれの紹介を始めていく。

　パーティの壁役だと思われる、片手斧ハンドアツクスに大盾と全身鎧よろいを纏まとったドワーフのおっちゃんはヨンド。長く大きい両手剣ツーハンドソードは目立つが、本人の影が薄そうな剣士の名はシーズ。最後はパーティの紅一点、風の魔術師メルディアーナと続いたが、その彼女の足元はフラフラと定まらない。どうやら、とどめの魔術でほとんどの力を使いきったのだろう。

「ちょうど、近くに居たものだからな。お互い、無事でなによりだ」

「うむ、まさに天の助け、精霊の導き。しかし、お主なかなかやるの。パワーエイプを一撃で真っ二つとは、滅多に見られるものではないわ」

　ヒゲを弄いじりながら、感心したようにヨンドが言う。

　やっぱり話題になるよな、あれは。

「そっちの彼女は限界じゃないのか？　ここで長話をするよりは、さっさと王都に戻って休ませた方がいいと思うのだが……どうだろうか」

　とりあえず、話題を逸そらそうと試みる。後で何か、体のいい言い訳を考えなくては。

　もちろん、彼女の状態を心配しての発言でもあるけどな。

「うん、その通りだね。よし、さっさと魔石を回収したら、この森を抜けるよ」

　アルフの言葉に皆が頷くと、いっせいに動き出していく。

　戦利品は魔石だけで、動ける冒険者は四人。回収はすぐに終わった。

　シーズがメルディアーナを背負い、冒険者パーティは森の外へと向かっていく。

　そのままアルフたちに続こうとして、俺はようやく、シルヴィアのことを思い出した。

　……アレもまた、言い訳が面倒だなあ。




　さて、レベル４の魔物を一撃で真っ二つにするような奴が、何も出来ない小さなエルフを連れているとしたらどう思うだろうか。しかも、魔物がうようよいる、この森の中で。

　俺ならこう思うだろう。

　──やばい奴だと。

　それはさておき。

　現在、俺たちは古いにしえの森の入り口付近を歩いていた。

　先頭を進むのは俺とアルフ。その後ろにメルディアーナを背負っているシーズが続き、殿しんがりをヨンドが警戒していた。

　シルヴィアは俺の隣にピッタリと寄り添い、外がい套とうの端を握っている。

　二人っきりの時はそうでもないので忘れがちだが、俺以外の人がいる場所では、どうにも怯おびえてしまうんだよな。奴隷の時は平然としていた癖に、なんでなんだか。

　好青年代表のアルフが優しく語りかけようとしても。

「……あう」

　言葉に出来ず、俺の陰に完全に隠れてしまう。

「悪いな。あまり人に慣れてないんだ」

「いや、ごめんね。怖がらせるつもりはなかったんだけど」

　シルヴィアのあまりの怯え様に、アルフは申し訳なさそうに詫わびた。

「それで、そっちのお嬢さんは大丈夫そうか？」

　俺は、シーズに背負われているメルディアーナに視線を向ける。どうやら、完全に意識が途絶えたらしく、全身の力が抜けているのが遠巻きからでもよく分かった。

「ただの魔力切れだから、そのうち自然に眼を覚ますと思うよ。たまにあることなんだ。今回は全力全開で行かないと危なかったからね。リーダーとして、反省点がいっぱいだよ」

　ため息をつきながらアルフが答えた。

　どうやら責任感も強いようである。まあ、そうでなければリーダーなんて務まらないか。

「命に別状がなければ、それでいい。手を貸しておいて、やっぱり助けられませんでした……じゃ、寝覚めが悪くてかなわないからな」

　俺は肩を竦すくませて見せる。

「それにしても……イグニスの実力もそうなんだけど、なんでその子を連れているんだい？　贔ひ屓いき目に見ても、戦闘には縁がなさそうに見えるんだけど」

　もっともな疑問だ。逆の立場なら、俺もそう思ったに違いない。

「見ての通り、こいつは他人を怖がるんでな。一人で置いておく訳にもいかないんだ。まあ、戦闘に関しては、さっきみたいなことがない限り無理をするつもりはないし、俺の出来る範囲で守ってやるつもりだ」

　後ろに隠れているシルヴィアを親指で差しながら言う。

「……そうだね。さすがにこの怯えっぷりだと、一人にするのは危ないね」

　苦笑するアルフ。シルヴィアの姿を見て納得してくれたらしい。

「して、アルフよ。そろそろ王都に着くぞ」

　後ろからヨンドの声が掛かる。視線を先に向ければ、木々の隙すき間まから王城の尖せん塔とうが顔を出していた。王都はもう、目と鼻の先だろう。

「まずはメルを宿に運ぼう。ギルドで精算はそれからで……いいかな？」

「ああ、それで構わない」

　問いかけるアルフに、俺は頷うなずいた。

「それじゃ、一いつ旦たん解散しようか。一刻後くらいにギルドで」

　いざという時のため、お互いの根城である宿の場所を交換し、アルフたちと別れていった。




　ベリアント王国、王都シルベリア。

　初めて冒険者を名乗り、後に冒険王とも呼ばれる初代ベリアント王が創り上げたこの国は、冒険者たちの聖地として名高い。

　この国から生まれた冒険者ギルドは、次第に各地へと広がり始め、今では各国でその存在が確認出来るようになっていた。厳密に言うと、他国にあるのは支部ではなく、その国が運営する冒険者ギルドであるが、国家間の契約により、それぞれの情報は共有されている。無論、冒険者ギルドを持たない国も存在するが、そんなところに俺たち冒険者が関かかわることはないだろう。

　始祖というプライドもあるのか、この国の冒険者ギルドは、他国のものより規模が大きいと聞く。

「やっぱり、無駄にでかいよなあ」

　当のギルドを見上げ、俺は感嘆すると同時に非難の声を上げる。

　なんだかんだで焦っていたため、こうして王都のギルドを眺めるのも久々だ。

　大きいということはそれだけ人が多い訳で、隣のシルヴィアはより一層無言になり、ぎゅっと俺にしがみついている。

　比べるのもおこがましいが、我らがテレシアのギルドとは雲泥の差だ。

　テレシアのギルドが二階建てなのに対し、こっちのギルドは五階建て。フロアの広さも三倍くらい違う。何度来ても慣れる気がしないのは、単に俺の性格の問題だろうか。

　……なんつーか、小さい方が気が楽なんだよな。

　まあ、広くてもやることは変わらない。俺はただ魔物を狩るだけの冒険者でしかないのである。

　そんな訳の分からない主張を頭に並べながら、俺たちは高さ五メートルは優にありそうな入り口を抜けていった。

　出迎える内装もまた、立派なものだ。

　石像や絵画は言わずもがな、思わず見上げてしまいそうになる大きなシャンデリア。部屋の中央にはなぜか噴水があり、その周囲は憩いの空間といった感じだった。

　まるで高級娼しよう館かん並である。本来であれば、貴族の屋敷みたいなとでも言えばいいのだろうが、生あい憎にくと俺には縁がない人種なので語ることは出来ない。

　冒険者ギルドらしく、歴代の高名冒険者像が立ち並んでいるが、そのほとんどは俺の知らない人物だった。中でも辛うじて分かるのは、唯一のレベル10であり、この国の王となった冒険王ベリアントの像くらいのものである。

　と言うか、一番大きく、一番目立つところにあって一番邪魔です、冒険王。

「おっと、すまない」

　ぼーっと周囲を見ていたところ、反対側からやって来た冒険者とぶつかりそうになり、慌ててシルヴィアを引き寄せた。

「……あう、すみません」

「ん……ああ」

　冒険者は俺たちを一いち瞥べつすると、少し驚き、何やら納得してその場を後にした。

　なんだ、今の微妙な反応は？

　気を抜くと接触しそうになるくらい、人が多い。シルヴィアも気が気ではないだろう。

　特に人だかりが出来ているのは依頼掲示板の前だ。まともに見られる気がしない。

「おっと、こんなところで油を売っている訳にはいかないな」

　当初の目的を思い出し、俺たちは空いている受付へと向かった。

「ちょっとすまない。資料室の場所を教えて欲しいのと、閲覧許可が欲しいのだが」

　受付職員に用件を告げると、懐から冒険者証を取り出す。

「はい。資料室はあちらの階段を上ってすぐのところにあります。閲覧許可証はただいま用意致しますので、少々お待ちください」

　職員は冒険者証を受け取ると、奥へと引っ込んでいった。

　冒険者の資格を得ると、ギルド内部にある資料を閲覧出来るようになる。

　魔物や能力についてなどの、一般公開しても差し支えない程度の情報しか調べられないが、冒険者にとっては重要な情報である。まあ、低レベルだとほとんど活用出来ないけどな。

「お待たせ致しました」

「ああ、すまない。助かった」

　閲覧許可証を受け取ると職員に礼を言い、俺たちは二階にある資料室へと向かった。

　二階は、吹き抜けの一階部分とは違い、様々な部屋に分かれていた。これより上の階は皆同じような造りだと思われるが、三階へと続く階段の脇には『関係者以外立ち入り禁止』と書かれた札が掛けられているので、俺たちには関係のない話だ。

　職員の言葉通り、階段横に資料室はあった。

　入り口の扉は開けっ放し。利用人数の関係上、いちいち閉めていてもしょうがないのだろう。

　扉の横にある受付に許可証を提示し、中へと足を踏み入れると、紙独特の匂においが鼻をつく。

　資料室だけでも、通常のギルド一階分に相当しそうだ。その空間に、蔵書がところ狭しと押し込まれていた。

「さすが、本家の資料室はまともで立派だな」

　思わず地元の資料室と比べてしまい、感嘆の声を漏らす。

　テレシア付近には低級の魔物しかおらず、ギルドにはそれを狩るレベル３以下の冒険者がほとんどだ。つまり、資料の内容が薄い。加えて、そのレベルでは情報を求める冒険者も稀まれである。

　俺も何度か向こうの資料室を利用したことがあったが、扉を開けた途端、辺りをホコリが舞うくらいに酷ひどいものだった。

　試しに、近くの棚にある資料を手にとってみる。

『魔物全集レベル５編』

　やはり、入り口付近にある資料はよく利用されるものなのだろう。

　中身をパラパラと捲めくっていくが、そこに載っていたのは初めて見る魔物ばかりだった。それぞれの魔物の特徴や戦う場合の注意点、使用する魔術などが詳細に書かれている。

　そうだ、魔術だ。

　魔術師はレベル４が当たり前だが、魔物もレベル４を超えると魔術を使用するタイプが出てくる。以前に戦ったシャドウウルフがその代表だ。

「こんなのを見ている場合じゃなかったな」

　資料を元に戻すと、目的のものを探すため、俺たちは資料室を彷徨さまよっていく。

　俺が求めているのは、人が扱う魔術についての情報だった。

　その理由はもちろん、生体活性ブーストをごまかすためだ。薄々分かってはいたが、これをまったく隠したまま冒険者活動を行うのは無理だろう。そのための隠れ蓑みの探しである。

　該当する棚を見つけると、俺は資料に手を伸ばしていく。

「……っと、暇だったら他に見たいものでも探してきていいぞ」

　横のシルヴィアに向けて俺は言う。一階と比べ、資料室はそこまで人が多くない。棚の陰などで視線も遮断出来るし、シルヴィア向きなのではなかろうか。

「……ご主人様の側そばに居ては、ダメですか？」

「いや。お前がそれでいいと言うなら構わないが……」

　まあ、シルヴィアの好きにさせるか。アルフたちとの約束を考えると、あまり時間もないしな。

「何か似たような魔術が見つかるといいんだが」

　そう呟つぶやきながら、魔術関連の資料に眼を落としていく。

　魔術の種類も、精霊族や獣人族同様、実に多種多様だ。

　一般的によく知られており、使用する人物が多い魔術となると、地水火風の四種といったところだろう。しかし、シルヴィアのような回復なのに植物系や、風とイメージが被かぶりそうな空だとか、ぶっちゃけよく分からないものも多い。

　とりあえず、シルヴィアを参考に考えると、回復系統あたりから調べていくのが近道か？

　使用者は神官と呼ばれ、特別視されがちな回復魔術だが、分類的には魔術とまったく変わらない。基本的な回復ヒールから始まり、毒などを治療する浄化クリア、四肢を繫つなぎ治したりすることが出来る再生リジエネレイト、死者を蘇よみがえらせる蘇生レイズデツドなどなど。

　基本的なものだけでもこれだけある。

　まあ、回復ヒールを使えるだけでも凄すごいもので、蘇生レイズデツドに至っては伝説級なのだが。

　あれも違う、これも違うと本を捲っていくと、筋力付与という単語が眼についた。これはと思い、詳細を確認してみると、どうやら魔力で一時的に筋力を増やすことが出来るらしい。

　俺の生体活性ブーストに近い性質だ。しかも、自分の魔力しか操れないとのこと。

　なんと都合がいいのだろうか。

　とりあえず、俺は筋力付与を使う肉体派魔術師を名乗ることにしよう。魔術師の中には、後々その才能に気づく奴もいると聞くし。

　しかし、魔術師か。ああ、とても良い感じだ。かつて大魔導師に憧あこがれたこともある俺にとっては、なんと素晴らしい響きなのだろうか。

「……そろそろ、あの人たちが来ます」

　ひとり悦に入っていた俺の耳元で、シルヴィアが囁ささやいた。

　もうそんな時間か。本当にギリギリだったな。




　俺たちが二階から降りてくるのと、アルフたちがギルドにやってきたのは同時だった。

　早速、ギルドの待合席を陣取ると、俺は頭から筋力付与の情報が抜け落ちる前に、進んで情報の公開を始めていく。

「なるほど、あの力は魔術だったんだね」

　対面に座るアルフが頷うなずいた。

　どうやら、俺の拙つたない説明で納得してくれたようだ。素直な性格で本当に助かる。冒険者としてそれはどうなのかとも思うが、今においてはとてもありがたいものだ。

「なんだ、話はもう終わってしまったのか」

　魔石の精算を終え、二つの皮袋を手に戻ってきたヨンドが、残念そうに呟いた。

「そんな長ったるい話じゃないからな。あとでアルフにでも聞いてくれ」

「ふむ、仕方ない。これがさっきの報酬だの。本当に助かったぞ」

　ヨンドはそう言うと、片方の皮袋を俺に渡してくる。

　話し合いの結果、パワーエイプたちの報酬は半々で決着がついていた。

　銀貨五十枚。妥当なところだろう。

「能力のこと、あまり言いふらさないでくれよ。いざという時のためのものなんだからな」

「ああ、うん。分かってるよ。誰にも言わないさ」

　基本的に、冒険者は能力を秘匿する傾向にあった。いままで能力なんて持ち合わせていなかったため、あまりピンと来ていなかったのだが、飯の種を簡単にバラすのは勿もつ体たいないと考えれば、なんとなく納得は出来る。

　とは言っても、人の口に戸は立てられないだろうし、そこまで信用してはいない。まあ、魔術として偽れた以上、バレたところでさしたる問題にはならないだろう。珍しいだけで魔術師が前衛を張るとか非効率だし、目立たなければそれでいい。

　──そう、目立たなければいいと、思っていた。

「……そういえばイグニスって、あのイグニスだったんだね」

「……あのってなんだ、あのって」

　これまでと違い、若干言い淀よどんでいるアルフを見て、なんとなく嫌な予感がした。

「……よく分からんが、俺は有名じゃないし、同じ名前の冒険者がいるんだろ」

　王都の人口を考えれば、名前が被かぶるなんてざらにあることだろう。

　俺の言葉に、アルフは残念そうに首を振った。

「銀髪のエルフを連れている冒険者。ということで、結構有名みたいだよ」

「……ああ、そりゃ確かに俺だな」

　小さく呟きながら、シルヴィアに視線を向ける。

　迂う闊かつだった。

　どう見ても、この銀髪は目立つ。おまけに碧へき眼がんだ。王都で過ごしてそれなりになるが、金髪エルフは数多く居れど、他の銀髪エルフには出会ったことがない。

「……しかも、奴隷だからね」

　新人と変わらない革鎧よろいに身を包んだ冴さえない冒険者が、戦闘もできなさそうな奴隷を連れまわしているのだ、その違和感たるや恐ろしいものだろう。

「……あとは、ギルドに借金をしているみたいだし」

　そう、こいつを買うために仕方なくな。

　話を総合すれば、低レベル冒険者が身の丈を考えずにギルドに借金までして、珍しくて見た目重視の奴隷エルフを買ったというところか。そりゃ、目立たない方がおかしいわな。

「だから、その……えーと」

「もう、今さらなにを言われようが気にせんぞ」

　ため息をつく。もはや、これ以上悪くはなるまい。

「……そういう趣味なのかなって噂うわさには、なってるね」

　前言撤回。なんかもう、さっさとテレシアに帰って引き篭こもりたい気分だ。

　弁解しようにも、精霊契約のことはバラせない訳で。

「ああ……まあ、その……なんだ」

　しかも、客観的に見たらほとんど間違っていない訳で。

「強くなれば文句は言われまい。お主も頑張れよ」

　ヨンドが俺の背中を叩たたき、豪快に笑う。

「……そうだね。イグニスは魔術が使えるんだし、すぐにでもレベル４になれるよ」

　アルフのフォローが、なんだか心に痛かった。




　　　　※




　俺は悩んだ。悩んで、悩んで、悩みぬいた。

　アルフたちと別れた後、宿に戻ってから今までずっとだ。

　途中で意識を失って、気づけば日を跨またいでいたりしたが、それは些さ細さいな問題である。

　俺が見つめる先には、ベッドの縁に座り、窓から外の景色を眺めているシルヴィア。

　問題は、この娘の目立つ容姿だ。

　特徴的な銀髪を染めたりすれば問題は解決するかもしれないと一瞬思ったが、少女を連れまわしているという俺の悪評は消えないだろう。

「……一目で少女と分かるのがマズいのか」

　悩みぬいた結果。ふと、俺の頭にひとつの案が浮かんだ。




「……う、動けません」

　眼の前の全身鎧が悲鳴を上げた。

　まあ、結果は分かりきっていたんだが、試さざるを得なかったというか。

「ああ、いま外してやる」

　直立不動の全身鎧から、まずは兜かぶとを外していく。すると、銀の髪がするりと流れ出る。

「さすがにお前より軽いとはいっても、フルセットになると無理があ──」

「……私は、そんなに重くありません」

　俺が言い終わるより先に、シルヴィアが抗議の声を上げた。

「ああ、冗談だ、冗談。そんな眼で睨にらむな」

「……笑えません」

　珍しく、シルヴィアが不機嫌な表情を見せた。どうやら、体重に関しては禁句らしい。ある意味、女性らしい部分が見えて喜ぶべきなのだろうか。

「まあ、持てば分かるから安心しろ」

「……それはそれで、なにか嫌です」

「あまり騒ぐと迷惑になるぞ。とりあえず落ち着け、な」

「……あまり、人がいるようには思えません」

　俺は頭を搔かく。その言葉通り、俺たちがいる武具店には客の姿がほとんどなかった。

　冒険者たちが集う武具店といえば、ギルドに近い順になるのだろうか。そっちの方が商品の出入りが激しいため、品しな揃ぞろえがいいのは確かだ。革鎧を買ったのもそこだからな。

　片や、こっちは大通りに面していない、小さな武具店。店の主人は受付で眠りこけており、どうぞお盗とりくださいと言わんばかりだった。商売をする気はあるのだろうか。

「……やる気はひとっ欠片かけらも見えんな」

　まあ、俺たちにとっては、この方がありがたいのだが。

　こんなところにいる理由は三つある。一つ目に、シルヴィアは人が多いところが苦手。二つ目に、人気店の女性物は意匠に凝っている所せ為いか、桁けたが違う。三つ目に、今から買うものを、あまり他人に知られたくはない。

　一つ目と二つ目は言わずと知れたもの。三つ目はなぜかというと、俺が求めているのは全身を覆い隠してしまう装備だからだ。それをシルヴィアに装着させることにより、周囲からの注目をなくし、あたかもパーティを組んでいるように見せかけるのである。つまりは、中身がバレていては意味がないので、このような人の少ない武具店に足を運んだという訳だった。

　だが、その目もく論ろ見みもうまくはいかない。

　どう考えても、この華きや奢しやなエルフの少女じゃ、かなりの重量を持つ全身鎧は装備出来ない。

　もしかしたら精霊様の力でなんとかなるんじゃないか、と投げやりに期待していた部分もあった。

　まあ、どんなものでも結果的にバレなければいいんだが……。

「覆面や仮面にするか？　……いや、もっと目立つ気がする」

「……せめて、帽子とかにして欲しい、です」

　辺りを見回しながら、良案を探そうと奮闘する。しかし、目につくのは当たり障りのないものばかりだった。

「魔法銀とかで作られた軽い全身鎧があればいいんだけどな」

「……ここには、ないみたいですね」

　あったら逆に驚くけどな。

　魔法銀とはかなり貴重な金属だ。魔力に対する抵抗があり、鋼以上の強度を持つ。更には凄すごく軽かった。確か、鉄の十分の一くらいの重さしかなかったはずだ。

　当然、お値段も馬ば鹿か高い。シルヴィアの値段である金貨百二十枚程度では、到底足りないだろう。

　たとえ安くあったとしても、次に出てくるのはサイズの問題だ。

　シルヴィアサイズの鎧は数が少ない。エルフの剣士がまったく居ないという訳ではないが、体質的に後衛の方があっているのだ。

「魔法銀……魔法……魔術品、か」

　ここで探すよりは、目的の品が見つかる可能性が高いかもしれない場所を思いついた。

「よし、いくぞ。シルヴィア」

「……どこにですか？」

「もっと人が少ないところに、だ」




　次に俺たちがやって来たのは、いわゆる裏通り。

　奥に進めば進むほど、人の姿は少なくなっていった。

　ここまでくればシルヴィアもだいぶ落ち着いている。俺から少し離れ、興味深そうにあたりを見回していた。

　なんだか薄暗いと思ってしまうのは、この場を取り巻く雰囲気の所為だろう。

　この界かい隈わいは、あまり表に出せない訳あり品などを扱っている店がほとんどだ。立て掛けてある看板も控えめで、注意して見なければそこが店だということすら気づきにくい。

　長いこと暮らしているテレシアであれば、それなりに裏にも詳しいのだが……王都となると、また別の話である。

　ひとつひとつ、ともすれば見落としてしまいそうな看板を確認しながら、俺たちは慎重に歩を進めていく。

『貴方あなたの望むものがここにある』

　ふと、眼についた看板に書かれていた文字がそれだ。それをよくよく見てみると、下部に『魔術品アリマス』という補足がある。普通、こっちがメインじゃなかろうか。

　魔術品。それこそ、俺の頭に浮かんだ代物だった。基本的に魔石を埋め込んだ商品と思えばいい。腰にぶら下がっている光魔石のランタンがその最たるものだろう。

　大通りにある魔石店に向かえば基本的なものは手に入るのだが、さすがに姿を隠すような怪しい代物は扱っていない。そういうニッチな需要に応こたえるものは、自然と人目のつかないところで販売されているものだった。

　俺はなんとなく周囲を窺うかがう。

　裏通りに入ってからと言うもの、チラチラとこちらを窺う視線が絶えない。まあ、新参者はどこでも目立つものだ。あからさまに冒険者と分かる俺に喧けん嘩かを売ってくるような奴はいないと思うが、今はシルヴィアを連れている。手を出したくなる奴が居ないとも限らない。

「……とりあえず、入ってみるか」

　そう独り言ごちると、俺の身長ギリギリの小さな扉へと手をかけた。




　俺たちを出迎えたのは、内部に光魔石が仕込まれているしゃれこうべ。

　受付横にある本棚には、背表紙にでかでかと『禁術』や『悪魔信仰』などと書かれている本が並び、その近くには何かの儀式にでも使われていそうな、禍まが々まがしい剣が飾られている。

　店内のどこを見ても、いかにも怪しげなものが陳列されていた。

「……こりゃ、場違いっぽいな」

　試しに、俺は入り口の傍らに置いてあった道化師の人形を手に取る。それは女性向けの小物店に並んでいるような代物とは違い、どこか不気味な雰囲気を醸し出していた。

　──きゃっきゃっきゃっきゃっ！

「ひゃうっ!?」

　シルヴィアが珍しく、大きな声を上げる。

　それも無理はない話だ。手の中の人形がいきなり笑い始めたら誰だれだって驚く。

　現に俺も、思わず人形を投げ捨てようとしてしまったくらいだ。しかし、腕を振り上げたところで止まる。それを留とどまらせたのは、人形が首から下げる値札が原因だった。

　お値段金貨一枚。今の俺には痛すぎる出費である。

「シルヴィア、出るぞ」

　ゆっくりと人形を戻し、外に出ようと踵きびすを返したところ。

「いやいや、久しぶりのお客人。ちょっとお待ち頂けませんか」

　背後から声が掛かる。

「悪いがここに望むものはなさ──」

　振り返りながら口を開くが、その言葉も途中で止まってしまった。

　そこに居たのは、等身大の道化師だ。真っ白に塗りたくった顔の上に丸い赤鼻。常に笑顔に見えるメイクを施しており、その裏の表情は読みにくい。

　まさに、先ほどの人形を大きくしたようなその姿に、シルヴィアはおろか、俺も固まってしまった。どう考えても、普通ではない。

「貴方はどんなものをお望みですか？　ワタクシが、その希望に沿える商品をお渡し致しましょう。さあ、遠慮なさらずに。さあ、どうぞ。さあ──」

　礼をしたままの姿勢で、少しずつ道化師が近づいてくる。

　その不気味さに、シルヴィアが完全に俺の後ろに隠れてしまった。その気持ちは良く分かるぞ。

「……少し離れてくれないだろうか、連れが怖がっていて話にならん」

　眼と鼻の先までやってきた道化師に、俺はしっしと手を振る。

「おっと、これは失礼！　人を笑顔にするのが道化師の務め。怖がらせるなどもっての外」

　道化師は、両手のひらを顔の横で開いて驚きを表現すると、ささっと身を引いていく。

　あまり長くは関かかわりたくない人物だ。用件だけ告げ、さっさと去るか。

「……とりあえず、外見を隠せるようなものを探している。何かあるか？」

「ええ、もちろんでございますとも。どうぞこちらへ」

　道化師は何度もうんうんと頷うなずくと、形容しがたい動作で俺たちを奥へと案内していく。

「こちらで少々お待ちください。ここにあるものは何でも一品物。他にも貴方の欲望を満たすものがあるかもしれません」

　そう言い残し、商品の山の中に消える道化師。

　一瞬、このまま去るという選択が頭をよぎったが、本当に有用なものがある可能性を考慮し、しばらく待つことにする。

　入り口側はある程度整理されていたのに対し、奥は散々たる有り様。

　ごちゃごちゃとした部屋の中から探しものをするのは一苦労だろう。

　暇つぶしがてら、周囲の品々を確認していると、店の一角から何やら異様な雰囲気を感じた。

　そこには『麗しき呪のろいの装備品たち』と書かれている板が一枚。

　値段はどれでも金貨一枚のようだ。見た目はまともそうな装備なのに、人形と同じ値段なのか。

　呪い。それは、一般的には祝福の反対の意味で使われる言葉だ。祝福がメリットしかないのに対し、呪いはデメリットの面が強い。

　俺は眼の前に並ぶ商品を眺めていく。装備品の傍らには呪いの説明がしっかりと書かれていた。こういう心配りが出来るのなら、もう少し整理しておけばいいものを。

　常に踊りたくなるかわりに、類たぐいまれなる剣舞を繰り出せる『狂舞剣』。装備者の魔力を勝手に吸い取っていくが、絶対に壊れない『吸魔の盾』。すぐに空腹になるが、肉体が大幅に強化される『暴食の首飾り』。誰よりも速く走れるようになるが、止まることが出来ない『疾駆の呪じゆ靴か』などなど。

　どれも微妙なものばかりだったが、その中にひとつだけ気になるものがあった。

『生鎧』

　なんて読めばいいんだろうか、これ。

　そこに置かれていた鎧よろいは、熊の獣人であるバルドル辺りが装備出来そうなほどの大きさだった。全身は真っ黒で、まさに呪われていますと言わんばかりの雰囲気を醸し出していた。

　しかし、そんな外見よりも気になったのは、呪いの説明だ。

『装備者の生命力を吸い取って活動する鎧。鎧の形を逸脱しなければ、外見の変更はある程度可能』

　説明を読み終えると、横の少女を見る。

　その視線に気づいたシルヴィアは、不思議そうに顔を向けてきた。

「ここの説明を読んでみてくれ」

「……あ、はい」

　俺が指し示した説明を、シルヴィアが覗のぞき込むように確認していく。

「どう思う？」

「……えっと、たぶん、問題ないと思います」

　そう言って頷くシルヴィアだったが、不穏な気配を察し、ささっと俺の陰に隠れてしまった。

　同時に、奥からよく分からないものを腕いっぱいに抱え、道化師が戻ってきた。

「これはこれは、面白いものに目をつけられましたね」

　鎧と俺たちを見比べて、道化師が感心したように口を開く。

「呪いの品をこんなに纏まとめて見るなんて初めてのことだ。ここまで揃うと圧巻だな」

「そうでしょう、そうでしょう。とても素晴らしい品々だとは思いませんか。陽と陰。善と悪。喜びと悲しみ。二つの相反するものがそこには存在する。ああ、呪いとはなんと、素晴らしいものなのでしょうか」

　大きく手を広げ、身体からだを回転させながら何やら熱弁する道化師。手に持っていた荷物が辺りにぶち撒まけられたのだが、ちっとも気にしていない様子だ。

　その並々ならぬ呪いへの憧憬しようけいは、思わず引いてしまいそうになるくらいだった。

　もしやこいつ、既に呪われているんじゃないのか？

　まあ、そんなことは置いておいて。眼の前にある、この『生鎧』。これはまさに、シルヴィア向けの装備ではなかろうか。無限の生命力を誇る彼女ならば、デメリットはあってないようなもの。何の問題もない。しかも、形が変更出来るときたもんだ。

「しかし、そんな大事なものを商品にしていいのか？」

「もちのろんでございます。呪いとは、人あっての存在。呪われる対象が居なければ、呪いも輝くことは出来ないのです。貴方がたが呪いに打ち負けた時、呪いは更なる力を手に入れ、一層特別なものとなるでしょう」

　つまり、あれか。俺たちは強力な呪いをつくるための苗床か。打ち負ける気はないけどな。

「こいつの名前が気になったんだが……これって生きているのか？」

　鎧を指で差し、道化師に問う。

「無論、生きております。呪いとは、命ある者たちの執念が生み出すもの。これを生きていると言わずして、なんと言えばいいのでしょうか」

「……そうか」

　そんなことはどうでもいい。聞くだけ無駄だったようだ。

「それと、説明には活動すると書かれているが、馬みたいに操れるという認識でいいのか？」

「ええ、生命力を与えている者にとても従順です。それはもう嫉しつ妬とするくらいに。そして喜ばしい……コホン。いえ、残念なことに、こちらを所有された方は一週間ほどで命を落とされます」

　おい、いま本音が漏れただろう。

「……まあ、いざとなったら施術院にでも駆け込むか」

　呪いというものは、一度受けると簡単には取り除けない。装備自体を外しても、呪いは継続するからだ。完全に解除するには、相応の能力を持つ人物に依頼するしかなかった。

「解呪でしたらおまかせを。当店はアフターサービスもバッチリでございます」

　実に胡う散さん臭くさい。なんで道化師が解呪出来るんだ。おかしいにも程があるだろう。

「その時はその時だな。それで、どう使えばその……呪われるんだ？　今は安全なのだろう？」

　我ながら、変な質問をしていると思う。しかし、触れたらすぐにでも呪われるような代物を店で扱える訳がない。

「そうですね。現在は封印しておりますので、至極安全でございます。なお、呪われたい場合ですが、直接触れた状態で願えば、あら簡単。とってもハッピーになれます。つまり、呪いとは──」

　道化師の口が滑らかに動き出し始めたので、懐から一枚の金貨を取り出して黙らせる。

「早速のお買い上げ、ありがとうございます」

「礼はいいから、奥に引っ込んでいてくれないか？　連れがまともに喋しやべれないんでな」

「ふむ、道化師としてのプライドがちょっぴりと傷つきましたが、呪われて頂ける貴重なお客様。致し方ありませんね。それでは、御用の際は遠慮なくお申し付けください」

　礼をした体勢のまま遠ざかっていく道化師。だから、それが怖いんだって分かれよ。

「シルヴィア、もう大丈夫だ」

「……はい」

　こそこそと、後ろから様子を窺うかがっていたシルヴィアが、ようやく前へと出てくる。

「それじゃ、やってみてくれ。身体に異変があったらすぐに言うんだぞ」

　こくりと頷くと、シルヴィアは鎧に触れ、契約を交わした時のように意識を集中していった。

　あの時の光とは対照的に、鎧から生まれたのは薄ぼんやりとした黒い霧。まるで正反対の出来事に、なんとなく恐れを抱いてしまった。

　──カタカタ。

　ややあって、鎧が動き始める。どうやら、呪いが発動したようだ。

「どうだ、大丈夫か？」

「……はい、問題ないです。……命令も、ちゃんと聞いてくれます」

　鎧は片かた膝ひざをつき、シルヴィアの前に畏かしこまる。その姿はまるで、受勲を待つ騎士のようだった。

「形の変更も出来るみたいだが、どの程度いけそうだ？」

「……ちょっと、待ってください」

　シルヴィアはふたたび鎧の表面に手を当て、瞳ひとみを閉じる。すると、鎧が段々と縮み始めていった。

「……外も中も、自由に変えられました」

「……ふむ」

　変へん貌ぼうを遂げた鎧を見ながら、俺は考え込んだ。

　鎧は見たところ、シルヴィアにピッタリだ。つまり、中身の判別もつきやすい。

「なあ、シルヴィア。元々の大きさは変えず、中に入って動かせるようには出来ないか？」

　なかなかの無茶な願いに、シルヴィアは困ったような顔をした。

「……えっと、身に着けてからでも、いいでしょうか」

「ああ、実際に着てみないと分からないことも多いだろう」

　俺は、慣れない手つきで鎧を纏っていく彼女を手伝った。

　重装備に身を固める銀髪エルフの少女。これはこれで、なかなか見栄えはいい。

「……ありがとうございます。少し、離れていてください」

　俺が退避したことを確認すると、シルヴィアは兜かぶとを被かぶった。

　ややすると、今度は鎧が膨れ上がっていく。

「……異様な光景だな」

　思わず、感想が口から漏れる。眼の前で鎧が大きくなったり、小さくなったり。なんだか、現実感が欠如し始めたような気がしてくる。

「……こんな、感じでしょうか？」

　すっかりと元の大きさに戻った鎧の中から、シルヴィアの声が響く。

「……胴体部分を大きくして、私が入れるように、してみました」

　どうやら問題はなさそうだ、言ってみるもんだな。

　鎧よろいの腕が伸び上がると、兜部分を外し、シルヴィアが顔を出した。大きな鎧からちょこんと少女の頭が出ているのが中々にシュールである。

　なにはともあれ、これで全身鎧の冒険者の誕生だ。

　これなら共に歩いていても問題はないだろう。バルドルよりちょっと大きいくらいだし。

　さあ、これで不名誉な噂うわさからは脱却だ。

「またのご来店をお待ちしております」

　奥の隙すき間まから道化師が笑顔でこちらを見ていたが、気にしない。

　またがないことを、心から願っておこう。




　　　　※




　騎士が戦場を駆ける。それは漆黒の風。

　呼応するようにパワーエイプもまた、大地を蹴けった。

　二つの影が重なり、また離れる。

　騎士の手には、その巨体を覆うほどに大きな盾。先ほどから繰り出されるパワーエイプの拳こぶしを受けても、凹へこみひとつ出来ていない。
















　ふたたび、一人と一体が交差する。

　まるで息のあったパートナー同士のように、幾度となく繰り返される戦いの舞。

　それを見て、俺は──大きくため息をついた。

　相棒の片手半剣バスタードソードを抜くと、未いまだ続く戦いを止めるべく、その舞台へと踊り出ていった。




「本当に、防御しか出来ないんだな」

　横たわるパワーエイプから魔石を取り出しながら、俺は呟つぶやく。

「……はい」

　全身鎧の兜をとり、シルヴィアは申し訳なさそうに肯定した。

　先ほどの戦闘、長引いたのは簡単な理由だ。

　シルヴィアは攻撃が苦手だった。一撃を加えようとすると、まるで身体が拒否するかのように、動きが止まるのだ。その分、代わりにとでも言えばいいのか、防御に関しては文句のつけようがなかった。俺が参戦しなければ、先ほどの戦いはどこまでも続いていただろう。

「まあ、出来ないものは仕方ない」

　彼女の性格からして、そこら辺に期待するのも可か哀わい想そうな話か。

「その分、防御だけはきっちりとやるんだぞ」

「……はい！」

　いつもより力強く頷うなずくと、シルヴィアはふたたび鎧の中に戻る。

「それじゃ、次だ」

　更なる練習相手を求め、俺たちは大地を駆けだした。




　それから、十日ほどの時が流れる。

　その間、俺たちは古いにしえの森に通い続けていた。

　目的はもちろん、練習──ではなく、借金返済のための金策だ。

　テレシアに戻りたいという気持ちはあったが、王都に居た方が儲もうけはいい。日帰りでレベル４の魔物と戦えるというのは、実に効率がいいのだ。一般的な街の周辺では、コボルト以下の魔物しか居ない。だからこそ、そこに街が造られているのだが。

　隣の黒騎士を眺める。

　鎧の操作にも慣れたシルヴィアは、安心して前衛を任せられるようになり、金はあっという間に貯たまってしまった。

　囮おとり役が出来たことで、生体活性ブーストの使用時間を大幅に減らせたことが大きい。

　レベル４ランクの魔物を日に七、八体倒すだけで、おおよそ金貨一枚半の稼ぎだ。狩場の難易度が一つ上がるだけで、この金銭効率。レベル３の魔物を相手に頑張っていたあの頃が、なんだか悲しく思えてきてしまう。

　これまでに森で集めた魔石の総数は五十を越えていた。

　よくよく考えてみれば、かなりの強行軍だろう。

　目的もほぼ達成し、そろそろ狩りを切り上げる頃合いだ。

　しかし、俺はここまでの戦いで、なんだか物足りなさを感じていた。

　自分の手のひらを見つめる。

　最近は生体活性ブーストに頼りすぎるあまり、自分自身の成長をいまいち実感出来ていないのだ。

「よし、やってみるか」

　狩りの締めだ。生体活性ブーストを一切使わず、単独で魔物に挑んでみるとしよう。

　手を思いっきり握り締め、俺は気合を入れた。




「──見つけたぞ」

　俺は言葉と共に、片手半剣バスタードソードを手に取る。

　時刻はそろそろ夕暮れに差し掛かる。これ以上の狩りは無理だろう。

　遭遇した相手は、いつもと変わらずパワーエイプ。王都に来てからひと月ほど。実に長い付き合いになったものだ。コボルトたち以外に、こんな馴な染じみの魔物が出来るとは思ってもみなかった。

「それじゃ、シルヴィア。頼んだぞ」

「はい」

　いざという時のため、シルヴィアには事前に鎧から出て、回復の準備をしてもらっている。

　俺たちに気づいたパワーエイプがにじり寄ってくる。こうして改めて対たい峙じすると、かなりの威圧感だった。

「掛かってこい」

　軽く挑発をすると、パワーエイプは風を巻いて突っ込んできた。

　豪腕から放たれる破壊の一撃を避よけると、そのまま接近戦に突入する。

　次々と放たれる攻撃をしっかりと見極め、ひとつひとつ、確実に躱かわしていく。以前の俺だったら、致命傷は受けないものの、既に吹き飛ばされていたことだろう。

　成長を実感するのは本当に久々である。レベル３で限界だということは、冒険者となって数年で理解してしまった。それからはもう惰性。貯まる金だけが、唯一の拠よりどころだった。

　ああ、あの頃の俺は、なんと情けないんだろうか。

　眼の前でちょこまかと動かれて苛いら立だったのか、パワーエイプはひときわ大きな咆ほう哮こうを上げると、両腕を重ね、渾こん身しんの一撃を叩たたきつけてきた。

　それに合わせ、片手半剣バスタードソードを滑らせる。

　カウンターとなった一撃は、パワーエイプの腹に潜り込んでいく。生体活性ブーストをかけた時のように一刀両断という訳にはいかなかったが、それでも十分に即死の一撃だった。

「……やったか」

　崩れ落ちていくパワーエイプを眺めながら、俺は独り言ごちた。

「……さすが、ご主人様です」

　内心心配していたのだろう、シルヴィアが安あん堵どの表情を浮かべていた。

　よし、後で撫なでてやろう。

「一体だけなら問題なく対応できそうだ。……まさかこの俺が生体活性ブーストも使わず、余裕を持ってレベル４の魔物と戦えるようになるとは、な」

　ゆっくりと息を吐き、空を仰ぐ。

　夕刻入り寸前だというのに、なんだか空が、いつもより明るく見えるような気がした。




　夕日に染まる冒険者ギルドの中、俺は受付カウンターに魔石を積み上げていた。

「これで全部、だな」

　皮袋を逆さにして何も出てこないことを確認すると、冒険者証を受付に座る職員へと渡す。

「それではお預かりします」

　職員は魔石の数を確認し、横にある木箱に詰め終わると、それを摑つかんで奥へと運んでいく。

　鑑定の間は暇だ。かといって、ここを離れる訳にはいかない。

　ふと、俺たちに注がれる視線に気づいた。正確には、俺の横にいるシルヴィア入りの鎧に、だが。

　その大きさからして、黒い騎士は目立つ。周囲にある石像共々、かなり邪魔な存在だろう。

　しかし、シルヴィアを鎧の中に隠したことにより、俺の噂もかなり薄れてきているようだ。まさに計算通り──だったのだが、今度はシルヴィアが別の意味で有名になってしまう。

　突如現れた、レベル４の魔物を次々と屠ほふる、謎の黒騎士の噂。

　いや、かっこいいね。実際に魔物を倒しているのは俺なんだが。

　鎧のお陰で、シルヴィアが必要以上に怯おびえることがなくなったのは良い副産物だ。相変わらず、生身だと保護対象なのは仕方ないとしても。

　巷ちまたでは、謎の黒騎士は訳ありの冒険者で、素顔を晒さらすことが出来ないなどと言われているらしいが、そんなことはない。シルヴィアは冒険者登録をしていない。と言うよりは、出来ないのが正しい。奴隷だから仕方のないことで、名目上、俺の装備品扱いだった。

「お待たせしました」

　数分後、職員が皮袋と俺の冒険者証、そして幾つかの書類を手に戻ってくる。

「こちらが報酬分となります。貸出金の返済は如何いかが致しましょう？」

　冒険者証を俺に返し、職員が問う。借金中の報酬は、最低一割が返済に充てられることになっている。一部例外を除いて、額を減らすことは出来ないが、上乗せしての返済は可能だ。ギルド側としては、さっさと返して欲しいに決まっているだろう。

「ああ。残りの分、全部差っ引いてくれて構わない。元より、そのつもりだからな」

「それでは、報酬の確認をお願い致します」

　書類に書かれている金額と内訳を確認し、俺は頷いた。

「問題がなければ、こちらにご記入を」

　渡された書類に文字を書き込もうとするが、ペンを握る指に思わず力が入ってしまう。

　そう、これが終われば晴れて自由の身。その喜びを必死に抑えこんで、ペンを走らせていく。

「お疲れ様でした。これで返済完了となります」

　書類を確認し終え、職員が待望の言葉を口にした。その待ちに待った言葉を聞いて。

「よっしゃあぁぁ！」

　と、俺が叫んでしまったのは仕方のないことだった。

　ようやく自由になれた俺のテンションは、留とどまるところを知らない。

　周りにいる冒険者たちの視線が俺に集中してくるが、今この時は一向に構わない。

　今夜は吞のもう。乾杯だ。

「……そこに居おられますと、業務に支障をきたします」

　夜の予定を考え、ひとりニヤニヤしている俺に、職員の冷たい視線が突き刺さる。

　気がつけば、黒騎士ことシルヴィアが遠くに離れていた。この薄情者め。




　繁盛するギルドの端っこで、俺とシルヴィアはピッタリと壁に身を寄せていた。

　ここならば、わざわざ視線を向けてくるものも少ない。

　さて、借金もなくなったところで何をするべきか。

　今までの目標は借金返済だった。生体活性ブーストの詳細確認だったり、シルヴィアの装備を調えたりと、だいぶ脇道にそれてしまった感はあるが、とりあえずの目標を達成することは出来た。

　そうなると、次の目標を定めなければならない。

　……よくもまあ、こんなことを考えるようになったものだ。ひと月前の俺からでは、到底想像出来ない状態だ。

「やはり、一度テレシアに戻るべきか」

　これまで、あの街をこんなに長期間離れるようなことは、ほとんどなかったと言っていい。そもそも、護衛を終えたらすぐにでも帰る予定だったのだ。俺を心配する奴は……まあ、居ないとは思うが、野垂れ死んだとでも思われていては、いささか落ち着かない。

「なあ、黒騎士」

　声を出すと中身がバレる可能性があるため、隣の黒騎士は兜かぶとを若干傾け「なんですか？」という合図を送ってくる。

「これから──」

「あれ、イグニスじゃない。調子はどうだい？」

　次の目的をシルヴィアに告げようとしたところ、それを遮るように声が掛かった。

　視線を前に向けると、見覚えのある冒険者の姿。

「ああ、アルフか。こっちは充実した日々を送っていたぞ。借金返済のためのな。今し方、ちょうど返済が終わって、まっさらな身体からだに戻れた感動に打ち震えていたところさ」

「おめでとう。それはなによりだね」

　祝福の言葉を紡ぐアルフだったが、横の黒騎士を見ると驚きの表情を浮かべた。

「あ、えっと。そちらの黒い鎧よろいの人はもしかして……」

　やはり、アルフの耳にも噂うわさは届いていたか。まあ、俺の噂も知っていたくらいだから、耳みみ聡ざといのだろう。しかし困った、黒騎士の詳しい設定とか考えてなかった。

「ああ、例の黒騎士様だ」

「イグニスの知り合いだったの？」

「んー……まあ、そうだな。昔、少しパーティを組んでたことがあってな。久々にこっちに戻ってきたってんで、また組んでんのさ。ああ、それとこいつ、基本的に無口だから、そこのところ宜よろしく頼む」

「そうだったんだ。あ、僕の名前はアルフといいます。パーティレベル４『風の騎士団』のリーダーをやっています」

　アルフは頭を下げた。それに応じ、黒騎士も一礼。

「ええと、名前を伺っても？」

　そう言って、アルフは俺を見た。

　あーもう、しょうがない。この際、適当につけるとしよう。

「……ああ、こいつはバルドルってんだ」

　すまん、バルドル。名前を借りるぞ。

「バルドルさんですか、よろしくお願いします」

「ああ、よろしくしてやってくれ」

　もはや、俺は投げやりだった。

「そうだ、イグニス。メルもちゃんとお礼がしたいって言ってたし、時間が空いているなら一緒に食事でもどうかな？」

　メル……確か、風の魔術師のメルディアーナだったっけか。自己紹介してからすぐに倒れてしまったので、あまり印象に残ってないな。

「そうだな……予定もないし、まあ、いいんじゃないか？　一いつ旦たん、シルヴィアを迎えに宿に戻ることになるがな」

「了解。【黄おう金ごんの林りん檎ご亭】って分かるかな？　僕たちがよく利用してるところなんだけど」

「ああ、名前を聞いたことがある。多分、大丈夫だろ」

　そのままアルフと別れると、俺は黒騎士を従え、宿へと足を向けた。




「イグニスさん、先日はありがとうございました」

　約束の【黄金の林檎亭】へとやってくると、メルディアーナはいきなり頭を下げて出迎えた。

「いや、ちゃんと礼は受け取ったんだ。そんなに畏かしこまる必要はないぞ」

「あの後、いきなり倒れてしまって……お恥ずかしい限りです」

「魔力切れは、魔術師なら仕方ない。それだけ全力を尽くしたということだろう」

「そう言って頂けるのは嬉うれしいのですが、冒険者としてまだまだです」

　どうやら、メルディアーナは真ま面じ目めな性格らしい。才能に溺おぼれず、勤勉なのはいいことだ。

「いつまでも突っ立っとらんで、座ったらどうかの」

　テーブルを前に立ち話をしていた俺たちに、ヨンドが言った。それを聞いたメルディアーナは、恥ずかしそうに「すみません」と俺に謝り、席に着いていく。

「俺たちも座るか」

　シルヴィアを促し、俺たちも空いている席に腰を下ろす。するとシルヴィアは椅い子すをずずっと引き、俺の真横にピタリとつけると、縮こまってしまった。

「あれ、バルドルさんは来てないの？」

　視線をキョロキョロと彷徨さまよわせ、アルフが聞いてくる。

「ああ、あいつはこういう場が苦手だからな。大体、いつも一人で吞んだりしてんだ。誘ってくれたのに悪いな」

　実際のバルドルなら、率先してついて来るところだけどな。

「へぇ、なんていうか孤高って感じがする。うん、イメージに合ってるよ。さすが黒騎士だね」

「ワシは噂の黒騎士とやらをこの眼で見てみたかったのだが、残念だのう」

　酒を片手にヨンドが呟つぶやく。さっきから酒を吞む手を止めることがないのは、さすがドワーフだ。こりゃ、酒に付き合うのは止めておいた方がいいだろう。

「料理なんだけど、適当に頼んでいいかな？　何か好き嫌いある？」

「特にないな、まかせる」

　冒険者で好き嫌いがあるような奴はほとんど居ない。好き嫌いなんてものは、貴族の贅ぜい沢たくである。まあ、獣人族なら種族によって、食べられない物とかがあるとは聞くけどな。

「シルヴィアちゃんも大丈夫？」

「あ……は、はい」

「ちょっとアルフ。この子、怯おびえちゃってるじゃない。何したのよ」

　オドオドとしているシルヴィアの様子を見て、メルディアーナが声を上げた。そういえば、あの時は意識が飛んでいたから面識自体ないのか。

「いや、すまない。シルヴィアは誰だれにでもこんな感じなんだ。アルフが悪いって訳じゃない」

　俺はシルヴィアの頭を撫なでながら、アルフのフォローにまわる。

「あ、そうなのですか……すみません、知らずにお見苦しいところを」

　やや顔を赤く染め、メルディアーナが頭を下げた。

「いや、大丈夫だ。……それよりも、こいつは近い年齢の女性とあまり話す機会がなかったんだ。良かったら話し相手になってやってくれないか？」

「はい。よろこんで」

　せめてもの抗議か、シルヴィアがグッと服の端を摑つかんだ。

「……少し話してみろ。ダメだったら俺の側そばに戻ってくればいい」

　シルヴィアの手に俺の手を重ね、耳元で囁ささやく。

　その言葉にシルヴィアは戸惑いの表情を浮かべたが、やがて小さく頷うなずくと、おもむろに立ち上がる。見るからに重たい足取りだったが、それでも自ら進んで歩いているのは、良い傾向だろう。

　先に運ばれてきていた酒を嗜たしなんでいると、注文の料理が並べられていく。

　オススメするだけのことはあり【黄金の林檎亭】の料理は、かなりの美お味いしさだった。特に、店の名前にもなっている林檎のデザートは、珍しくシルヴィアが好んで食べていた。

「そういえば、借金を返し終わったって言ってたよね？」

「ん、ああ。お陰で酒が旨うまいぞ」

　実際に、この十日間。酒の類たぐいは一切口にしなかったため、自分でも驚くほどにペースが速かった。まあ、同じテーブルのドワーフに勝てる気はまったくしないがな。

「このまま、王都に残るのかい？」

「そういう質問をしてくるってことは、お前たちはここを出るんだな」

「うん。とりあえず、リスタンブルグに行こうと思ってる」

　リスタンブルグとは、南のテレシアを越えた先にある、鉱山街の名だ。

「ああ、向こうまで行くのか。なんだ、装備でも新調するのか？」

「その通り。今の装備、結構ガタが来てるからね。折角買い換えるなら、あっちまで足を伸ばしてみようかって話なんだ」

「うむ、我らドワーフ。鉱山には馴な染じみが深いぞ」

　黙々と器を重ねていたヨンドが、突然声を上げた。

　その言葉通り、ドワーフは鍛か冶じと密接な関係にある種族だ。普通の街に比べ、リスタンブルグにはかなりの数のドワーフが住んでいた。

「……となると、テレシアを経由していくことになるのか」

「それはもちろんそうだけど、テレシアがどうかしたの？」

　アルフは腕を組んで俺を見る。中継する都市の名などどうでもいいことだ。それなのに話題に上がるのが不思議なのだろう。

「いや、ちょうど俺もテレシアに戻ろうかと思ってたからな」

「あれ、イグニスってテレシア出身だったの？」

「出身じゃないが……まあ、冒険者になってからずっと世話になっている街だな」

「そうなんだ。それじゃついでだし、一緒に行くかい？」

「……そうだな、それもいいかもしれない」

　まるで計ったかのようなタイミング。その偶然に乗るのも一興だ。

「じゃ、決まりだね！」

　アルフは酒の入った器を手に取ると、俺の器にカツンと当てた。




【黄金の林檎亭】に入ってからそれなりに経ち、腹は食べ物よりも酒で満ちていた。

　完全に陽ひが落ちた後では、時の経過もあやふやだ。まあ、半分は酒の所せ為いでもあるのだが。

「それじゃ、そろそろお開きにしようか」

　パンパンと手を叩たたき、アルフが皆を纏まとめ始める。

　さすがはリーダーだ。ヨンドはずっと吞んでいるし、シルヴィアとメルディアーナはなんだかんだで意気投合したのか、ずっと喋しやべっている。そして、黙々と食事を続けているシーズ。

　……そういや、こいつも居たな。ひと言も声を聞いていないが。

　席を立って、伸びをする。そこに、シルヴィアがメルディアーナに連れられて戻ってきた。

「シルヴィアの面倒を見てもらってすまなかったな」

「あっ。は、はいっ」

　俺が礼を言うと、メルディアーナはなんだか顔を赤く染め、若干後あと退ずさった。

　……何だ、この反応。

「おい、メルディアーナに何を喋った？」

　俺はシルヴィアを見て、問いかける。

「……ひみつです」

　しかし、シルヴィアはこっちを見ずに答えた。







　第三章







　やはり、依頼あっての冒険者である。

　自らの馬車でも持っていない限り、冒険者の移動は護衛依頼と共になることが多い。

　移動しつつ、金を稼ぐ。ただ無為に世界を旅するよりはよほど効率的だ。

　そんな訳で、俺たちは王都にやってきた時と同様に、テレシアまでの護衛依頼を探していた。

　本来であれば、アルフたちはリスタンブルグ行きの依頼を探すべきなのだが、今回は俺たちに合わせてくれていた。

　食事の一回でも奢おごろう。酒さけ吞のみドワーフには少し、抑えめにするようにお願いして。

　王都の冒険者ギルドは依頼が多いが、その分、冒険者も多い。割の良い依頼は、すぐにでも誰かが受けてしまうのである。そのため、見つかるまでにはしばらくの時間が必要だろうと踏んでいたのだが……どうやらそれは、杞き憂ゆうだったようだ。

　なんといっても、実績ある『風の騎士団』と噂うわさの黒騎士がセットなのだ。護衛の依頼は、すんなりと決まってしまった。

　問題はまったくない。俺が、蚊か帳やの外であること以外は。




　黒騎士の横を、シルヴィアが並んで歩いて行く。

　中に居ずとも動かせるのは、本当に助かった。さすがに遠くに離れ過ぎると、元の鉄塊に戻ってしまうので油断は出来ないが。

「鎧よろいの制御に問題はないか？」

「……大丈夫です」

　小声で聞くと、シルヴィアが肯定する。それと同時に、隣の黒騎士が親指を立てた。なるほど、かなり精密に動かせるようになっている。気持ち悪いくらいに。

　人々がごった返す大通りの中を進んでいくと、やがて南門が見えてくる。来たとき同様、兵士たちが至る所に立ち並び、辺りを警戒していた。

　そんな中、依頼人の馬車を探していく。今回の依頼主は真っ当な商人だった。

　いや、奴隷商も国の認可を受けている、真っ当な商売ではある。だが、俺が出会ったあの商人の所為で、なんとなく認めたくはなかった。商品を買った俺も、周りから見れば似たようなものか。シルヴィアを連れていると色々言われる訳だし。

　考えれば考えるほど、テンションは下降の一途を辿たどった。俺は慌てて頭を振り、イメージを払っていく。そんな姿を、シルヴィアがじっと覗のぞき込んでいた。

「あ、イ、イグニスさん……おはよう、ございます」

　護衛する馬車の前までやって来ると、メルディアーナが佇たたずんでいた。やはり、ぎこちなさは抜けていない。食事の後からというもの、どうにも警戒されているようだ。地味に傷つくぞ。

「……ああ、おはよう」

「……メルさん、おはようございます」

　いつの間にか、シルヴィアはメルディアーナのことを愛称で呼んでやがる。この状況を作ったのはお前だというのに、いい気なものだ。

「シルヴィアもおはよう」

　俺とは打って変わり、メルディアーナは笑顔で応じた。とても距離を感じる。

「……それで、アルフたちはどうしたんだ？」

「え、えっと。あちらで商人の方と話し合っています」

　メルディアーナが手を向けた先には、商人とアルフたち。

「俺たちはオマケみたいなものだし、あいつに任せておけば問題ないな」

　さすがに戦力は過剰気味だった。これなら、たとえシャドウウルフたちの襲撃を受けても、然さしたる問題はないだろう。

　黒騎士に寄りかかり、俺は大きなあくびをする。

　しばらくすると、すぐ隣で女性同士の会話が始まった。

「……やっと、戻れるのか」

　話の内容はまったく耳に入らず、俺はぼーっと空を見続けていた。




　残念ながら、旅路は快晴とはいかなかった。

　曇天模様の空の下、馬車が街道を進んでいく。

　芽吹きの季節もおおよそが過ぎ、そろそろ雨季に入ってくる頃合いだ。これからは、空の崩れも多くなることだろう。

「せめて、テレシアに着くまでは持ってくれるとありがたいんだが」

　思わず独り言を呟つぶやいてしまうくらいに、俺たちは暇だった。

　いつもであれば散発的に襲ってくる魔物たちも、なぜだか今回は鳴りを潜めていた。

　楽なのは結構だが、どうにもスッキリとしない。

　最近、成長を感じた所為で欲でも出てきたのだろうか。

「のう、イグニス」

　俺の前を歩くヨンドが話しかけてくる。

「何かおかしいと思わんか？」

　どうやら、俺と同じような感覚に囚とらわれているみたいだ。

「静か過ぎる……とでも言えばいいのか、よく分からんが変な感じだな」

「もうすぐテレシアに着くのに、魔物が一体も現れないなんてやっぱりおかしいね」

　反対側を警備しているアルフも会話に参加してくる。シーズはアルフの前、女性陣と黒騎士は後方を警戒していた。

「まあ、荷馬車が襲われないだけマシだろう」

「それは、そうだけど……」

　納得がいかないという感じの面々。

　このモヤモヤとした感覚は、テレシアに着くまでずっと続いていた。




「やっと着いたな」

　馬車は無事、中継都市テレシアの北門をくぐった。

　王都と比べ、人の姿はまばら。ひと月程度しか離れてないのに、やけに懐かしく感じてしまった。

　護衛を終えると、鬱うつ屈くつした気持ちを解消するかのように、大きく屈伸をする。それに続き、黒騎士も俺の動きを真似し始めた。段々と芸が細かくなってきている。

　シルヴィアはどこへと向かっているのだろうか。なんだか、得意そうな表情を浮かべているし。

「それじゃ、僕たちはギルドの対応に向かうね」

「ああ、宿の方は任せておけ」

　言葉を交わし、俺たちは門前で別れる。

　アルフたちが依頼の処理をしている間、俺が纏まとめて宿を取る手て筈はずだ。

　もちろん、宿といえば馴な染じみの【安眠亭】である。

　俺は、慣れ親しんだ道を颯さつ爽そうと歩いて行く。

「おや、イグニスじゃない！　生きてたんだね！」

　目的の宿に着くと、その隣で草木に水をやっていた女性が声を掛けてきた。見た目は三十代後半といったところの、恰かつ幅ぷくのいい人間族の女性。【安眠亭】の女将おかみさんだった。

「ども。お久しぶりです」

　俺は頭を下げる。長いこと世話になっているので、この人には頭が上がらない。

「また、お世話になりたいんですけど……部屋ってまだ空いてます？」

　長いこと利用していたとは言え、ひと月も空けておいて部屋が残っている訳がない。元々、利用客もそこまで多くはなく、常に予備用の部屋が空いていたから大丈夫だとは思うのだが……。

「アンタねー。恋人になんの連絡もなく消えるんじゃないよ」

　しかし、女将さんの返答は斜め上のものだった。

「……は？」

「ここに何度、あの子が訪ねてきたと思ってんの」

　戸惑う俺に更にたたみ掛けるように、女将さんが言葉を紡いでいく。

「……すんません。状況がよく分からないんですが」

「アンタが出て行ってから……そうさね、十日後くらいかね。エルフの子が、アンタを訪ねてきたんだよ。それから、毎日のように様子を見にきていたんだがね……諦あきらめたのか、数日くらい前から顔を見せなくなっちまったんだよ」

　はあ、とため息をつく女将さん。

「無事なら無事って手紙をださんと。便りがないのはなんとやらっていうけどね。男なら、もうちょっと甲か斐い性しようを見せな」

「……あ、はい。すんません」

　ふたたび、頭を下げた。

　──ゾクッ！

　なんだか急に悪寒を感じ、俺は背後を振り返る。

　そこにはいつも通り、シルヴィアと黒騎士がいるだけだった。

　……なんだったんだ、今のは。

「ところで、その子はどうしたんだい？」

「え……あ、あー。えーと」

　今までの流れに困惑していた俺は、突然の話題変換に、思いっきり言葉に詰まってしまった。

「……まさか、アンタに奴隷を買う度胸があるなんてねぇ」

　女将さんは、複雑な表情でシルヴィアを眺めながら言う。そりゃ、首輪を見れば分かるよな。

「これは、その、色々とありまして……」

　女将さんは腕を組んだまま、俺をじっと見つめ続けた。

　変な汗が背中を伝って流れ落ちていくのを感じる。時間にしてどれくらいだろうか、俺はまるでいたずらを見つかった子どものように、小さく縮こまっていた。

「その色々を聞きたいところではあるけどね。まあ、買っちまったもんは仕方がない。そこら辺の貴族様に買われるよりはいいだろうさ」

　言葉に出来ない圧力から解放され、俺は大きく息を吐いた。

「なにしてんだい。さっさと入んな。泊まるんだろ？」

　女将さんはそう言うと、宿の中へと入っていく。

「あ、はい」

　俺はその後に慌てて続いていった。




「それでその子を買ったのかい」

　宿の一室に、女将さんの声が響く。

　少なくとも宿に泊まる以上、黒騎士がシルヴィアだということを説明しておかねばならなかった。バルドルのこともある程度知られているため、こちらに合わせてもらうしかない。

　いままでの付き合いで、女将さんは義理堅く口が堅いのは分かっている。少々、押しが強いのがアレだけど。

　精霊契約に関することはしっかりとぼやかし、このひと月のおおむねの出来事を話しておいた。

「堅実派のアンタが奴隷を買うなんて、おかしいとは思ってたんだよ。でもね、いいかい。どんな理由があるにせよ、買っちまった以上、ちゃんと最後まで面倒みてやるんだよ」

「ええ、買った以上、責任は持ちますよ」

「よし、それでこそ男だ。頑張んな」

　女将さんは、俺の背中をバンバンと叩たたいていく。もの凄すごく痛い。

「しかし、アンタによく懐いているね。これなら余計な心配だったかね」

　傍そばに寄り添い、様子を窺うかがっているシルヴィアを見て、女将さんはニヤリと笑った。

「それで、さっきの話なんですが……」

「ああ、分かっているよ。これだけ人見知りが激しい子なんだ。鎧よろいの中身のことは他の誰だれにも言わないさ。黒騎士のバルドルは部屋で食事を取ってるってことにしておくよ」

「ありがとうございます」

「ほら、これが鍵かぎだ。持ってきな」

　俺たちの部屋は二階の奥。アルフたちの部屋とはかなり離れていた。これも配慮してくれたのだろう。ありがたいことだ。

「あとは、あの恋人にちゃんと連絡しておやりよ」

「……そのことは、以前にもしっかりと説明しましたよね。だから、恋人じゃないんですって」

「なんだい。まーだ、付き合ってなかったのかい」

「いや。だから、付き合うとかそういう関係じゃないんですが……」

　仲が良いのは認めるけども。

「なににしてもさ、心配してくれたんだ。ちゃんと顔を見せて安心させてやりな」

「……ええ、それはもちろん」

　どの道、これからギルドに向かうつもりだ。その時、顔を合わすことになるだろう。

　まずは荷物を置くため、部屋に向かおうとした俺たちに。

「ああ、そうだ。部屋の中でやるなとは言わないけど、あまり激しくやって、周りに迷惑かけるんじゃないよ」

　女将さんが思い出したように忠告をしてくる。

　……いや、反論するのは止めておこう。




　　　　※




「あっ！　ああああっ!!」

　入り口の扉を開けた瞬間、冒険者ギルドに叫び声が響いた。

　声の方向を見ると、受付のマルシアが俺を指さしたまま固まっていた。

　その異様さに、ギルドにいる全員の視線が、俺とマルシアに集中する。

　……この程度は甘んじて受けよう。

「よう、死者の国から戻ってきたぞ」

「……本当に、イグニスさんですか!?」

「レベル３程度の冒険者を騙かたる奴なんざ居ないだろ」

「イ、イグニスさん……良かった！」

　マルシアが唐突に抱きついてきた。エルフの割には大きめの胸が、腹の辺りに当たった。

「お、おい。どうした？」

　俺は焦った。マルシアのこんな反応は初めてだ。いつもは軽口の応酬をするだけなのに。

　人間、予想外の行動を取られると固まるものだと言うが、そのことが身に染みて分かる。

　衆人環視の中。しばらくの間、マルシアに抱きつかれたまま、俺は何も出来なかった。

　すると、肩をトンと叩かれる。後ろを振り向くと、そこには黒騎士が立っていた。なんだか、かなりの威圧感を覚えるのは……気の所せ為いだろうか。

　そこで俺は、やっと我に返る。

「……おい、マルシア。そろそろ離れろ」

　やや強引に彼女を引き離す。するとマルシアは、涙を浮かべながら笑みを作っていた。

「本当に、心配したんですよ」

「ああ、その、なんだ。……すまなかったな、連絡もしないで」

　頭を搔かきながら、俺は謝る。その言葉を聞き、マルシアの表情は一変した。

「本当ですよ！　なんなんですか！　連絡が来ないから死んだかと思ってたじゃないですか！　手紙一枚も寄よ越こさないなんて馬ば鹿かなんですか！　ギルドから抹消してやりましょうかっ！」

　マルシアは一気にまくし立てる。その勢いに気け圧おされて、誰も口を挟めない。

「そんなだからっ、イグニスさんはっ、ダメなんです！」

　言われるままだった俺の前に、シルヴィアが立つ。

「イグニスさん聞いて──っ！　……えっと、この子は……？」

　シルヴィアを見て我に返ったのか、マルシアは不思議そうな顔をして聞いてくる。

「え。あ、えーと。なんだその、こいつは──」

「私は、ご主人様の、奴隷です」

　言い訳を始めようとした俺の言葉に被かぶせ、珍しく人前で大きな声を出すシルヴィア。端の待合席に座り、さっきからこちらを見物していたアルフたちも驚いていた。

「ど、ど、ど、奴隷ですって!?」

　マルシアも対抗するかのように、ひときわ大きな声を上げる。

　なんかもう、嫌な予感しかしない。俺も風の騎士団に混じりたい。

「ど、ど、ど、どういうことですかっ!?」

　ふたたび口撃が始まる……と思ったら、今度は肩まで揺すられた。

「いや、なりゆきで、奴隸を買った、だけだから……」

　世界が揺れるため、言葉がうまく紡げない。しかし、抵抗するともっと酷ひどいことになるのは明白なので、俺はひたすらに耐え忍ぶ。

「なんで買うんですかっ！」

「だから、成り行き、だと……」

「どう見ても被ってるじゃないですか！」

「な、何が、だ……？」

「私と種族が、ですよ！　私だってエルフですよ!?」

「あ、ああ。それは、見れば、分かるぞ……」

　こんな姿をしていて、実は獣人族でした、とかだったら驚くけどな。

「なのに、なんで買っちゃうんですかっ！」

「いや、奴隷は買うもの、だろう……？」

「まさか、奴隷が好きなんですかっ!?　お金で買う関係がいいんですかっ!?　ミリアさんもそうだったし！」

「なんで、ミリアの話が、でてくる、んだ……」

「だ、だって、イグニスさん──きゃっ！　なにするんですかっ!!」

　いきなり、世界が安定した。

　あまりの勢いに、いい加減酔ってきた俺を見かねてか、シルヴィアが黒騎士を使ってマルシアをガッチリと摑つかんでいた。

「……ご主人様は、私を、助けてくれたのです」

　シルヴィアはそれだけ言うと、じっとマルシアを睨にらみつけた。普段のギャップからか、なんだか凄く恐ろしいものに見えてしまった。

「……そ、そうなの？」

　その圧力に屈したのか、マルシアはそれだけ言うと黙ってしまった。

「……ご主人様」

　シルヴィアはゆっくりと俺の方を向く。

「な、なんだ？」

「……少し、この方とお話がしたいのですが、いいでしょうか？」

「あ、ああ。構わないが」

　俺がその言葉を口にするや否や、黒騎士がマルシアを持ったまま、シルヴィアと共に受付の奥へと引っ込んでしまった。勝手に入っていいのか？　……とは、誰も聞けない。

「……軽口を叩き合えるくらいが、一番気楽なんだがな」

　俺は頭を搔きながら、その光景を見送っていった。




　二人が戻ってくると、乱痴気騒ぎは一応の終息を迎えた。

　マルシアはあまり納得出来ていない感じだったが、喰くって掛からないだけまだマシだろう。

「……待たせちまって、悪いな」

　待合席までやってくると、待たせっぱなしだった風の騎士団に詫わびた。

「なに、面白い見世物だったぞ。お主も大変だな」

　ヨンドがしたり顔で言った。

「よくは分からないけど、仲直り出来たみたいで良かったね」

　アルフは相変わらずだった。その性格が、今は羨うらやましい。

「…………」

　メルディアーナは無言だ。なんだか更に距離が開いたように感じるのは気の所為だろうか。いや、気づけば物理的に数歩離れている。

　無言といえばシーズもいたな。どうやら、座ったまま静かに瞑めい想そうしているらしい。俺には寝ているようにしか見えないけどな。

「はっはっは。何やら面白いことになっておったの」
















　受付横の二階へと繫つながる階段から、老人が降りてくる。髪も髭ひげも白くてふっさふさ。毛の量から獣人族と勘違いしてしまいそうだが、これでもれっきとした人間族だった。

「おい、爺じいさん。居たんならもっと早く出てきてくれよ」

　俺はため息混じりに声を掛ける。

　どうせ、この爺さんのことだ。面白がってどこかから覗のぞいていたんだろう。

「ふむ、初顔もおるな。ならば自己紹介と行こうかのう」

　老人はアルフたちに向き直り、口を開く。

「儂わしはこの冒険者ギルド、テレシア支部のギルドマスター、ロウホウじゃ。冒険者の諸君。よくぞ我がギルドに参られた。歓迎するぞい」

　その言葉を聞いてアルフたちは驚き、頭を下げていく。

　ギルドマスター。冒険者の中でも、かなりの実力と実績を持っていないとなれない、冒険者ギルドの長だ。今となっちゃ、かなり耄もう碌ろくしているから俺でも倒せそうだけどな。

「こんな辺へん鄙ぴな街のギルドマスターなんて覚える必要ないぞ。見た目通り、もじゃもじゃジジイとでも呼べばいい」

　偉そうな態度の爺さんを見ていると、なんとなく横から茶々を入れたくなってしまう。

「こりゃ！　勝手に変な呼び名をつけるでない」

「別に通じりゃいいだろ、俺だって普段は爺さんって呼んでるし」

「何を言う、儂はマスターとしての立場を考えてじゃな……」

「どうせ、数日でボロが出るさ」

　俺と爺さんのやり取りに、風の騎士団の面々は黙り込んでしまった。そりゃ憧あこがれのギルドマスターがこんなに軽かったら、そうなるわな。

「相変わらず口ばかりまわりおって……とまあ、そんなことはこの際どうでもよい。こんな話をするために降りてきた訳ではないからのう」

　爺さんは急に真ま面じ目めな顔つきになると、髭を弄いじり始めた。

「先ほど、お主たちの冒険者証を確認させてもらった。パーティレベル４『風の騎士団』。お主たちに、頼みたいことがあるのじゃが、話を聞いては貰もらえないじゃろうか？」

　アルフも真剣な表情になると、仲間たちに確認を取っていく。

　普段、素行に問題がある爺さんだが、たまに見せるギルドマスターとしての顔には、相応の威厳が感じられる。相変わらず落差の激しいことで。

「分かりました。まずはお話を伺いましょう」

「助かるぞい。それでは儂の部屋へと案内しよう」

　爺さんが踵きびすを返し、階段へと向かっていく。その後にアルフたちが続いた。

「……おお、そうだ。イグニス」

　階段の手前で、爺さんが俺に振り返る。

「ん、なんだ？」

「お主にも頼みたいことでな。報酬にマルシアをくれてやるから、頼み事を聞いてはくれんかのう」

「お、おじいちゃん！　何いってんのっ!?」

　俺が反応するよりも早く、マルシアが抗議の声を上げた。

　面倒事を解決した時の礼に面倒事を上乗せしてどうするんだ、このもじゃもじゃジジイは。




　なんだかんだで結局、俺もついてきてしまった。

　決してマルシアが欲しい訳ではない。それだけは確実だ。というか、爺さんにどうこう扱えるような代物ではあるまい。危険物要注意だ。

　背中に突き刺さるシルヴィアの視線がなぜか気になるが、それも今は置いておこう。

　王都と比べると豆粒のような冒険者ギルドの二階。その一番奥に、ギルドマスター室はある。

　小ぢんまりとした部屋の中には、書類がところ狭しと溢あふれていた。爺さんはいつもこの書類たちと格闘しているらしい。実際に見かけるのはフラフラとしている時だから、いまいち実感が湧わかないんだよなあ。

　紙に埋まっているとはいえ、部屋自体は綺き麗れいなものである。

　そこに爺さんと風の騎士団の四人。そして、俺とシルヴィア。おまけにでっかい置物の黒騎士が詰まっていた。

「……で、どんな話なんだ？」

　執務机の背後には大きな窓。そこから外を見ている爺さんに向け、俺は問う。

「その前に、ひとつ聞いておきたいことがあるのじゃが」

　爺さんはおもむろに振り返り、俺たちに視線を向けた。

「お主らは王都から帰ってきたんじゃったな。途中、何か感じることはなかったか？」

「ん、そうだな。なんだか嫌な感じはしたな。だからといって、何かが起こったって訳でもないんだが」

　俺はアルフたちに視線を送る。皆もそれに同意するように頷うなずいていった。

「ふむ、何もなかった、か」

　少々残念そうに、爺さんは呟つぶやく。

「結局のところ、何があったんだ？」

「この街の冒険者が、狩りに行ったまま戻ってこない」

「……それくらい、よくあることだろ？」

　冒険者が魔物にやられるなんて、よく聞く話だ。そんなことをいちいち気にしていては、ギルドが立ち行かないだろう。

「一日に一人、二人なら……まあ、当人たちには悪いが、気に留めん。しかし、一日に十人以上が戻らない日が続くとなると、この街では異常なことじゃとは思わんか」

「……そりゃ、確かにおかしいな」

　一日だけなら、幾つかの新人パーティが挙こぞって全滅したと考えられなくはないが、連日となるとテレシア付近にいる魔物のレベルでは異常だ。

「しかも、主に戻ってこないのはレベル３の冒険者たちでな。新人は特に何事もなく帰ってきているのじゃよ」

「レベルが高い方がやられているとは……ますます意味が分からないな」

　これもまた、おかしな話だった。しかし、ひとつだけ納得のいくことがある。それはマルシアの件だ。その問題に俺が巻き込まれたと勘違いしていたのだろう。

「その原因が分からんから困っておるのじゃ。外にいたお主たちなら、何か知っているのではないかと少々期待していたのじゃが……」

「悪いが情報になりそうなものはない。逆に、魔物にまったく遭わなかったくらいだ」

「そうか。他の者たちも、最近は魔物が少ないとか言っておったしのう。とにかく、何か分かったら知らせてくれると助かるぞい」

「ああ、分かった」

「それで、風の騎士団諸君」

「ええ。我々もこの地に留とどまり、調査に協力することに致しましょう」

　爺さんの要望を察し、アルフが頷いた。

「それは助かる。少ないが、日当を出そう。詳しいことは受付で聞いてもらえるかのう」

「はい、ありがとうございます」

　騎士団の面々は一礼すると、それぞれギルドマスター室を後にした。俺たちもそれに続いていく。

「……いいのか？」

　廊下を歩きながら、俺はアルフに話しかける。

「リスタンブルグにはいつでも向かえるから大丈夫だよ。……それに」

「それに？」

「元々、人助けは嫌いじゃないからね」

　アルフは笑顔でそう言った。

「そうか……それは助かる。なんだかんだ言っても、ここは俺にとって特別な街だからな」

　そんな彼に、俺は心からの感謝を捧ささげる。




　　　　※




「……で、なんでお前がここにいる」

【安眠亭】に戻り、くつろぎ始めた俺の前に現れたのは、ギルド職員のマルシアだった。

「なんでって、出来る限りのサポートをしろって、おじいちゃんが言ってましたし……あ、大丈夫ですよ。ギルドのお仕事はちゃんと引き継いできましたから」

　なぜか得意満面の笑みで、そう答えるマルシア。

「んなことは聞いてない」

　俺はため息をつくと、窓の外を指差し。

「今は、夜だ」

　簡潔に切り捨てた。

「それは大丈夫です！」

「……だから、なにがだと聞いているんだが」

　もっと要領よく話してくれ。お前が部屋に来てからというもの、シルヴィアは無言になるわ、空気は重くなるわで、平穏妨害もいいところだ。

「食事、まだですよね？」

「ああ。お前が来なければ、今頃ゆっくりと食べていただろうな」

「よかったー」

　皮肉も通じやしねえ。

　──コンコン。

「イグニス。いいかい？」

　部屋の扉がノックされ、外からアルフの声が聞こえてくる。

「ああ、開いてる。すまないが勝手に入ってくれないか」

　ギイと軋きしみを立てて扉が開き、アルフが顔を覗のぞかせた。

「夕食の約束をしてたのに中々来ないから、何かあったのかなと……あ、えっと、君は確か」

　俺の部屋に我が物顔で居座っているマルシアに気づき、アルフは言葉を詰まらせてしまった。

「アルフさん、こんばんは。……そういえば、ちゃんとした自己紹介はまだでした。私はマルシアと申します」

　お辞儀をするマルシアに釣られ、アルフも頭を下げる。

「マルシアさんは、イグニスの幼馴おさなな染じみだったよね。こんな時間にどうしたの？」

「アルフさんのところには、これから訪れる予定だったのですけど、ちょうど良かった」

　両手のひらをポンと合わせ、マルシアは笑みをつくる。

「……だから、さっさと用件を言えって」

「むぅ、せっかちな人は嫌われますよ。折角、女性が訪ねてきたんですから、もう少し優しくするのが男の人じゃないんですかっ」

　……お前はどこの常識を語っているんだ。

「イグニス、あんまり意地悪しちゃダメだよ」

　遂ついには、アルフを味方につけやがった。くそっ、女って得だよな。

「それで、ですね。今回の依頼を引き受けて頂いた皆さんにささやかなお礼として、今夜の食事のお世話をしようと、こうしてお誘いに来た訳です」

　マルシアは腰に手を当て、胸を張る。なんで偉そうなんだよ、お前が。

「おいこら。それならどう考えてもメインは風の騎士団だろ。真っ先に俺の方に来てどうすんだよ」




「お前、生きてたんだな！」

　大声で笑いながら冒険者のひとり、同期のクラディスが俺の肩を叩たたいた。

「ほんと、人騒がせな人ですよねー」

　唇を尖とがらせながら、マルシアが同意した。

　更に、周囲の冒険者たちが「そうだ、そうだ」と言葉を投げつけてくる。

「やかましいわっ！　お前ら黙って吞のめないのか！」

　周囲の合唱に負けず、俺は声を張り上げていく。

　いつも通りの酒場に来たのがマズかったのか、俺たちは顔見知りの冒険者に囲まれていた。

　食事代はギルドというより、爺じいさんのポケットマネーから出るらしい。それならもっと高いところを選べばよかったと激しく後悔をしていた。

　口では俺が生きていたことを祝う会などと宣のたまっているが、実際のところはマルシアに釣られてきた奴が大半だろう。それほどまでに、こいつは人気があった。

　この流れから逃れ、端のテーブル席に着いているメルディアーナの側そばで怯おびえるシルヴィア。

　それを見て、こっそり「てめー。マルシアちゃんいるのに、なに奴隷買ってんだよ！　しかもエルフの！　羨うらやましいじゃねぇか！」と囁ささやきながら肘ひじ鉄てつをかましてくる者さえいる。鼻っ柱に取っておきの生体活性ブーストパンチ喰くらわせてやろうか。

「イグニスって人気者なんだね」

　アルフは対面の席に座り、にこやかに見当違いのことを言う。本気でそう思っているなら、相当おめでたいぞ、お前。

　もはや、食べたり吞んだりするより、周囲で茶化してくる冒険者の相手をする時間の方が長い。

　いつもであれば止めるはずの店主も、今回ばかりは見て見ぬ振りを決め込んでいた。現状の方が儲もうけられるとでも踏んだのだろうか、くそう。

　口を開くと、その何倍もの反論が飛んでくるのは、これまでのことでだいぶ学んだ。もう出来るだけ心の中で突っ込むことにしよう。……とは決めたものの、ストレスは溜たまる。こうなりゃヤケだ、爺さんの財布を空にしてやる。

　眼の前の肉にナイフを突き刺すと、俺はそのまま丸ごと口へと運んでいった。

「ま。なんにせよ、無事に戻れたんならいいじゃねぇか。こんな弄いじりくらい、死ぬことに比べりゃマシってもんだろ？」

　憮ぶ然ぜんとして口を動かしている俺を見かねてか、クラディスがポツリと言った。

「……そうだな」

　口の中のものを酒で流し込みながら、俺も呟つぶやく。

　あの後、受付で戻ってこない者のリストを眺めてみたが、やはりレベル３ばかりということで、俺の顔見知りもかなりいた。

　長いこと同じ場所で暮らしてりゃ、同じような奴らは自然と眼につく。会話はあまり交わしたことはないが、それでも仲間意識というものは馬ば鹿かに出来ない。

　今、ここで騒いでいる奴らの中にも、仲間を失ったものがいるだろう。

　吞み終わった酒の器から視線を外し、周囲を見回す。

　アルフは冒険者たちと意見を交わし、ヨンドは酒の一気吞み対決。メルディアーナとシルヴィアはナンパされているし、シーズはいつもと変わらない。そして、マルシアは皆を煽あおっていた。

「ほらよ」

　クラディスが新たな酒を渡してきた。

「すまんな。そういや、なんでも最近不作なんだって？」

　ありがたくそれを受け取り、世間話程度に最近のことを問いかける。

「ああ、少し前までは豊作だったんだけどな。どうしてこうなったんだか」

「豊作？」

　不作もそうだが、そんな言葉を聞くのは珍しいな。テレシアだと、一日の稼ぎがそこまで変化することなどあまりない。

「ああ、お前が街を出ていってからすぐだったかな。なぜだか現れる魔物の数が増えてな。そのお陰で依頼はパンク寸前。いつも通りの狩りでもボーナスがついてくるくらいだ。新人からベテランまで駆りだされていたな」

「……そんなことがあったのか」

　それじゃ、テレシアに戻ってくる際に魔物に出くわさなかったのは、狩り尽くされたからか？

「今じゃ、その所せ為いで魔物が少なくなってるんだろ？　んで、なんで行方不明者が増えるんだよ」

「んなこと、俺に聞かれてもなあ……大方、久々の獲物に焦って深追いしすぎたんじゃね？」

「本当にその程度ならいいんだけどな」

「……そうだな」

　二人して黙り込み、辺りの喧けん騒そうに耳を傾ける。

「まあ、酒場でしんみりするのもあれだ。今は吞むとしようぜ」

　クラディスに向けて、器を軽く上げた。

「それもそうだ」

　相手も同じように器を手にし、少しニヤけた顔で俺を見る。

「折角、お前たちが奢おごってくれるんだ。限界まで吞まなきゃ損ってもんだよな」

　口元まで運んでいた酒の器がピタッと止まる。

「あーなんだ。その、マルシアがそう言ってたのか？」

「おうよ、見てみろ。だからこそ、こんなに冒険者が集まってきてるんじゃねぇか」

　そう言われて、俺は気づいた。冒険者が最初の頃に比べて倍以上に増えていることに。

　まあ、マルシアが自分で言っていたのならいいのだろう。

　後々、この場の代金を見て爺さんが悲鳴を上げたとか聞いたが、俺には特に関係のないことだ。




　　　　※




　翌朝、俺たちは西門の前へとやってくる。

　空は相変わらず機嫌が悪い。

　雲に隠れている陽ひに向け、降るなら俺たちが帰還してからにしてくれよと、いつも通りの祈りを捧げておく。その甲か斐いがあるのか、活動中に本降りになったことはあまりない。

「ここからは別行動だね」

　アルフが俺に向けて言った。皆それぞれ防具をきっちりと着こみ、準備も万端だ。ギルドの情報だと、行方不明になっている冒険者のほとんどが西門から出て行ったらしい。

「ああ、そうだな」

　俺は頷うなずき、お互いに手を叩く。

　固まって行動したところで捜索範囲は狭まってしまう。ここは出来る限り散開して情報を集めたいところだ。しかし、細かくバラけ過ぎてしまうと、いざという時の対処が出来ない。そのため、レベルの高い風の騎士団は視界の取りにくい、北西の森林地帯。俺たちは見通しの利く、南西の草原地帯を調査することになった。

「それじゃ、お互い頑張ろうね」

「お前たちも気をつけろよ」

　挨あい拶さつもそこそこに、風の騎士団は出発していった。さすが、行動が早い。

　俺たちもさっさと向かいたいところだったのだが、そうも行かない事情があった。

「……で、なんでお前がここにいる」

　激しい既視感。この言葉を丸一日と経たず、ふたたび使う羽目になるとは思わなかったぞ。

　背後を振り返ると、そこには黒騎士と並ぶシルヴィア。そしてなぜか、マルシアがいた。

　あまり聞きたくはないのだが、とりあえず用件が分からないと話が進まない。

「え、だから昨日から言ってたじゃないですか。サポートするって」

「いや、外までついてくるなんて思わんだろ、普通」

「一度引き受けたからには、最後まで責任を持つのがギルド職員の務めですから！」

　胸を張るマルシア。それを、なんだかシルヴィアが白い目で見ている気がする。

「いらん。邪魔だ。死ぬぞ。帰れ」

　門の方角を指差し、子どもに諭すように、俺は一字一句丁寧に言葉を紡いでいく。

「私だって役に立ちますよっ！」

　頰ほおを膨らませ、マルシアが反論した。

「普段ギルドで雑務をしているお前が、外でなんの役に立つと言うんだ？」

　冒険者を経てギルドに入った職員ならともかく、マルシアは爺さんの影響もあり、子どもの頃から今の職場で働いている。外での戦闘にはまったく慣れていないだろう。

「一応、調査員の資格だって持っていますよ！」

「……お前が？」

　訝いぶかしげな視線を向けると、マルシアは懐から職員証を取り出した。その名の通り、ギルド職員専用の証明札だ。手のひらサイズの長方形の札で、左上に小さな魔石が嵌はめこまれている。

　魔石は複製出来ないように造られているらしいが、詳しいことはギルドの秘密らしい。まあ、バレたら複製されるから、当然のことだろう。

　それと同じようなのを、俺たち冒険者も所持している。よく使う、冒険者証だ。

　俺はマルシアの職員証を受け取ると、ざっと眺めていった。確かに本人の言う通り、資格の欄に『調査員』の文字がある。しかしそんなもの、にわかに信じられない。

　調査員とは冒険者について魔物の調査や、行方不明者の捜索に当たる職員のことであり、活動を共にしていても邪魔にならない程度の能力は所持しているということだ。

「で、実務経験は？」

「えっ!?　……えっと」

　言い淀よどむマルシア。その姿を見て確信した。こいつ、実際に調査に出たことはないな。

「資格はあるんですし、大丈夫です！」

　そして、ごまかすように声を張る。

　実際にちゃんと資格をとったかも怪しいものだ。爺さんが裏から手を回したんじゃないのか？　そこまでする意味は分からんが。

「それじゃ、実際になにが出来るんだ？」

「もちろん、料理です！」

　自信ありげにマルシアは即答した。

「……いや、それは知っているが、冒険に必ひつ須すじゃないだろうに」

　こんなマルシアであるが、料理の腕だけはかなりのモノだった。金のない新人時代は、よく世話になっていたものだ。

　……そういえば、最近とんと食べてないな。いや、そんなことを考えている場合じゃない。

　頭を振り、浮かんできた思い出を片隅に追いやる。

「え、えーと……それじゃ」

　マルシアは指を頰に当て、うーんと唸うなった。

「お前は戦闘能力皆無だろ。これから先、何が起こるか分からないんだ。余計な心配させるな」

「──っ！　心配させたのはイグニスさんじゃないですかっ！　このひと月、私がどれだけ……」

　俺の革鎧よろいをガッと摑つかむと、マルシアはその大きな瞳ひとみで睨にらんでくる。

　しまった、失言だった。

「悪かった。それについては、俺が全面的に悪い」

　マルシアの肩を摑み、視線を合わせて俺は謝る。

「だが、冒険者として、見えている危険にお前を巻き込みたくない。分かってくれ」

　しばらくの間、マルシアは黙り込んだ。

「……私だって、魔術くらい使えますよ」

　そして、顔を伏せると予想外のひと言を放つ。

「……は？」

　思わず、間の抜けた声が漏れた。マルシアが魔術師だなんて初耳だ。そりゃ、外に出なけりゃ使う必要なんてないのは分かるが、だからといってただ腐らせておくなど、普通の感覚ではない。

「……十年来の付き合いなのに、初めて聞いたぞ」

　調査員と聞いた時よりも胡う散さん臭くささを感じてしまう。

「それはほら、乙女の秘密ですからっ」

「初めて会った頃から姿が変わっていない乙女っつーのも恐ろしいがな」

　ふたたびの失言。それに気づいた時には既に遅かった。言葉は俺の口を離れ、マルシアの長い耳へと滑り込んでいく。

「ふふ、イグニスさん。面白いことを言いますね」

　先ほどの態度はどこへやら、マルシアからは魔物もかくやの圧力が放たれてくる。見えない何かに押し出されるように、俺は思わず後あと退ずさってしまった。

「……調査しないのですか？」

　そこに、シルヴィアの声が滑り込む。

　助かったとばかりに視線を向けるが、なんだかこちらも機嫌が悪そうである。

　俺はまるで、前後を魔物に挟まれたような錯覚に陥った。




「しかし、いつもの仕事はいいのか？」

　道なき道を並んで歩くマルシアに問う。

　あのまま門の前で言い争うよりは、少しでも進んでいた方がなんぼかマシだ。何と言ってもマルシアは帰るつもりがなさそうだし、これから向かう草原地帯ならば奇襲の心配もないだろう。

「おじいちゃんの許可があるので大丈夫です！」

　俺は大きくため息をつく。非番とでも思ってたら、爺さんの差し金かよ。

「あのもじゃもじゃジジイ。いったい、なに考えてるんだ」

　初めての魔物狩りだからか、いつもより輪をかけてマルシアのテンションが高い。まあ、新人冒険者は得てしてこんなものではあるが。

「それで、その魔術は具体的に言うと、どんなものなんだ？」

「えっ、具体的、に……ですか？」

　俺の質問に、なんだか焦るマルシア。

「ひとくちに魔術と言ったって色々あるだろ。大雑把に分けても攻撃向きか防衛向きかとか」

「……えっと、多分。防衛向きなんじゃ……ないですかね？」

「……なんで疑問形なんだ？」

「え、だってほら！　魔術の系統っていっぱいあって、説明が難しいじゃないですか」

　確かに、ひと言で語るには無理があるな。王都のギルドで少し調べてアレだ。現存する魔術は、いったいどれだけあることか。

「まあいい、とりあえず使ってみてくれ。戦闘時の参考にしたい」

「……いま、ですか？」

「ぶっつけ本番でやるつもりか？　仮にもギルド職員なんだから、戦闘の基本くらい分かってるだろ。そんなんで連携なんて取れんぞ」

　俺は半眼でマルシアを見る。

　しばらくアタフタとしていたマルシアだったが、やがて決心がついたのか、ゆっくりと深呼吸をすると前に手をかざした。

「……大地に根付く生命たちよ、呼び声に答えて」

　マルシアがたどたどしい口調で詠唱を紡いでいく。

　……やはり、魔術を使うのに慣れていないな、こいつ。

「──植物制御プラントロールっ！」

　──ザザザザザザッ！

「おおっ!?」

　いきなり視界が緑色に染まり、俺は思わず声を上げてしまった。

　恐る恐る、眼の前の物体に触れる。すると、ふにゃっとしたやわらかい感覚が伝わってきた。

「……草？」

　顔を少しずつ上げ、その物体の先端を確認すると、ようやくその正体に気がついた。

　眼の前にあるのは、どうやらただの草らしい。ただし、とてつもなく馬ば鹿かでかいのだが。

　俺は、まるで自身が虫になったかのような錯覚に陥った。

「どうですか！　私の魔術はっ！」

　眼の前の草を搔かき分け、マルシアの得意げな顔が現れた。先ほどまでの焦りは何だったんだ。

「ああ、驚いた。まさか本当に魔術が使えるとは、な」

「えっ！　まずそこからですかっ!?」

　なぜだか、マルシアはショックを受けたようだ。

「当たり前だろ。もしも俺が、実は魔術を使えるって言ったら、お前はすぐに信じられるのか？」

「なにを寝ぼけているんだろう、って思っちゃいますね」

　思わず、草の間から出ているマルシアの頭に、手刀を落とす。

「ふやっ!?　──なにするんですか!!」

「いやなに、手頃な位置にあったからつい、な」

「そんなことで叩たたかないでくださいっ！」

　適当につけた理由を聞いて、マルシアが睨んでくるが、そんなのは知ったこっちゃない。

「まあ、実際に使用出来るということは分かった。それで、これはどう使えばいいんだ？」

「え、どうとは？」

　一転して、不思議な顔をするマルシア。

「いや、戦闘にどう役立てるのかと思ってな」

「戦ったことがないので分かりません！」

「……お前は、これからいったい何をしに行くと思ってるんだ？」

　思わず、顔を手で覆う。

「もちろん、お手伝いに決まっています！」

「手伝いというなら、せめてその魔術を戦闘に使えるように工夫してみろ」

　マルシアは瞳を閉じると、なにやら考え込んでいく。

「ああ、マルシア。ちょっと離れていろ」

「え、どうしてですか？」

「この草の強度を調べてみようと思ってな。そこにいると、一緒に切れるぞ」

　そう言いながら片手半剣バスタードソードを引き抜く俺を見て、慌ててマルシアが飛び出した。そのまま、後方へと下がったことを確認すると、俺は呼吸を整える。

　そして、草刈りをするイメージで、一気に横に薙ないだ。

　──フニャ。

　まるで包み込むように、片手半剣バスタードソードに草が絡みついてきた。かなりの弾力性だ。普通の草ではこうはいかないだろう。やはり、魔力によってある程度の強化がされているらしい。

「そうだっ！」

　それを見ていたマルシアが、何かに気づいたように声を上げる。

「この草で相手を絡ませるっていうのはどうでしょう？」

「そこまで複雑なことが出来るのか？」

　それが可能なら、サポートとして申し分ないな。

「多分、出来ます！」

　確実ではない言葉を使い、マルシアが自信満々に頷うなずく。

　俺は視線を彷徨さまよわせ、何か適したものはないかと探したが、ここは草原の入り口。見渡す限りの草模様だ。眼についたものと言えば、少しつまらなさそうに周囲を警戒しているシルヴィアと。

「じゃあ、あいつを縛ってみろ」

　俺は黒騎士を指し、マルシアに告げる。

「やってみます！　……えーと、大地に根付く生命たちよ、呼び声に答えて──植物制御プラントロールっ！」

　先ほどと同様に、足元の草がわさわさと伸び、黒騎士を包んでいった。

「……ふあっ!?」

　同時に、シルヴィアが驚きの声を上げる。どうやら伸びた草に引っかかり、足を取られてしまったようだ。ころんと後ろ向きに一回転して、ぺたんと大地に尻しりをつく。

　──ガシャン！

「あっ！」

　最初に驚きの声を上げたのはマルシア。一拍置いて、シルヴィアが続いていった。




「……そういうことですか」

　俺の顔を覗のぞき込むように、上目遣いでマルシアが言う。

　元々、マルシアには説明をしておくつもりだったのだが、タイミングを逃してしまい、延び延びとなっていた。なので、特に問題はない。黒騎士の名前がバルドルの時点で隠し通すのは無理だ。

「むー。なんかスッキリしないんですけど」

「……んなこと言われてもな」

「……戻りました」

　シルヴィアが散らばった鉄塊から黒騎士を復活させ、すぐ側そばへと戻ってくる。

「それじゃ、乗り込んでみてくれ。もう一度、魔術の実験をしたい。実際にマルシアの魔術がどれくらい有効なのか知っておきたいんでな」

　俺が受けてもいいのだが、いざという時の対処を他の二人に任せるのは危ない。

　こくりと頷き、黒騎士が兜かぶとを取って身体からだを屈かがめる。立てた膝ひざの部位に脚を引っ掛けると、シルヴィアは一気に首のところから内部へと滑り込んだ。

「はあー……凄すごいですね」

　大柄な鎧よろいをシルヴィアが操っているということを実感したのか、マルシアが感嘆の声を上げた。

「……準備が出来ました」

　兜を戻し、大盾を構えた鎧の中から、シルヴィアの声が小さく聞こえてくる。

「それじゃ、マルシア」

「はーい」

　パンパンとお尻を払い、マルシアが立ち上がる。そして黒騎士に両の手のひらを向けると、先ほどと同じ詠唱を口ずさむ。

「──っ！　植物制御プラントロール！」

　伸び上がり、絡みつく草たち。それが完全に完成すると、黒い鎧の表面はほとんど緑色に覆われていた。こりゃ、緑騎士だな。自然に優しそうだ。

「動いてみてくれ」

　俺はシルヴィアに指示を飛ばす。

「……ダメです。動けません」

　何とか動かそうと試みたシルヴィアだったが、鎧がガチャガチャと音を立てるだけで、状況に変化は見られなかった。

「これなら十分に使えそうだな。もういいぞ、マルシア」

　マルシアの絡め取るという案は上う手まく使えそうだ。

　草縄がスルスルと解かれていくと、黒騎士は自由を嚙かみ締めるように、各部位を動かしていく。

「よし、それじゃ本格的に調査を開始するぞ。だいぶ時間を取られちまったから、急ぐぞ」

　そう言うと、俺は早足で歩き出す。その後ろを、シルヴィアが黒騎士と共にガチャガチャと追いかけてくる。

「あ、待ってくださいよっ！」

　マルシアは大声を上げ、慌ててこちらへと走り出した。




　陽ひが雲に隠れているので分かりにくいが、そろそろ昼の時間のはずだ。

　後ろを振り返って二人に合図を送ると、俺は草原に腰を下ろしていく。

「……暇ですねー」

「……分かってたことだろ」

　もはや何度目か忘れたマルシアの言葉に、決まりの言葉を返す。

　魔物はいつまで経っても現れない。

　今はまだ、これまでの豊作とやらで問題はないだろうが、このままの状態が続くようだと冒険者稼業が立ち行かなくなってくるだろう。

「でも、遠くまで散歩に来たとでも思えばいいですね。いつもギルドに篭こもっていると、なかなか外に出る機会ってないのですよね」

　大きく伸びをしながらマルシアが言った。

「ま、建物の中に篭りっぱなしだと鬱うつ屈くつするわな」

「……よく、分かりません」

　黒騎士から降り、俺の隣にいそいそと座り込んで、シルヴィアが小首を傾かしげた。

「という訳で、お弁当を用意しておきました！」

　マルシアは肩からぶら下げていた革鞄かばんの中に手を入れると、大きめのバスケットを取り出し、俺たちの中央へと置いていった。蓋ふたを開けると顔を出したのは、様々なおかずを挟み込んだサンドイッチ。定番の弁当だった。

「こいつはありがたいな」

　ちゃんと昼食を用意しているとは思わなかった俺は、少々驚いた。ある意味、連れて来た甲か斐いがあったと言えるだろうか。いやまあ、弁当に釣られる訳じゃないけどな。

「さっ、どうぞ！」

　笑顔で勧めてくるマルシアに促され、俺はサンドイッチを口に運ぶ。冷めてはいるものの、嚙み締めた瞬間、肉の旨うま味みが口の中に広がった。抜群のソースと絡み合い、普段食べる干し肉などとは比べ物にならないほどの美お味いしさだ。

「いっぱいありますから、遠慮しないでくださいね」

　気づけば、あっという間にひとつ平らげてしまっていた。うーむ、侮れない。

「シルヴィアちゃんも遠慮しないで」

　マルシアがバスケットをシルヴィアの方へと向ける。

「食べてみろ、美う味まいぞ」

　シルヴィアは手に取ったサンドイッチをしばらく眺め、おもむろに頰ほお張ばった。

「──っ！」

　途端に、その瞳ひとみが見開かれる。やはり、想像していたよりもかなり美味かったのだろう。端から見れば俺も同じような表情をしていたのかもしれない。

「さあ、イグニスさんもドンドンどうぞ！」

　確かな手て応ごたえを感じたのか、マルシアはえらく上機嫌だった。




　──ポタ。

　顔に当たる水滴。俺はハッと空を見上げる。

「……遂ついに、降りだしたか」

　呟つぶやいた俺の言葉に、二人も空を仰いでいく。

「どうしましょう？」

　マルシアが俺に問いかけた。

「そうだな、時間もいい頃合いだ。街に引き返すとしよう」

　こんな事もあろうかと、王都を出る時に買っておいた外がい套とうの出番だ。材料にアクアリザードの皮を使っており、耐水性がある。普通の外套と比べると多少重いが、こういう時に役に立つ代物だ。

　俺は皆に視線を向ける。

　シルヴィアは鎧の中に入っているし、いざとなれば少し外側を変形させれば大丈夫だろう。

　あとはマルシアなのだが。

「お前、雨具は？」

「……ええと、忘れました」

　マルシアは微妙な顔をして答える。弁当を用意しておいたのに、なんで雨具を忘れるんだ。

「……仕方ない、これ使え」

　外套を剝はぎ取ると、マルシアに向かって投げつける。

　まあ、弁当の礼代わりだ。今日くらいは濡ぬれるのもいいだろう。

　思ったよりも重かったのか、受け取ったマルシアは前につんのめってしまった。俺はそれを片腕で支えてやる。

「おい、気をつけろよ」

「は、はい。えっと、ありがとう、ございます」

「本降りになる前にさっさと戻るぞ」

　二人に声を掛けると、俺はさっさと街の方向へと歩き始めた。




　　　　※




　願いが叶かなったのか、雨はテレシアに戻ってくる頃にはあがっていた。

　そのままの足で、俺たちは冒険者ギルドへと向かっていく。

　お互いの情報を交換するため、調査終了後に風の騎士団と落ち合う手て筈はずになっているからだ。しかし、ギルドの扉を開けたところ、アルフたちの姿はなかった。どうやら、俺たちの方が早めに帰還したらしい。

「やれやれ、静かだな」

　昨日もそうだったが、ギルド内に一般冒険者の姿は見当たらなかった。

　今は魔物が出ないことに加え、雨季に差し掛かっている。今まで貯ためた金で、皆酒浸りの日々でも送っているのだろう。そういや、酒場じゃお仲間をたくさん見たしな。

　こんなんだから、マルシアが遊んでいても問題ないのだろう。

　俺たちは、貸し切り状態の待合席に腰を下ろすと、風の騎士団の帰りを待つことにした。

「んで、マルシア。いつまでそれ着てんだ？」

「……えっ？」

「えっ、じゃない。お前にその外套をくれてやる気はないぞ」

　マルシアの纏まとっているアクアリザードの外套を指差し、俺は言う。

「……えー」

「えー、でもない。そんなもの、自分の家に戻れば幾つもあるだろ。もっと上等なものが」

　身一つで街を移動する冒険者ならともかく、街に居を構えている者なら雨具の一つや二つ、常に置いてあるだろう。

「ぶー、いいじゃないですか。けちー」

　これからの季節に必ひつ須すだし、乏しい懐から捻出ねんしゆつして買ったものだ。雨季の終わりならばともかく、現状ではおいそれとあげる訳にはいかなかった。

　マルシアはぶーぶーと抗議を上げながら、外套を返してくる。

　そんな馬ば鹿かなやり取りをしていると、ギルドの扉が開いた。そこから姿を現したのは、アルフたち風の騎士団だ。ほとんど待たずに済んだところを見ると、俺たちと同じく、雨の降り始めたタイミングで引き上げたのだろう。

「やあ、イグニス。待たせてごめん。首尾はどうだい？」

　アルフを先頭に、風の騎士団は俺たちのもとへとやってきた。

「どうもこうもないぞ。まったくと言っていいほど、なにもない。魔物の影すら見えないからな。それで、そっちはどうだったんだ？」

　俺はお手上げとばかりに肩を竦すくめる。

「まったくもって同じ、と言ったところだよ」

　アルフは苦笑しながら答えた。

「魔物が大量に発生するというのはよく聞くけど、逆は稀まれだよね」

「張り合いがなくてつまらんぞ。ワシは暴れられる方が好みだ」

　いつもは温厚なヨンドも、ここ数日の不気味な平和にストレスが溜たまっているようだ。若干、言い回しが危なく聞こえる。

　そんなヨンドと眼が合ってしまう。すると、髭ひげをいじくりながら「ふむ」と呟いた。

「イグニスも戦闘がなくて身体が鈍なまっておるだろ。まだ宵の口には早い。少し身体を動かさんか？」

「あ、ヨンド。それいいね。イグニスも一緒に模擬戦でもしようよ」

　アルフも暴れたいのか、それに乗っかった。その後ろでは、シーズが微かすかに頷うなずいているのが眼に入る。お前ら全員、同じ思考なのかよ。

「おいおい、実力が違うだろ。ひとつだろうと、ランクの差ってでかいぞ」

　俺は手を振り、断ろうと試みたのだが。

「なに、本気でやり合おうという訳ではないわい。原因が分かれば、戦闘になる可能性もある。その時、鈍ったままだと不覚をとるやも知れんぞ」

　ヨンドの言うことももっともだった。それにレベル４冒険者との手合わせは久々だ。少し前の俺ならいざ知らず、現時点の俺はどれだけその場所に近づけているのか、試してみたくもあった。

「そうだな。その提案に乗るとしよう」

　そう言うと、俺はゆっくりと立ち上がった。




「いくよっ！」

　言葉と同時に、アルフが大地を蹴けった。

　先ほどまで軽く雨が降っていた修練場の土は湿り気を帯び、若干足が取られてしまう。これから先、調査を続けるとなると、この状態は当たり前になるだろう。

「はあっ！」

　アルフは手に持つ長棒で突きを放つ。長さは槍やりとほぼ変わらない、練習用の物だ。

　俺に向かい、真っ直すぐ伸びてくる長棒をギリギリで避よけていく。

「やるねっ！　だけど、まだまだ！」

　気合を入れると、アルフは大地を踏みしめた。

　そこから、ふたたびの突き。それも一度では終わらず、次々と降り注いでくる。

　辛うじてそれらを避けて行く。しかし、躱かわすことに集中するあまり、攻撃に移ることが出来ない。無理やり転じようとすれば、いいのを一、二発は貰もらってしまうだろう。

「どうしたの、反撃しないと勝てないよ」

　その挑発に乗るようなことはしない。今は長棒だから一発程度なら喰くらっても問題ないが、これが本物となると致命的な一撃となり得る。

　俺は防御を固め、相手が隙すきを見せるのを待った。

「イグニスさーん。このままじゃ、格好悪いまま終わっちゃいますよー！」

「外野、うるさい」

　マルシアの応援の皮を被かぶった煽あおりが耳に届き、俺は怒鳴り返す。

　対たい峙じするアルフは、中々隙を見せない。それどころか、徐々に突きの速度が上がっているようにさえ感じる。

　……いや、実際に上げているな。

　理由は簡単だ。俺の実力を計っているのだろう。

　以前に見せた強さは魔術によるものだと話してあるし、今回はそれを使用しないと予あらかじめ告げてある。使わないというよりは、加減の出来ない生体活性ブーストなんぞ、怖くて使えないというのが本音だ。

「──しまった」

　そうこうしている内に、遂に皮一枚、触れられてしまう。

　アルフは俺の焦りを見てとると、長棒を引き、薙なぎ払ってくる。

　突然の変調に慌てたが、自身の木剣を何とか滑りこませ、直撃を防ぐことには成功する。

「やるねっ！」

　しかし、一度崩れたリズムは中々立て直せない。一いつ旦たん、長棒の間合いから飛び出し、一息つこうとしたのだが。

「そんな余裕は与えないよ！」

　アルフは更に前へと、足を踏み出す。

　そのまま、勢いを落とさずに放たれる疾走突き。それは見事に俺の腹部へと吸い込まれ──。

「──がはっ！」

　俺は更に後方へと吹き飛ばされてしまった。

「……あ」

　遠くからアルフの間の抜けた声が聞こえてくるが、そんなのを気にしている場合ではなかった。

　世界は回る、ぐるぐると。俺は勢いに逆らわず、大地を二転、三転していった。

「勝負あり、だのう」

　ようやく止まった俺の耳に、模擬戦の終了を告げるヨンドの声が聞こえてきた。

「ごめん。つい楽しくなってきて全力でいっちゃった」

「イグニスさん、やっぱり格好悪ーい」

　視界の端で、マルシアが面白がっているのが眼に入る。

　おいこら、ここは心配する場面だろ。

　相手の武器を考えず、安易に下がった俺が悪いのは確かなのだが、なんだか釈然としない。

「でも、あれだけ避けられるとは思わなかった。これでレベル３だなんて信じられないよ」

　アルフは俺の側そばまで来ると、手を差し伸べる。

「まあ、攻撃を捨てたからな」

　その手を摑つかむと、一気に引き上げられていった。

　身体からだを軽く動かし、全身を確認していくが、革鎧よろいのお陰でそこまでのダメージはないようだ。

「それでは、今度はワシの番だの」

　片手斧ハンドアツクスを模した修練用の木斧おのを担ぎ、ヨンドが楽しそうに笑う。

「少しは休憩させようという優しさはないのか」

「戦場でそんな甘いことを言えるとは思っておらぬだろう？」

「……さいで」

「今度はそっちから攻撃を仕掛けてくるといい。ワシは防御を中心として動こう。むしろ、それがワシの本職だしの」

　俺と修練場の中央で対峙すると、ヨンドは真剣な顔つきで大盾を構えた。

　ならば、アルフに溜めさせられた鬱うつ憤ぷんを晴らすとしよう。

　頑として動かないヨンドに、一気に接近。そのまま、先ほどのアルフを真似ての疾走突き。

　当然の如く大盾に阻まれてしまうが、それは予想通り。

　俺の木剣は片手半剣バスタードソードを模している。そして、ヨンドの木斧と比べ、リーチに長たけていた。これを利用しない手はない。

　俺は一方的に攻撃出来る間合いを維持しつつ、連撃を重ねていく。

　しかし、ヨンドは固かった。先ほどの俺の防御など、児じ戯ぎに思えるほどに。

　どうやら、パワーエイプと対等に渡り合ったことで、少々自うぬ惚ぼれていたらしい。

　いつまでも当たらない攻撃に、俺は焦ってしまっていた。

　アルフに対して行っていた、相手の隙を待つ戦術。それをそっくりそのまま、ヨンドにやり返されてしまった。

　気づいた時には、既にヨンドの間合いの内。

　横から迫り来る木斧を避ける術すべは……俺にはなかった。

「──うぐっ！」

　ふたたび、腹部へのダメージ。今度は正面ではなく、脇腹に衝撃が走る。防御への意識が途切れていた分、痛みは更に酷ひどかった。

「ふむ。どちらか一方に集中するとかなりのものだが、両方こなす器用さはまだ足りんようだの」

　またも転がっていく俺に、ヨンドが声を掛けた。

　……ああ。ただ今、身に染みて実感しているところだよ。くそっ。

「イグニスさーん。大丈夫ですかー？」

　今度は、マルシアが少し心配そうに声を掛けてくる。それほどまでに、今の俺は余裕がなさそうに見えるのだろうか。

　ようやく止まると、腹に手を当て、大地に寝っ転がった。

「……さすがに、これ以上戦うとなると夕飯が食べられなくなりそうだ。後は見学にまわるとするよ。それでも十分収穫になるだろうしな」

　そんな俺を、両手剣ツーハンドソード用の木剣を構えていたシーズが、残念そうに見下ろした。




　　　　※




　どんよりと湿った空は、常に雨の危険を孕はらむ。

　その日は、夕暮れ前から本格的な大雨となってしまう。

　俺たちはいつも通り、冒険者ギルドの待合席で待機をしていた。

　しかし、いつまで経ってもアルフたちは姿を見せない。

「……どうしたんでしょうか」

　募る不安に、マルシアの口数が増える。

　時刻は既に食事時を過ぎ、本格的に夜へと移行していた。

「…………」

　対照的に黙り込んでしまったのはシルヴィア。メルディアーナにはだいぶ懐いていたからな。心配しているのだろう。

「考えられる可能性は幾つもあるが、一番起こり得るのは……現在、テレシアが直面している問題にぶち当たった、というところか」

「でも、レベル４の冒険者までもが、皆と同じように戻ってこないなんて……」

　マルシアは信じられないといった表情だ。

「落ち着け。まだそうと決まった訳じゃない。他の理由かもしれないだろう？　例えば、行方不明者を発見し、保護している場合。保護対象者が怪け我がなどをしていたら帰還が遅れるのは仕方ない」

「そ、そうですよね。いくらなんでも、あの人たちがやられるだなんて……」

「だからと言って楽観視するなよ。今のはあくまで希望論だ。どんなケースでも対応出来るように、しっかりと心を決めておけ」

「……はい」

　マルシアは小さく頷うなずくと、そのまま俯うつむいてしまった。

「ふむ。まだ帰ってこんか」

　二階に続く階段から、爺じいさんが顔を見せる。

「イグニス。ちょっと来てくれるかの」

　そして俺を手招きすると、そのまま二階へと戻っていく。

「マルシア、シルヴィアのことを頼む」

「えっ？　あ、はい」

　俺は立ち上がると、爺さんの後に続いていった。




　二人しかいないギルドマスター室は、前回と比べてとても広く感じてしまう。

　宵よい闇やみを払うかのように、部屋の広さの割に大きな光魔石が、全体を明るく照らし出していた。

「このまま、ただ待ち続ける訳にもいかんじゃろ」

　爺さんは執務机に腰掛けると、眼の前に置かれている書類に視線を落としていく。

「……ああ、同感だ」

　俺は壁に背を預け、腕を組んで同意する。

　しばらくの沈黙。降り注ぐ雨が、激しく窓を叩たたく。

「……この件は、想像していたよりもずっとやばそうだな」

　レベル４の、しかもパーティまでもが行方不明。この時点で、テレシアの冒険者だけではどうしようもない。

「王都ギルドには救援を要請しておるのじゃがの、原因が判明せんことには動かんと言われてな」

　爺さんは書類になにやら書き込みながら言う。

「しかし、レベル４冒険者ですら行方不明となると、さすがに動くんじゃないか？」

「はてさて、頭の硬い奴らじゃからのう。複数ならともかく、パーティ一組程度じゃ微妙じゃのう。もう一度要請はしておくが、期待しておかん方が良いと思うぞ」

「結局は原因探しに戻るのか……しかし、どうする。このままだと堂々巡りだぞ」

「……少なくとも、風の騎士団が調べていた場所は分かっているじゃろ。信頼の置けるレベル３冒険者たちで調査隊を組み、少しずつ調べていくしかないかのう」

「そうだな。それが一番、確実か」

「それでイグニス。お主にはマルシアを連れて先発して欲しい」

　その言葉に、俺は耳を疑った。

「……どういうことだ？　確かに、今までなし崩し的に連れていたが、今回は話が違う。紙面上の資格しかもっていない調査員を、わざわざ危険と分かっている場所に連れて行く気はないぞ」

「儂わしが考えもなしに、マルシアを預けたと思うたか？」

「…………」

　俺は黙り込む。そんな姿を見て、爺さんが「やれやれ」とため息をついた。

「まあ、半分は面白いからじゃがの」

　……やっぱり、想像通りじゃねぇか。

「しかし、な。マルシアもいずれ戦う必要が出てくるかもしれん。慣れておくに越したことはない」

「だったら尚なおの事、今じゃなくてもいいだろう」

　爺さんはゆっくりと目を伏せる。

「……お主は、既にマルシアの能力を見ているじゃろう？」

「ああ、あの魔術のことか」

「あまり大っぴらにアレを使わせる訳にはいかないのじゃよ」

「……どういうことだ？」

　意味が分からず、俺は聞き返した。

「アレは普通の魔術ではなく、特殊なものでな。今まで、お主にすら明かしておらんかったろう」

「ああ、だからこそ余計に驚いた」

　本人が冗談めかして言っていた、秘められた力が本当にあるとはな。

「しかし、なんで今更なんだ？」

「今現在テレシアに起きている事件然しかり。最近、雲行きが怪しくてな。それに、あやつの能力を上う手まく使えるのが、今回の目的地でもあるのでな」

「確かに、工夫次第では色々出来そうだが……」

　俺は、草を使って黒騎士を行動不能にさせていたことを思い出す。

「アレをまともに使えば、レベル４は疎おろか、レベル５にも匹敵する力があるじゃろう」

「──レベル５だとっ!?」

　俺は驚きのあまり、大声を上げてしまった。ギルドの受付嬢が、風の騎士団より上だというのか。

「まだ未熟じゃが、戦力にはなる。あとはリーダー次第じゃ……分かるな？」

「……俺に舵かじ取りしろってのか」

　半眼で爺さんを見る。まるで、いつ爆発するかも分からない魔石を渡された気分だった。

「マルシアが心から信頼している冒険者は、お主とバルドルくらいなものじゃよ。しかし、バルドルは既にこの街を離れている。もはや、頼めるのはお主しかおらん」

「…………」

　視界を閉じ、考え込む。

「ああ、そうじゃ。ちゃんと褒美も用意しておるでのう」

「……また、マルシアをくれてやるとか言うんじゃないだろうな」

「はっはっは。お主が望むならそれでも良いが、もっと分かりやすい褒美が欲しいのではないかと思ってな」

　爺さんは椅い子すから立ち上がると、先ほどまでなにやら記入していた書類を手に取る。そして、俺の前までやって来ると、無造作にそれを渡してきた。

「──これは!?」

　書類に眼を通し、俺は驚きの声を上げてしまった。

　色々と書かれていたが、最も眼を引いたのは。

『この調査の完了をもってレベル４に昇格とする』

　という、一文。

　昇格。俺はその言葉を嚙かみ締めていく。ここ何年も聞いていない、いや、思ってすらいなかった言葉だった。

「どうじゃ、励みになるじゃろ」

「……偽造じゃないだろうな？」

　半信半疑の俺は、もう一度その中身をじっくりと確認していく。紙にはギルドマスターの署名が書かれ、印章が押されている。どこからどう見ても、正式なギルドの書類だった。

「ギルドを治めるマスターがそんな暇なことはせんわい」

「しかし、昇格試験すらなしで上げていいのか？」

「そんな前例ならいくつもある。それに実力なら、真下の修練場で行っていた模擬戦で確認しておるしの。今では過去の栄光じゃが、儂とて昔は名のしれた冒険者だったからの」

　窓から外を眺めながら、爺さんが言う。

「……こっそりと覗のぞいていたのか」

「そういう訳じゃ。頼んだぞ、筆頭冒険者よ」

「……その役は辞退したはずなんだが」




　　　　※




「……朝、か」

　隣のシルヴィアを起こさぬよう、静かにベッドから降りると、身体からだを軽く動かしていく。

　窓から覗く景色は薄暗い。しかし、雨音は止んでいた。

　窓際に足を運び、遥はるか上空を見上げてみるが、快晴とは行かない様子だ。ふたたび雨が降り始めたとしてもおかしくはないだろう。

「……おはよう、ございます」

　シルヴィアがベッドからむくりと起き上がった。

「ん、起こしちまったか？」

　ふるふると首を横に振るシルヴィア。そのままベッドから降りると、俺の隣までやってきた。

「……メルさんたち、無事でしょうか」

　俺と同様に空を見上げながら、シルヴィアが呟つぶやく。

「さてな。だが、俺たちの行動次第で可能性は上がるだろう」

　シルヴィアはその言葉を嚙み締めるように、胸の前で手を握り締めると小さく頷うなずいた。

「……頑張ります」

「ああ、全力を尽くすぞ」

　俺はシルヴィアの頭に手を乗せ、ぐりぐりと撫なでていった。

「……あうう、眼が回ります」




「それじゃ、中に入るぞ。準備はいいな」

　森林地帯の入り口に差し掛かると、後ろに続く仲間たちに声を掛ける。

「はいっ！」

　マルシアは決意に満ちた声を上げ、シルヴィアが入る黒騎士が重い音を立てて頷いた。

　草花が膝ひざほどまでしかなかった草原地帯と比べ、鬱うつ蒼そうと茂った木々が視界を遮っていく。

「マルシア、深呼吸してみろ」

　眼の前のギルド調査員をじっと観察し、俺は指示を出す。どこからどう見ても、緊張しているのが見て取れた。

　捜索はどれほど続くか分からない。今から張り詰めすぎては持たないだろう。

「えっ？　は、はい」

　俺の指示通り、マルシアは大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐き出していった。

　雰囲気こそ重苦しいものの、森が放つ香りは新たな草花たちの匂においを乗せている。胸いっぱいに吸い込めば、気持ちも和らぐだろう。

「どうだ、少しは落ち着いたか？」

　マルシアの肩から力が抜けたのを確認し、俺は問う。

「──はい」

　先ほどよりは幾分か冷静に、マルシアは肯定した。

「これが最後の問いだ。──本当に、戦えるな？」

　今までに何度も確認したことを、もう一度だけ問う。

「もちろんです！」

「……分かった。それでは、今から俺はお前を新人冒険者として扱う」

　マルシアは大きく頷いた。

「まずひとつ、はっきりとさせておくことがある。能力はともかくとして、経験の面でお前は足手まといだ。お前が勝手な行動をすれば、お前が死ぬだけじゃない。まわりの人間も巻き込むことになる。それを忘れるな」

「そ、その時は、見捨ててくれて構いませんから！」

　強い意志を込めた視線を、俺にぶつけるマルシア。こういう時の彼女は絶対に引かない。それは、昔からの付き合いで身に染みていた。

「その決断を他人にさせるような行動を慎め、と言ってるんだ」

　本気でパーティメンバーを見捨てられる人間なんて、ほとんど居ないだろう。もちろん、状況によっても異なるだろうが、だからと言って無茶をしていい理由にはならない。

「何度も言っているが、俺の指示をちゃんと聞けよ」




　静寂の森の中を、出来る限り音を立てずに歩いて行く。

　しかし俺はともかく、こういったことに慣れていない他の二人では、完全に音を消すことは難しい。今から訓練をする余裕もないため、その点は諦あきらめるしかないだろう。

　特にシルヴィアは酷ひどい。その図ずう体たいの所せ為いで密集する木々にたびたび邪魔をされ、枝などに頭をぶつけては痛くもないはずの兜かぶとをさすっていた。

　先頭を行く俺の腰には、光魔石のランタン。

　薄うす闇やみの中、光を伴っていると敵に発見される可能性は高くなるが、そもそもの原因が分かってないのだ。敢あえて、こちらから踏み込んでみる必要性もあるだろう。それに、風の騎士団がこちらに気づくかもしれない。

　そんな俺から少し離れてマルシアが続き、しんがりをシルヴィアが務める。奇襲を警戒し、魔術師や神官を中央に置いて守る、冒険者の基本的な陣形だ。俺がやや先行気味なのは、明かりを持っているためである。

　水分を多量に含み、ぬかるんだ地面が心地悪い。

　ときおり後方を確認し、軽い手話で意志の疎通を図っていく。マルシアはそれをすぐに理解するのだが、シルヴィアは視界が限定されているためか、最初のうちはその確認にかなり戸惑っている様子だった。

　どれくらい経っただろうか、不意に、茂みのガサガサと揺れる音が響いた。

　俺たちに緊張が走る。

　驚いたマルシアが声を上げそうになるが、慌てて自らの口を押さえ込む。意外な冷静さに、俺は思わず感心してしまった。

　しばらくすると、茂みの中から何かが顔を出す。

　それはお馴な染じみの魔物、コボルトだった。

　俺は静かに片手半剣バスタードソードを抜いていくと同時に、ちょっとした安心感も覚えていた。えらく久々に魔物を見たからだ。ようやく何かの手掛かりを手に入れられるかもしれない、と思ったのも束つかの間。コボルトはこっちに気づくと、一目散に逃げ出してしまった。

「……どういうことだ？」

　コボルトは知能が高めだ。明らかに不利になると逃走する場合はもちろんある。しかし、交戦していないうちから逃げ出すというのは初めて見たぞ。

　後ろで小首を傾かしげている二人に向けて周囲を警戒しろと合図を送ると、俺は前方を注視する。

　しかし、いくら待っても何も起こらない。

　俺は息を吐き、ゆっくりと警戒を解いていく。それを察した二人も、張り詰めた神経を弛し緩かんさせていった。

「……私たちに恐れをなしたんですかね？」

　マルシアがポツリとひと言。

「……お前がいる時点で逆はあっても、それはないと思うがな」

「えー、酷い」

　ぶーたれるマルシアと、未いまだキョロキョロと辺りに視線を巡らせているシルヴィア。やはり、ここら辺は戦闘経験の有無の差か。

「なんにせよ。奥には、まだ魔物が存在することが分かった。ここからは奇襲される可能性が上がる。必要以上に警戒しなくていいが、周囲の状況確認は怠るなよ」

　そんなマルシアに向け、俺は注意を促した。

「はいっ！　──あうっ」

「無駄に大きな声を出すな」

　迂う闊かつなマルシアの頭に軽く手刀を落としながら、注意を重ねていく。彼女はバツが悪そうに頭をさすりながら、小さな声で「ごめんなさい」と謝った。

「それじゃ、進むぞ」

　俺たちは森の奥を目指し、更に歩を進めていく。




「……またか」

　俺は何度目ともしれないため息をついた。

　あれから魔物たちは、少しずつその姿を見せるようになった。しかし、そのすべてがコボルトなうえ、発見され次第さっさと逃げ出すのはどういうことなのだろうか。

「見事な逃げっぷりですねー」

　マルシアはおでこに手を当て、コボルトが消えていった方角を見ながら呟いた。あの後を追えば何かしら摑つかめるかもしれないが、脇目もふらずに深追いするのは危険だ。草原ならいざしらず、この薄闇はびこる森林地帯だと方向を見失いかねない。高すぎる木々からは辛うじて僅わずかな光が差し込む程度で、肝心の太陽が雲間から顔を見せたとしてもまったく確認が出来なかった。

「今度はたるみ過ぎだぞ」

　コボルトとの遭遇の度に緊張感を纏まとわせていたマルシアだったが、それが数えるのも面倒になる頃には、いつも通りのお気楽さに戻ってしまっていた。そんな彼女に釣られたのか、シルヴィアも鎧よろいの中でまったりとしているような雰囲気が感じられる。

　まあ、肩透かしの連続なので無理もない話ではあるのだが。

「はーい」

　マルシアは大きく伸びをすると、顔をパシパシと叩たたき、気合を入れなおしていった。




「ここは……」

　ゆっくりと歩を進めた俺たちは、やがて小さな広場のような場所に出る。そこは明らかに、何者かの手によって切り開かれていた。

「イグニスさん、あれ！」

　声を上げると、マルシアが前方を指差した。

　反対側の茂みが揺れ、そこから飛び出したのは三体のコボルトたち。またかと思う俺だったが、コボルトたちはその場を動かない。どうやら、今度は逃げ出さないようだ。

「……戦う気か？」

　ひと言呟つぶやくと、俺たちはそのままじっと対たい峙じした。

　シルヴィアが一歩前に出て、俺たちを庇かばうような態勢に移行する。横目でちらりとマルシアを見ると、緊張の面持ちを浮かべているのが見て取れた。

　俺は片手半剣バスタードソードを抜き放ち、何が起こっても対応出来るように楽に構える。

　周囲の緊張が高まっていくのがよく分かった。しかし、相手は低く唸うなるだけで、行動を起こすような素振りはまったく感じられない。

　逃げ出すことすらしないというのは、どういうことか。

　シルヴィアがこちらを向く。指示を待っているようだ。どうするべきか。眼の前のこいつらを無視して奥に進むことは出来ないし、このままじっとしていては無駄に時間を消費してしまう。

「……仕方ない」

　邪魔者は排除する。

　俺が頷うなずくと同時に、シルヴィアが大きな音を立てて駆け出した。

　その後に俺が続き、後に向けて「ついてこい」と指示を出す。マルシアはそれを聞くと、慌てて後を追ってきた。

　勢いに乗ったシルヴィアは盾を構えたまま、中央にいるコボルトに突撃する。

　盾の強打シールドバツシユ。

　線ではなく、面の攻撃。それは武器の扱えないシルヴィアが編み出した、唯一の攻撃方法である。

　重い一撃をまともに受け、コボルトが吹き飛んで行った。それを見た他のコボルトたちが怯ひるんだのが伝わってくる。

　シルヴィアは反動を利用して少し後退すると、俺たちと残りのコボルトとの間に立ち塞ふさがった。

「マルシア、右を封じられるなら頼む。無理はするなよ。決して前に出過ぎるな」

　そう言い残し、俺はシルヴィアの横から飛び出すと、左側のコボルトに向かって襲い掛かった。

　相手が俺に気づいた時には、もう遅い。既に剣は振るわれている。

「植物制御プラントロール！」

　片手半剣バスタードソードがコボルトを切り裂くと同時に、マルシアの声が響き渡った。

　そのまま振り返ると、右側にいたコボルトの足元から草が伸び始めているのが眼に入った。

　コボルトは混乱の極みといった状況だ。顔を左右に動かし、周囲の出来事に怯おびえたまま、一歩も動けない。そのまま草縄に纏わりつかれ、悲鳴のような声を上げた。

「上出来だ！」

　俺は大きめの声でマルシアを褒めると、草まみれのコボルトのもとへと走る。

　マルシアにとっては初めての戦闘だ。褒めるところはしっかりと褒めてやるべきだろう。

　身動きの取れないコボルトに、片手半剣バスタードソードを突き立て、トドメを刺していく。コボルトは小さく呻うめくと痙けい攣れんし、やがて動かなくなった。

　残るは吹き飛んだコボルトの確認だ。

　広場の端にある木にぶつかり、そのまま根元で動かないコボルトに近づこうとすると──。

「ご主人様っ！」

「イグニスさん!?」

　いきなり、多数の殺気が生まれる。

　次の瞬間には、こちら目掛けて幾つもの矢が飛んできた。

「──くっ！」

　慌てて回避行動に移る。すると、さっきまで俺が居た場所に雨のように矢が突き刺さっていった。

　なんだこれは。矢を使うコボルトなど聞いてないぞ！

　ごろごろと大地を転がって距離を取ると、遠心力を利用して一気に立ち上がる。

「そこに居ろ！」

　慌ててこちらに向かってこようとする二人を手で制し、俺は叫んだ。

　次々と生まれてくる気配。その全容を理解した俺に戦せん慄りつが走る。それを証明するかのように、コボルトたちが広場をぐるっと囲んでいた。

　……なんという数だ。十や二十ではきかない。数えている余裕すらなさそうだ。

「矢に注意しろ！　マルシアは黒騎士の側そばに。黒騎士は大盾でマルシアを隠せ」

　そこまでの知恵があるかは分からないが、狙ねらわれてマズイのはマルシアだ。殺気を感じ取れない以上、見てから躱かわすしかない。しかし、そんな技術を新米に求めるのは酷というものだ。

　指示通り、シルヴィアとマルシアがかたまっていく。これで矢の危険はだいぶ減っただろう。

　俺はコボルトたちに向き直った。突然現れたこいつらに対し、なにか違和感を覚える。

　これまでの奴らの装備と言えば、剣程度のものだ。大体が石で作られており、稀まれに冒険者から奪った鉄製のものなどを所持する場合もあるが、いずれにしろそれは武器の話である。

　一方、俺たちを囲んでいるコボルトの一部は防具まで着込んでいた。コボルトにコボルト皮で作られた革装備というのはいささかシュールであるが、単純に皮の厚さが倍になるというだけでもかなり厄介だ。これもまた、冒険者たちから剝はぎ取ったものなのだろうか。

「くそっ！　なんなんだ、こいつら！」

　思わず口から文句が零こぼれてしまう。どう見ても今までのコボルトとは違い、異常である。

　よくよく見ると、群れの中に一回りから二回りほど大きい個体がいることに気づいた。しかも一体ではなく、複数体。

「あいつは……」

　冷静に、俺は頭の中から情報を引っ張りだしていく。

　コボルトの上位種と言えばレベル４、コボルトソルジャー。それはまわりのコボルトたちと比べ、あきらかに異質な存在感を漂わせていた。

　この数のコボルトだけでも脅威なのに、多数のレベル４とか反則だろ。

「……聞け。まともに戦ったら勝ち目はない。一いつ旦たん、引くぞ」

　警戒しながら、ゆっくりと二人に近づいていく。

「合図をしたら黒騎士を先頭に、正面から駆け抜けろ」

「……後ろからじゃないのですか？」

　黒騎士の頭部がこちらを向き、中のシルヴィアが俺に問う。その言葉通り、コボルトは広場全体を囲んでいるのだが、見れば分かるほどに後ろ側が手薄だった。

「罠わなと考えるべきだろう。ここまで追い込んでおいて、あの雑さはおかしい」

　向こうに行けば待ってましたとソルジャーたちが出迎えるはずだ。ここまで策を巡らせておいて、分かりやすい穴などある訳がない。それに気づき、塞ぐ暇などいくらでもあった。

「いけるな？」

　二人が頷いたのを確認すると、腰の短剣を引き抜く。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　短剣を摑つかむ腕に、力が集まっていくのを感じる。それを構えると、正面のコボルトたちに向け、一気に解放した。

　一拍の間をおいて、正面のコボルト一体が衝撃を受けて吹き飛んだ。

「──っ!?」

　密集している周囲のコボルトたちもそれに巻き込まれていく。

　生体活性ブーストをかけた投とう擲てきは、非常に強力だ。その威力故に、一度使えば確実に短剣を破壊してしまうのが難点である。大体、銀貨一枚を消費する飛び道具だ。実に勿もつ体たいない。

　問題はそれだけではない。全力で投擲するため、狙ねらいが定まらない。具体的に言うと、狙ったコボルトの三体隣に当たるくらいだ。これだけ居れば、どれに当たろうと構わないのだが、通常の狩りでは欠点だらけで使いものにならない技だった。

「いまだ！　行けっ！」

　俺が合図をすると、二人は包囲網にあいた穴に向かって駆け出していった。ガチャガチャと音を立てて驀ばく進しんするシルヴィアの後ろにピッタリとマルシアがくっつき、突入の陣形を形成していく。

　それを妨げようと、ふたたびコボルトたちが集い始めた。

「──させんっ！」

　そこに向かい、俺はもう一度短剣を投擲する。

　空気を裂き、ふたたびコボルトたちに銀の光が襲い掛かった。

　更にコボルトが吹き飛ばされて広がった穴は、シルヴィアの突進力があればなんとかなるだろう。

　気がつくと、すぐ後ろにはコボルトソルジャーたちが迫っていた。慌てて生体活性・脚ブーストレツグを使用し、俺は二人を追いかけていく。

　前方の仲間は無事に包囲網を抜けることが出来たようだ。俺もそれに倣い、片手半剣バスタードソードで更に穴をこじ開けつつ突破を図った。しかし、抜け出るまであと数歩のところで、横からソルジャーが飛び出してくる。

　不意を突かれた形となり、なんとか応戦しようと片手半剣バスタードソードを操るが、間に合わない。

　コボルトソルジャーが、手に持つ片手剣シヨートソードを振り下ろしてくる。

　俺は左手を前に突き出し、盾代わりに──。

「植物制御プラントロールっ！」

　その声が耳に届いた瞬間、眼の前の地面が激しく盛り上がった。そして地面から出てきた何かは、俺とソルジャーを分断するかのようにそそり立っていく。

「──マルシアかっ！」

　こんなことが出来るのはマルシアしか居ない。俺の忠告通り、冷静に状況を確認していたようだ。

『あやつの能力を上う手まく使えるのが、今回の目的地でもあるのでな』

　その時、爺じいさんの言葉が頭を過よぎった。

　大地から出現したのは大きな木の根。コボルトソルジャーの一撃は根に深く沈み込み、俺に届くことはなかった。

「すまん、助かった！」

　生体活性・脚ブーストレツグ！

　ふたたび、加速。こっちに向けてホッとした表情を浮かべているマルシアを駆け抜け様に摑み、同じく立ち止まっていたシルヴィアに走れと指示を出していく。

「あのっ！　助けたのに、この扱いはないんじゃないですかっ！」

　マルシアがポコポコと俺の背中を叩たたいていく。

　肩に抱える形で運んでいると、抗議されてしまった。片手に剣を持っているのにどうしろというのだ。時間もない。他に提案があったとしても却下だ。

「そっちは問題ないか？」

「……大丈夫です！」

　俺の問いかけに力強く答えるシルヴィア。そのまま並ぶと、俺たちは平行して疾走する。それを後方から追いかけてくるコボルトたち。しっかりと食らいついていて、簡単に離れそうにない。
















「マルシア！　あの技、後どれくらい使える!?」

「えっ、どれですかっ!?」

　マルシアが耳元で叫んだ。やかましいが注意している暇はない。

「俺を助けたやつだ！　根っこを出した魔術！」

「何回でも可能ですよっ！」

　それを先に聞いていれば、もっと簡単に包囲を抜けられたんじゃなかろうか。いや、今さらそんなことを考えても仕方ない。

「それなら話は早い。出来るだけ後方の根を盛り上げて、コボルトたちを撹かく乱らんさせるんだ」

「はーいっ！」

　マルシアは元気よく応じると、俺の肩でモゾモゾと動きながら両手を後方に掲げていく。

「植物制御プラントロールっ！」

　大地の鳴動する音と共に、コボルトたちの鳴き声が聞こえてくる。

　後方を確認すると、あちこちに作り上げられていく木の根のバリケード。その根に吹き飛ばされ、宙を舞うコボルトたちの姿が眼に入った。

　……こりゃ、凄すごいな。

『アレをまともに使えば、レベル４は疎おろか、レベル５にも匹敵する力があるじゃろう』

　ふたたび、爺さんの言葉が頭を過ぎる。

「……確かに、俺なんかより有能だな」

「何か言いました？」

　小さく呟つぶやいた言葉に、マルシアが反応した。

「いや、なんでもない。コボルトはあとどれくらいいる？」

「……ダメです。一旦離したと思っても、いつの間にかまた集まってきています」

　視界を封じても追いつかれるということは、匂においで追って来ているのだろうか。

「このままだとジリ貧だな。何か手は……」

　──ポツリ。

　そう呟くのと同時に、天からの助けが舞い降りた。

「雨か！」

　俺は天を仰ぐ。朝から愚図ついていた空が、また泣きだしてしまったようだ。小さな雫しずくは次第に数を増し、徐々に俺たちを包み込んでいった。

「よし、このまま駆け抜けるぞ！　もうひと踏ん張りだ」

　激励を飛ばすと、俺は大地を踏みしめる足に力を込めた。




　雨は衰えることを知らず、豪雨へと変へん貌ぼうを遂げていく。

　視界は悪化の一途を辿たどり、一刻ほども走れば、既に数メートル先も見えない状況に陥っていた。

「……撒まくことには撒けたが」

　後方を確認するが、俺たち三人の他に、後に続く者はいない。雨で匂いが流れたお陰か、コボルトたちの追跡から逃れることは出来た。

　無我夢中で走ったお陰で、俺の息は絶え絶えだった。担がれていたマルシアや、実質同じように黒騎士に乗っていたシルヴィアにはまだ余裕が見られたが、精神的な疲れは少なからずあるはずだ。ここら辺で休息をとった方がいいだろう。

　腰に結びつけていたランタンも逃走中の絶え間ない衝撃で紐ひもが解けてしまい、途中で落としてしまっていた。光という目印も消えてしまったので、これはこれで逃走に一役買ったのかもしれないが、明かりがないと不安も増す。予備のランタンは黒騎士の中に詰め込んであるので、休憩出来そうな場所に着いたら取り出すとしよう。

「……ここ、どこら辺でしょうね」

　マルシアが周囲を確認しながら口を開いた。同じように辺りを確認しようとしたシルヴィアがぬかるんだ地面に足を取られ、危うく転びそうになっているのが眼に入る。

　視界不明めい瞭りようで、足場も悪い。果てさて、現状は好転しているのか、暗転しているのか。

「……分からん。闇やみ雲くもに逃げたお陰で、現在地を見失ってしまったな」

　しばらくの間、俺たちはどうしたものかとその場に立ち尽くしていた。すると、すべてを遮断するような激しい雨音に混じり、何者かの気配が飛来する。

「──っ！　離れていろっ！」

　声を張り上げ、すぐ近くにいたマルシアをシルヴィアの方へと突き飛ばした。それと同時に、その場を離れるため、俺も後方へと飛ぶ。

　その間を切り裂くように、何かが通り過ぎる。

　ドンッという衝撃で大地が揺れ、溜たまった水が飛沫しぶきを上げた。

　突然のことにマルシアは声も出ない様子だ。しかし、それでいい。シルヴィアに後を任せると、俺は眼の前の襲撃者に集中する。

　大地にめり込んでいるのは大きな剣。その持ち主は、俺と同じく外がい套とうらしきものを纏まとい、ぼんやりとした視界の中では、何者なのかまったく見当がつかなかった。

　魔物か？　……それとも、人間なのか？

　沈んでいた剣がふたたび浮き上がると、俺に向けて横から襲い掛かる。

「くっ！」

　俺は片手半剣バスタードソードを構えるのが精一杯。しかし、それでは勢いを抑えることは出来ず、流されるまま空中に投げ出されてしまった。

　腰の短剣を引き抜き、すぐさま投とう擲てき。それが目標に吸い込まれるかと思った瞬間、影が消えた。

　──速いっ！

　まるで生体活性ブーストを使った俺のように、そいつは一瞬で距離を詰めてきた。

　着地し、迎え撃とうとするが、踏ん張る足が泥に取られてしまう。くそっ、面倒だ。

　このまま付かず離れずを繰り返していても、相手のペースに飲まれっぱなしだ。

　まずは、一矢報いる。

　大きく息を吸い込むと、下半身に意識を集中していく。

　生体活性・脚ブーストレツグ！

　強化された脚力は、泥の中であろうとお構いなしに踏み抜いていく。まるで一本の芯しんを通したように下半身を安定させると、俺は相手に向けて飛び出した。

「──っ！」

　これには、相手も面を喰くらったようだ。刹せつ那なの瞬発力では俺の方が上。これまで相手が優位に運んでいたことを覆したのだ。無理もない。

　──ガァン！

　相手の剣と片手半剣バスタードソードがぶつかり合う。お互いに勢いを乗せた一撃は、水滴を弾はじきながら、重く激しい音を周囲に響かせていく。そのまま、互いの剣はこすり合うようにして離れ、俺は反対側へと抜けていった。

　息を整えながら、相手を見据える。

　依然としてその正体は不明だが、なにより気になったのはその臭においだ。

　血臭。それも、この雨の中でもはっきりと嗅かぎ分けられるほどの濃さである。

「……なんなんだ、こいつは」

　唾つばを飲み込み、喉のどがごくりと鳴る。

　ひと言で形容するなら、異様。まるで、この森の中で獲物を屠ほふり続ける狩人かりゆうどだ。

「イグニスさん！　ここは私がっ！　植物制御プラントロール！」

　辛うじて届くマルシアの微かすかな声と共に、周囲の草が襲撃者に襲い掛かった。しかし、襲撃者は剣を構え直すと、身体からだを回転させた勢いですべて薙なぎ払っていく。

「──噓うそっ!?」

　マルシアが驚くのも無理はない。ぬかるんだ足場をものともしないバランス感覚。瞬時に状況を把握して行動する判断力。一撃でマルシアの草縄を刈り取る剣技。どれをとっても一級品だ。

　魔物の持つ獰どう猛もうさとは違い、知識と技術に裏打ちされた行動。相対するなら、コボルトたちよりもよっぽど質たちの悪い相手だ。

　呆ぼう然ぜんとするマルシアを守るように、シルヴィアが大盾を構えて前に出る。

　しかし、襲撃者はそれを一いち瞥べつすると、その場に立ち尽くしたまま動かない。

　……俺たちの戦力を分析しているのか？

　一対一であれば向こうが上。それは先ほどの数手で分かりきっている。しかし、ここに魔術師と騎士が加わるとなると、勝負の行方は分からなくなる。むしろ、負ける可能性の方が高いと踏むのが普通だろう。

　……攻撃の出来ない騎士と、一つの魔術しか使えない魔術師であると知らなければ、だけどな。

　正直、このまま逃走してくれるのが一番ありがたかった。真っ先に狙ねらうとすれば魔術師。俺とシルヴィアが怪け我がを負うならともかく、マルシアは即時回復という訳にはいかない。

　いくら待っても襲撃者は動かない。

　本当になに考えてんだ。静かになったらなったで、余計に不気味さが増してきやがる。

　相手がどんな行動を起こしても対応出来るように、俺は片手半剣バスタードソードを構えたまま、じっと襲撃者を見つめ続けるしかなかった。

　雨音だけが、周囲に響き始めてどれくらい経っただろうか。

「──すまぬ、貴殿たちであったか」

　襲撃者は突然、言葉を発すると構えを解き、外套のフードに手をかけた。

　その行動に混乱する俺たち。そんな中、冷静にランタンを灯す襲撃者。そこに浮かびあがったのは、見知った人物だった。

「──お前はシーズ!?」

　それは、風の騎士団の両手剣ツーハンドソード使い。

　その顔を見るや否や、全身から力が抜け、思わず倒れ込みそうになる。よくよく観察すれば、その剣もどこか見覚えのあるものだった。基本的な作りはどれも似たようなものだが、柄つか頭がしらや柄元の意匠などは製作者それぞれで違っている。

　視界が悪かったし、突然の襲撃でそんなところを見る余裕なんてなかったけどな。

「しかし、生きていたか」

　シーズは軽く頷うなずく。

「皆、無事だ。案内しよう」

　簡潔にそう言うと、シーズは歩き出していく。

「おい、ちょっと待てって！」

　有無を言わさず進んでいくシーズの後を、俺たちは慌てて追いかけた。

　再会の余韻なんてまるで無視か。つーか、アレだけ盛大に間違えておいて、詫わびのひと言で「まあ、いいか」と思ってしまうのは、シーズの人徳なのだろうか。

　……いや、これは諦あきらめのような気がする。




「これはお前が？」

　シーズの後をついていくと、幾つものコボルトの死体が転がっているのが眼についた。

「周囲の動くものを潰つぶしてまわっていた」

「……それで、俺たちにも襲い掛かってきたという訳か」

　俺はため息をつく。とばっちりもいいところだ。

　よくよく見ると、コボルトたちに刻まれた傷跡は、背部に多い。戦場の状況と単独行動から、奇襲のほとんどは成功していたのだろう。コボルトソルジャーですら、一刀のもとに切り伏せられていた。革装備を着込んで多少の防御力を上げたところで、突撃から繰り出される両手剣ツーハンドソードの一撃を防ぐことは出来なかったのだろう。マルシアの柔軟な草縄でもあの始末だからな。

　狂戦士バーサーカー。

　それは戦場の噂うわさ話。長いこと戦い続けるあまり、敵味方の判断がつかず、動くものすべてに襲い掛かるようになってしまった戦士の話。

　眼の前を歩く冒険者の行動に、なんとなくそんなことを思い出してしまった。




　木々の合間をすり抜けるように進んでいくと、やがてそこだけ大地が盛り上がったような岩壁に辿り着く。その周囲はコボルトの大群と対たい峙じした場所のように開けており、こんな天候でなければ見通しはよさそうだ。

　そんな岩肌にぽっかりと空いた洞穴の入り口から、辺りを窺うかがっている人物がいた。

「なんだ、お主たちもここまで来てしまったのか」

　ドワーフのヨンドはこっちに気づくと、俺たちの状況をすぐさま理解したのか、笑いながら声を掛けてきた。

「そりゃ、少し考えりゃ分かるだろ。今度から行方をくらます時は、ちゃんと報告書を出してからにしてくれないか」

　俺は軽口を返す。

「はっはっは、そりゃそうだ。すまんかったの。しかし、お互い無事なようでなによりだわ」

「無事っつーか……危うく、お仲間に殺されかけたけどな」

　俺は隣に並んでいるシーズを親指で差して言った。

「なるほど。それは災難だったの」

　ヨンドは更に口の端を歪ゆがませる。完全に面白がっているようだ。

「……災難で済む問題か」

「いや。すまん、すまん。シーズは戦闘に集中すると周りが見えなくなることがあるからの。その分、その時の能力はかなりのものなんだが……まあ、ここで立ち話もなんだの。奥に入るといい。詳しい話はアルフたちがしてくれるだろう」

「そうだな、そうさせて貰もらおう」

　さすがに雨の中、ずっと突っ立っているのは御免こうむる。

　俺たちはシーズを先頭に洞穴の中へと入っていった。外から見た入り口は小さかったが、奥に進むにつれ、段々と広くなっているようだ。

　内部の壁面をよく見ると、自然に出来たものとは思えないほどに整っている。これは魔術の仕業だろうか。メルディアーナは風の魔術師なので、こういうことには不向きなはずだ。以前に、他の魔術師が掘りだしたのだろう。

　後に続く二人も不思議そうに辺りを見回している。あまりにも首を傾けたため、黒騎士の兜かぶとがずれ落ちそうになったところを俺は慌てて押さえにかかった。

「……気をつけろ」

「……すみません」

　小声で注意する俺に、中のシルヴィアが謝る。

　そんな洞穴の最奥からは、光魔石の明かりが漏れていた。

「──おい、大丈夫かっ!?」

　その傍らにいる人物を見て、俺は声を張り上げてしまった。

　少し遅れて同じようにマルシアが驚いた声を上げ、シルヴィアも中で立ち上がったのか、黒騎士から何かを打ったような音が聞こえてくる。

　地面に置かれたランタンを囲むようにして二人の影。それはもちろん、風の騎士団のアルフとメルディアーナなのは間違いない。

　いつものように声を掛けようと手を上げた時、光の中に浮かび上がるアルフの姿に、俺の眼は驚きに見開かれた。

　上半身をさらけ出し、そこに巻かれた赤く染まる包帯の痛々しさ。以前、シルヴィアと知り合った際の俺の状態と似たようなものだった。

　そんなことを考えながら、シルヴィアを横目で見る。さすがにあの時のように回復は出来ない。心なしか黒騎士が落ち込んでいるように見えるのは、シルヴィアの心情を表しているのだろうか。

「あはは。ちょっと、ドジっちゃってね」

　見た目とは裏腹に、相変わらずの明るさでアルフが言う。隣のメルディアーナが、アルフの言葉を聞いて俯うつむいたのが少し気になった。

「……コボルトにやられたのか？」

　さすがにあの数となると、無傷で切り抜けるのは無理があるだろう。

「うん、ソルジャーとリーダー」

「──リーダーだとっ!?」

　俺は思わず、自分の耳を疑った。

　コボルトリーダー。その名の通り、コボルトたちの纏まとめ役。ソルジャーの更に上を行く、レベル５の魔物だ。ソルジャーの出現だけでも異常だというのに、リーダーとなると常軌を逸している。

「なんで魔物の巣でもないのにリーダーがいるんだっ!?」

　俺は声を荒あららげる。自分でも焦っているのがよく分かっていた。

　通常、高レベルの魔物というのは、魔物の巣という己の住すみ処かを拠点としている場合が多い。その魔物の巣だが、テレシア付近で確認されたことは今まで一度もなかった。

　しかし、コボルトリーダーがいるということは、テレシア付近で起こっていたおおまかな出来事に説明がつく。ここに新たな魔物の巣を作るのであれば、まずコボルトたちは周囲の魔物たちの掃討にかかる。追い出された魔物たちが街道などに溢あふれたのが豊作の期間。そして、それが落ち着いた後にやってきたのが現状の不作という訳だ。

　新人冒険者たちが無事だったのは、ギルドの教え通り、レベル３であるコボルトに手を出さなかったからということになるのだろう。

「それは僕たちにも分からない。でも、実際に戦った結果がこれさ。命があっただけでも儲もうけたよ」

　首を振り、アルフは手を胸に当てた。

「……それもそうだな。大声出してすまなかった。無事でなによりだ」

「シーズに偵察を頼んでいたんだけど、まさかイグニスたちを連れてくるとは思わなかったよ。とりあえず、適当に座って」

　アルフに促され、俺は邪魔にならないように端へと座り込む。その両隣に、シルヴィアとマルシアが並んで腰を下ろしていった。

　しかし、くっつきすぎだ。中身であるシルヴィアであれば問題はない……とは言わんが、黒騎士が俺の側そばに寄り添うのは異様にしか映らん。鎧よろいの表面を軽く押すと、それに気づいたのかシルヴィアが少し離れていった。

「じゃあ、シーズ。報告をお願い出来るかな」

　シーズは軽く頷き、口を開く。

「リーダーの気配はない。代わりに複数のコボルトの接近を確認。すべて処理しておいた」

　簡潔なシーズの報告に耳を傾けながら、思考を巡らせる。

　果たしてリーダーの知能はどれくらいか。俺たちをはめた作戦から考えるに、人間並みはあると考えた方がいいかもしれない。

「コボルトはそれぞれバラバラに動いていたのか？」

　俺はシーズに向けて質問を投げかける。

「うむ。故に各個撃破した」

　そうなると、俺たちが最初に遭遇した斥せつ候こう役と似たようなものだろうか。

「少し、危険かもしれないな」

　雨の中で匂においは追えない。音は遮られ、視界は狭まる。こんな状況で頼りになるのは……。

「どういうこと？」

　アルフが聞き返してくる。

「そいつらを斥候と仮定した場合。戻ってこない方向に敵……つまり、俺たちがいると考えるのが妥当だろう」

「……いくらコボルトリーダーと言っても、そこまでの知恵があるのかな？」

　腕を組み、アルフは考え込んだ。

「正直分からん。高レベルになるほど個体差が激しい、とも聞くからな。だが、相手はレベル５だ。用心してもし過ぎるということはないだろう」

「……そうだね」

「まあ、どちらにしろ雨が降っているうちは互いに身動きが取れないだろう。少しでも怪け我がを癒いやして、体力を温存することだな」

　今からアルフを担いで飛び出したとしても、雨の中で方向も分からずに彷徨さまようのは危険過ぎる。正確な時刻は分からないが、そろそろ日が暮れてもおかしくないはずだ。

　俺は道具袋から取り出した干し肉を、アルフに放り投げる。

「ありがと」

　それを片手で受け取ると、アルフは礼を述べた。

　そこで会話が一いつ旦たん途切れる。そのタイミングを見計らって、シーズがいきなり頭を下げた。

「済まない。軽率な行動をとった」

「いや、コボルトたちがすぐ近くまで来ていたという話だ。シーズがそのまま見過ごしたとしても、この場所を発見されていた可能性が高い。知らぬ間にリーダーに報告されるよりは、襲撃の可能性が知れただけでもだいぶマシだろう」

　無論、俺たちを襲撃したことは軽率すぎるけどな。

「そうだよ。シーズが気にすることじゃないさ」

　アルフも俺の言葉に首肯する。

　シーズは頭を下げたまま、もう一度「済まぬ」と謝罪を口にする。そして、空いている場所に座り込み、瞑めい想そうを始めていった。戦闘になった際の英気でも養うのだろうか。

　話すべきことを終えてしまったので、洞穴の中はとても静かだ。

　シルヴィアとシーズは元より無言だし、アルフは傷が響くのか、ときおり眉まゆを寄せている。メルディアーナはそんなアルフが気になっているのか、視線を向けては落ち込んでいた。そして、そんな雰囲気に飲まれているのがマルシアだ。

「このままぼーっとしていても暇だ。見張りの交代でもしてくるかね」

　俺はおもむろに立ち上がると、隣の仲間たちに視線を向ける。二人はそれに気づくと、共に立ち上がってくる。

「外で色々と大変だったんでしょ？　ゆっくりと休めばいいのに」

「いや。少し、やってみたいこともあるんでな……」

　言葉を濁し、俺たちは入り口へと戻っていった。

「なあ、マルシア」

　その途中、皆と歩調を合わせて問いかける。

「なんですか？」

「あの魔術、アルフたちに知られても大丈夫か？」

「もちろんです。こんな状況で出し惜しみなんて出来ませんよ」

「……そりゃそうだ」

　真剣な表情で答えるマルシアに少々面を食らってしまった。俺は頭を搔かきながら、隣のシルヴィアに視線を移していく。光魔石から離れれば黒騎士の纏う影は更に濃さを増し、生来の内気さも相まってまったく存在感を感じさせない。まあ、これはこれでいいんだが。

　しかし、マルシアの言葉は確かに正論だ。

「なんだ、奥に行ったと思ったらすぐに戻ってきおって」

　入り口の壁に背を預けていたヨンドは、俺たちを見るなり口を開いた。

「なに、この洞穴の防衛力を高めようと思ってな」

「土でも盛るのかの？　しかし、こんな雨ではすぐに流れてしまうぞ」

「さすがにこんな状況で泥遊びをする気にはならんな。そんなことより、もっと簡単な方法だ」

「ほう、それはどんなのだ？」

「説明するよりは、実際に見た方が早いだろう。マルシア、この洞穴を保護する感じで周囲にバリケードを作ってくれるか？」

「まかせてください」

　マルシアは胸を張って答えると、入り口ギリギリのところに立つ。両手を前方に掲げると、ゆっくりと眼を閉じていった。

「嬢ちゃんがやるのかの？」

　ヨンドは興味深そうに覗のぞき込んでいた。その反対側ではシルヴィアが同じような体勢を取っていく。全身鎧が二人も並ぶとなんだか狭く感じるな。

「まあ、見てのお楽しみだ」

「──っ！　植物制御プラントロール！」

　かなりの時間をかけ、マルシアが言葉を紡いでいった。すると、もぞもぞと周囲の地面が蠢うごめきだし、泥を吹き上げながら大きな木の根が顔を出していく。

「おおっ！　これは──」

　ヨンドは大きな声を上げると、途中で固まった。

　木の根は止とどまるところを知らず、俺たちの身長の何倍もの高さに伸び上がり、両腕で抱え込めないほどの太さになっていく。それらが絡み合って作られていく根のバリケードは、見ている俺たちの言葉を失わせた。

「……言葉が出ないな」

「……そうだの」

　俺が漏らした感想にヨンドが相あい槌づちを打つ。

　そのまま無言で洞穴から雨の降りすさぶバリケード前まで歩き、コンコンと重厚な自然の壁を叩たたいてみる。それは実に見事な出来栄えだった。逃走中に作り上げていた小さめのものを想像していただけに、これは期待以上の代物である。

「頑張りましたっ！」

　背後を振り返ると、満面の笑みを浮かべるマルシア。特に疲れた様子は見られない。一般の魔術師がこんなものを作り上げたとしたら、魔力切れのひとつでも起こしてそうなものなのだが……。

「そうか、よく頑張ってくれた」

　俺の褒め言葉に、更にマルシアが破顔した。しかし、そんな俺にもう一つの視線が絡みついてくる。こちらをじっと見つめているのはシルヴィア。いったい何が言いたいのか分からないが、視線は一向に外れようとしない。

「……これはいったい、どうしたんだい？」

　そんな二人の後方、洞穴の奥からアルフたちが顔を出した。外から聞こえる物音が気になって出てきたのだろう。そりゃ、かなりでっかい音だったからなあ。

「少し、防衛力を高めてみてな」

「……どう見ても、少しどころじゃないんだけど」

　若干、呆あきれたようにアルフが言う。

「……斬きってみても良いだろうか？」

　いつの間にやら、隣に居たシーズが問うてくる。許可を求めてはいるが、既に両手剣ツーハンドソードを構えているあたり、やる気満々だった。

　マルシアの方を向くと頷うなずいていたので、構わないと許可を出す。

「──はっ！」

　すぐさま、気合の掛け声が耳に届く。しかし、シーズの振り下ろした両手剣ツーハンドソードは根の半ばで止まり、それ以上の進入を拒まれていた。

　十分に硬さの証明は出来たが、シーズ本人は納得がいかないようで、それから二度ほど同じ行動を繰り返した。結局、どれも同じ結果に、なんとなく落ち込んでいるようにも見える。

「とりあえず、出来ることはやった。あとはこの雨が上がるまで休むとしよう」

　主に諦あきらめきれない奴に言い聞かせるように呟つぶやき、俺は洞穴の中へと戻る。その甲か斐いあってか、シーズもしぶしぶと後をついてきた。

　その途中、マルシアを労いたわるように頭をぽんぽんと撫なでてやったが、なぜだか不満だったらしい。そして、またもシルヴィアが何か言いたそうな視線を俺に送ってきていた。




　雨は降り続く。

　見張りをする以外、これといってすることのない俺たちは、静かな時間を過ごしていった。

　シルヴィアが外に出られないのは可か哀わい想そうではあるが、保存食などに関しては黒騎士の空いているスペースに詰め込んである。とりあえず、大きな問題はないはずだ。何かあったら見張りにかこつけて対処すればいい。

　眼の前でアルフが包帯を取り替えていた。患部に薬草をすり潰つぶして作られている携帯薬を塗りこみ、再度包帯を巻く。それを甲か斐い甲が斐いしくサポートしているのがメルディアーナだった。

　最初からずっと引っかかっていたことがある。それはメルディアーナの態度。これまで見ていたことから察するに、アルフの傷は彼女を庇かばうなどして負ったものなのだろう。

　ぼーっと周囲を観察していると、シルヴィアとマルシアの姿が見当たらないことに気づいた。

　この洞穴の中では隠れる場所など存在しない。

　なんとなく気になった俺は、外に向かおうと重い腰を上げる。

　辿たどり着いた洞穴の入り口には、大きな黒騎士で蓋ふたをするかのようにシルヴィアが座り込んでいた。何をしているのかと肩口から覗き込んでみれば、足元には一輪の花が咲いているではないか。

　顔を上げ、辺りを見回したところ。

「……なんだ、これは」

　眼に飛び込んできた光景は、異様だった。

　入り口付近の大地には、木の根のアーチが作られており、雨の浸入を拒んでいた。それだけではなく、あちこちに花まで咲いている。いったい、なにが起こったというのだ。

　その花たちを順に追っていくと、ヨンドと共に、なにやら座り込んでいるマルシアの姿があった。

　ああ、原因はこいつか。マルシアが得意顔をしている時点で、すべてを察した。

「なにを無駄な力使っているんだ」

　二人に近づくと、俺は後ろから声を掛ける。

「え、これくらいなら大丈夫ですよ。ほら、綺き麗れいじゃないですか」

　そう言うと、マルシアは俺に花を渡そうとしてくる。

　植物の種類に詳しくはないが、よくプレゼントなどに用いられる派手な花とは違い、控えめな青い花びらは、見ていてなんとなく落ち着く。

　しかし、渡すなら逆じゃないのか？　無論、俺は渡す気なんてないが。

「ヨンド、見張りを替わろう。中にいると暇でしょうがない」

　マルシアにいらんと手を振り、俺はヨンドに声を掛けた。

「ふむ、なるほど。了解しよう。邪魔者はいなくなるとするかの」

　ヨンドはニヤリと笑うと、なにやら余計なひと言を残し、奥へと引っ込んでしまった。

　俺は頭を搔く。なんだか妙な雰囲気になってしまった。

「……その花の名前はなんていうんだ？」

　その雰囲気を払ふつ拭しよくしようと、俺は問いかける。するとマルシアはため息をつき、呆れたような表情を返してきた。

「イグニスさんは、本っ当にこういうことに興味ないですよね。花の名前はトコツネです。珍しいものではないですよ。どんなところにも咲いている、小さくて目立たない花です。芽吹きの季節になればよく見かけるじゃないですか」

「……ああ、あれか」

　マルシアの手の中にある花を、まじまじと見つめる。そう言われてみれば、この季節によく見かける花だ。毒にも薬にもならない物の名前など、あまり詳しく覚えていないけどな。

　普段よりかなり大きくなっているのは、マルシアの能力の所せ為いだろう。そうでなければ、少なくとも馴染みがあるものだと気づいていたはずだ。多分。

「この花には逸話があるんですよ」

「逸話？」

　俺はおうむ返す。名前すら覚えていないのに、その内容を知っている訳がない。

「花言葉は『いつも貴方あなたの傍そばに』。離れ離れの恋人たちが、同じ時刻にトコツネの前で相手のことを想おもっていると、お互いの声が聞こえてくるんですよ」

「……ちょっとした怖い話じゃないのか？」

「なに言ってるんですか！　ロマンチックじゃないですかっ！」

　どうやら、俺たちの感性はズレているらしい。いや、分かりきっていたことではあるが。

「それで、どうするんだ。この花たち」

　辺りを見回しながら呟く。俺たちは大きく、目立つようになったトコツネの花に囲まれていた。

「えっと……とりあえず、飾り立てましょうか？」

　マルシアがアホらしいことを言い始めた。洞穴に花を飾ってどうすんだろうか。




　　　　※




　何事もなく夜が明けた。

　豪雨はやがて小雨となり、陽ひが昇る頃には雨雲もどこかへと去っていた。

「ふあ……」

　俺はあくびを嚙かみ殺す。そして、あぐらをかいた膝ひざの上に肘ひじをつき、顎あごを乗せたまま外の景色を眺めていた。

　太陽が少し顔を出したとはいえ、人々が活動を開始する時刻ではない。雨も無事上がったことだし、皆が起床した頃合いを計り、行動に移ることになるだろう。

　あれから見張りの番は一巡し、ふたたび俺が担当している。

　そんな俺と共に見張りについているのはシルヴィアだ。黒騎士の正体を隠している関係上、こうなるのは当然のことだった。

　近くにいる黒騎士だが、現在その中身は空っぽである。

　皆が夢の中にいるため、シルヴィアにとっては自由な時間ということに他ならない。

　誰だれかが起きてきても大丈夫なように、俺は洞穴の入り口脇に座り込んでいる。

　シルヴィアは鎧よろいから外に出ると、まずは大きく深呼吸。その後、長時間中に篭こもっていた鬱うつ屈くつを晴らすかのように、身体からだを動かしていった。

　そんな光景を、なんとなく眼で追っていく。

　何度か転びそうになる場面も見受けられたが、それはそれで見ている分には微笑ほほえましい。

　半刻ほどで満足したのか、シルヴィアが俺の方へと戻ってくる。その途中、昨夜のトコツネが気になったようで、足を止めると、それをじっと見つめ続けていった。

　そういえば、昨夜も鎧の中からずっと眺めていたような気がする。

「気に入ったのか？」

　シルヴィアはこちらを向き、小さく頷いた。

「……やはり、女ってのはそういうのが好きなもんなのかね」

　独り言ごちて、ふたたび大きなあくびをする。

　そんな時、視界の端に何かの影が動くのを感じた。




　事態は一変する。

「敵は一気に入ってこれない。まずは押し返すぞ！」

　襲い来るコボルトを切り伏せ、隣のシルヴィアに向かって大声で叫んだ。

　シルヴィアは黒騎士をガシャガシャと慌ただしく動かしながら、こちらに了承を示す。

　最初に現れたのは、バリケードの隙すき間まからこちらの様子を窺うかがっている、一体のコボルトだった。

　それに気づき、俺は片手半剣バスタードソードを摑つかむと静かに立ち上がった。斥せつ候こうであれば処理するに越したことはないが、逃がしたところでこれからすぐに動き出せばすむことだ。

　しかし、そんな余裕はすぐさま消え去ってしまった。

　その奥から続いたのは、大量のコボルトたち。それを確認するや否や、俺は慌てて洞穴内部に向けて叫んだ。

　幸い、事前に作っておいた洞穴を囲むバリケードのお陰で、コボルトたちは一、二体分の隙間からしか侵入出来ていない。まずはその隙間まで押し返すことが出来れば、数の利は幾分かマシになるだろう。

「こりゃ、大量だの」

「推して参る」

　俺たちがコボルトの先陣とかち合っていると、洞穴の中からヨンドとシーズが飛び出してきた。

　さすが冒険者。危機に対しての動きは早い。

　俺とシルヴィアを囲むように回り込んでいたコボルトたちに対し、二手に別れて左右からの強襲。このまま広がってしまうと、俺たちは後退せざるを得なくなるため、ありがたい。

　押され気味だった戦況が一転、じりじりと押し返し始める。

　コボルトと交差し、片手半剣バスタードソードがまたひとつ、骸むくろを作った。隣のシルヴィアも敵の気迫に押されることなく、しっかりと地に足をつけて対応している。

　先陣部隊にコボルトソルジャーの姿が見当たらないのが幸いだ。

「さすがに、この数は鬱うつ陶とうしいな」

「人気者は辛つらいの」

　漏れた文句に、ヨンドが軽口で応じた。

　そんな会話が交わせるのも、まだ余裕があるからだろう。数では圧倒的に相手が勝るものの、今の俺たちが相手にしているのはただのコボルト。レベル４冒険者二人に俺とシルヴィアでも、十分に対応出来ていた。

　攻撃に集中すればレベル４並に動ける俺に、大盾と呪のろいの鎧で防御を固めたシルヴィアこと、黒騎士。さすがに左右で活躍する風の騎士団の二人には及ばないものの、コボルトごときに遅れを取るものではない。こちとら、パワーエイプ相手に戦っていたんだからな。

　無論、この余裕は風の騎士団がいるからに他ならない。さすがに俺たちだけだったら、昨日と同じように何とか逃げる算段をつけていたところだ。

「はっ！」

　両手剣ツーハンドソードを巧みに操り、まるで踊るようにコボルトを屠ほふっていくシーズ。

　襲われた時は心底恐ろしさを感じたものの、いざ味方となればこれほど心強い存在もない。

「胴がガラ空きだの」

　片や反対では、ヨンドが片手斧ハンドアツクスをカウンター気味に、コボルトの腹へと叩たたき込んでいた。それは修練の時、俺が受けたものと似ていた。思わず、その時の痛みを思い出してしまいそうになる。

「──っと！」

　気を逸そらしていると、すぐ近くまで追加のコボルトが迫っていた。その手に持つ短剣が、今にも繰り出されようとしているではないか。

　俺は身体を捻ねじり、その一撃を避よけようとした瞬間。

　ドンッ！

　コボルトが真横へと吹き飛んでいった。

　俺のもとを離れ、逆にシーズの方向へと近づいていくコボルト。それに反応したシーズが両手剣ツーハンドソードを一いつ閃せん。見事に両断していく。

「すまんな、助かった」

　俺はコボルトを吹き飛ばしたシルヴィアに礼を言った。

　シルヴィア唯一の攻撃方法、盾の強打シールドバツシユ。

　以前にもコボルトにぶちかましたその強打は、ただでさえ重い大盾の上に鎧の重量も加味されているため、まともに当てれば一瞬で相手の意識を飛ばすことが出来る。

　この鎧が脇目もふらずに突撃してくるのは、ちょっとした恐怖なはずだ。俺は遠慮したい。

　シルヴィアはぐっと腕を曲げてこくりと頷うなずくと、眼の前に近づいてきたコボルトに向け、ふたたび盾の強打シールドバツシユを見舞っていった。

　……なんだか、先ほどより張り切っている気がするのは気の所為だろうか。

「おっと、こっちも油断している場合じゃないな」

　俺は気合を入れなおすと、片手半剣バスタードソードを構えなおした。




「うおっ！」

　俺は後ろに倒れ込むようにして、なんとか片手剣シヨートソードの一撃から逃れていく。

　そのままゴロッと一回転し、距離を開けつつ体勢を立てなおすと、相手を睨にらみつけた。

　今度は決して油断していた訳ではない。それが証拠に、眼の前に立っているのはコボルトよりも大きな影だ。

「……遂ついに、お出ましか」

　コボルトソルジャー。実際に見るのは二度目だが、こうしてじっくりと対たい峙じするのは初めてだ。大きさから雰囲気まで、コボルトとは比較にならない。

「ここからが本番だの」

「腕がなる」

　ヨンドとシーズの言葉が耳に届く。

　どうやら二人もソルジャーと接敵したようだ。声音から若干、余裕が消えているように感じる。

「やってやるさ。黒騎士、油断するなよっ！」

　俺も二人と同様、声を張り上げた。それに応じるようにガシャッという音が隣から聞こえてくる。

　間髪を容いれず、コボルトソルジャーが片手剣シヨートソードを振り下ろした。それは先ほどと同じ軌道を描き、俺へと襲い掛かってくる。

「舐なめるな！」

　俺はそれを横に避け、カウンターの一撃を入れようとするが──。

「なっ!?」

　片手剣シヨートソードは途中で止まると、軌道を変え、避けたはずの俺へと向かってくる。

　──フェイントかっ!?

　体勢を崩しながら、コボルトソルジャーの一撃を片手半剣バスタードソードでいなしていく。

　安あん堵どしたのもつかの間。三度、片手剣シヨートソードが襲い掛かってくる。

　くそっ！　まるで人の相手をしているみたいだ。

　コボルトに知能があることは分かっている。しかし、レベルひとつ変わっただけでこれなのか。

　幸いなことに、基本的な能力で言うとそこまで高い訳ではない。シーズやヨンドに比べれば、いささか余裕を持って戦える。

　最初のフェイントに面を喰くらってしまったが、落ち着いて対応すれば勝てる相手だ。

　こいつらを魔物と思わず、人と戦っていると考えよう。そうすれば齟そ齬ごも生じないはずだ。

　コボルトの剣筋が、ふたたび縦たて斬ぎりから横よこ薙なぎへと変化する。それを身を低くして躱かわすと、流れたソルジャーの胴体に向かって突きを放った。

　さすがに、この状態では回避行動が取れない。片手半剣バスタードソードは見事、ソルジャーの胸を貫いた。

　断末魔の悲鳴。

　それを耳にした俺は、とどめを刺せたと思い、一息つく。

　しかし、コボルトソルジャーは俺を睨んだまま、自らに生えている片手半剣バスタードソードの剣身を抱え込むようにして摑んだ。一瞬、何をしているのか理解出来なかったのだが。

「イグニスっ！」

　アルフの声に、新たなコボルトソルジャーが迫っていることに気づいた。

　振り返った時には既に遅く、ソルジャーの手にある剣がこちら目掛けて振り下ろされていた。

　シルヴィアが慌ててこちらに駆け寄ろうとする姿が見えるが──間に合わない。

　刃が俺へと近づいてくる。それはどう考えても、肩口から体内に滑り込む未来が見えた。

　万事休す。

　そう思った瞬間、なぜかその動きが止まる。

　……何が起こった？

　視線を目前の剣から離し、ソルジャー全体へと向ける。

　俺の眼に飛び込んだのは緑色。大地から生える草の縄が、ソルジャーの全身に絡みついていた。

　それは最も早はや、何度世話になったか分からないマルシアの魔術。

　それを認識すると、すぐさま事切れた最初のソルジャーから剣を引き抜き、身動きの取れない二体目のソルジャーに向けて突き入れた。

「マルシア、助かったっ！」

　更に群がって来ようとするコボルトたちに向けて片手半剣バスタードソードを振るいながら、俺は大きな声で感謝の言葉を叫んだ。

「イグニスさん！　黒騎士さん！　そこから左右に離れてくださいっ!!」

　返ってきたのはマルシアの指示だ。

　それを聞いたシルヴィアが、こちらへと視線を投げてくる。俺は軽く頷き返すと、大地を蹴けった。シルヴィアもそれに応じ、反対側へと跳躍していく。

　当然、陣形の中央に穴が開いた。それをチャンスと見たコボルトたちが、わらわらと集まってくるのが見えた。

「──っ！　風斬ウインドスラツシヤー！」

　少し間をおいて、メルディアーナの声。

　開かれた俺たちの間に向けて、魔力が疾は走しる。

　それは触れるものすべてを裂く、巨大な風の刃やいば。以前に見た魔術とは、比べ物にならないほどの大きさと速度である。

　風は一瞬にして、大地を赤く染め上げた。

　その軌跡を証明するかのように、コボルトたちは巻き込まれ、切り裂かれていく。

　風はバリケードの合間を縫い、外側のコボルトたちにも襲い掛かった。

　大群の中を無慈悲に突き進む、殺さつ戮りくの刃。

　これは行ける。そう思った瞬間。

　──オオォォォ。

　大地に響く雄お叫たけびと共に、風の刃は搔かき消えてしまった。風はゆるやかに四散すると、俺の前髪を揺らしていく。

「なっ!?」

　俺は眼を見張った。

　大群の中心には、まごうことなき魔物が一体。それは通常のコボルトより大きいが、ソルジャーよりは若干小さく、なんだか中途半端な印象を受けた。

　しかし、それは見かけの話だ。

　──ゾクリ。

　そいつと眼が合うと、全身を悪寒が包み込んでいくのが分かる。

　身体からだが硬直し、どっと汗が吹き出す。まるで、悪意の塊を口の中に突っ込まれたような感じだ。

　その魔物から噴き出してくる重圧は、周囲のコボルトたちとは比べ物にならない。

「あやつがリーダーだ」

　すぐ隣のヨンドが呟つぶやいた。

「あれが……そうか」

　コボルトリーダーは手に持つ幅広の剣ブロードソードを軽く左右に揺らすと、ゆっくりと先端をこちらに向け、鳴き声を上げた。

　それは突撃の号令だろうか。魔術に怯ひるんでいたコボルトたちが、ふたたび進行を開始する。

　大地には大量のコボルトが沈んでいるというのに、その数に衰えは見えない。

「……いったい、どれくらいの数がいるんだ」

　俺は片手半剣バスタードソードを握り締めると、中央の穴を塞ふさぎに戻った。




　戦端が開かれてから、どれくらい経っただろうか。

　最早、数えきれないほどの屍しかばねが、足元に積み重なっていた。それらに危うく足を取られそうになったり、そこから流れ出た血がぬかるんでいる地面と混じり、不快感を煽あおっていたとしても、それは些さ細さいなことだ。

　それ以上の問題が、目下に迫っていた。

　それは、疲労である。

　終わりの見えない作業を延々と続けるのは、かなりの苦痛が伴う。

　マルシアやメルディアーナのサポートもあり、一見安定しているように見える戦況も、誰か一人の脱落で崩れてしまう可能性が高い。

　体力としてはそこまで消費していないはずのシルヴィアでさえ、精神的な疲れからか精彩を欠いているように見える。

「……このままだと、物量に押し潰つぶされるな」

　当初、ある程度の被害を出せばコボルトたちは引くだろうと踏んでいた。魔物もひとつの生命である以上、生存本能が働くはずだと。

　しかし、現状は違った。

　いくらコボルトの死体の山を築こうとも、俺たちへの攻撃は緩まることはない。

「……どちらかが滅ぶまで争う気なのか？」

　せめて、コボルトたちの総数が分かればいいのだが。

　守りのため、マルシアに頼んで作り上げたバリケードだが、この存在がコボルトたちの全容を覆い隠しているのもまた事実だった。

「かと言って、中に飛び込むのも自殺行為か……」

　いや、基本的に頭を狩れば群れは崩壊するはずだ。ひと月ほど前、無理を承知で倒したシャドウウルフのように。

「……賭かけに出るか？　いや、しかし」

　辛うじてギリギリのラインで踏み留とどまっている現状、一人でも抜ければ戦線の崩壊は免れない。くそっ、やっぱり八はつ方ぽう塞ふさがりか。

「やっぱり、賭けに出るしかないよね」

　不意に、後方からアルフの声がした。

　俺が振り返るより早く、アルフが脇を抜け、近くのコボルトを貫いていく。

「おい、大丈夫なのか!?」

「こんな状況で休んではいられないよ。君が僕の立場だったとしたら、安静にしているのかい？」

「……ああ、そりゃそうだ」

　アルフは俺とシルヴィアの間に割って入ると、コボルトたちに向けて突きの雨を降らせていく。その流麗な攻撃は、怪け我がの影響を微み塵じんも感じさせない。

　思わぬ援軍に、俺たちに若干の余裕が生まれる。

「このままだと、僕たちは負ける」

　アルフは断言した。

「……ああ」

「なら、することはひとつ、さ」

　そして俺に笑顔を向け、槍やりの石突をドンと大地に突き立てると。

「ヨンド！　シーズ！　僕たちはこれから最後の作戦に移る！」

　声高に叫んだ。いつもと違い、その言葉には重みが備わっている。

　呼ばれた二人は、既にその意味を理解しているようだった。さすがは長年付き添った仲間だ。

「イグニス、リーダーを任せてもいいかな」

「少々荷が重いが、ここで受けなきゃ男じゃないよな」

　俺はアルフの言葉に頷うなずく。

「こちらからはシーズが行くよ。僕はこの通り足あし手で纏まといだし、風の騎士団の中で一番機動力があるのは彼だからね。露つゆ払はらいはシーズに任せて」

　うむ、とシーズが応じる。

「残りのメンバーは全力でここを死守。二人が抜ける分は僕が何とかする。こう見えても、風の騎士団のリーダーだからね」

　リーダーの部分を強調し、アルフが言った。

「それじゃ、次のメルの魔術で道を作ったら……頼んだよっ！」




　ふたたび、風の刃がコボルトたちを蹂じゆう躙りんしていく。

　その姿を悠長に見ている余裕は、今の俺たちにはなかった。風の軌跡をなぞるように、二つの影は疾走する。

　その先には、コボルトリーダーの姿がある。大地から天空へと風を返すように、下から打ち上げられた幅広の剣ブロードソードによって、魔力の刃が霧散していく。

　命の危険を悟り、身体が無意識に制止を掛けているのだろうか、リーダーに近づけば近づくほど、放たれる圧力が重みを増していくように感じる。

　しかし、足を止める訳にはいかない。立ち止まってしまえば、命運は尽きてしまう。それも、俺ひとりの問題ではない。仲間たち全員の命を背負っているのだ。

「いくぞっ！」

「応っ！」

　俺はシーズと足並みをそろえると、勢いそのまま、左右からコボルトリーダーへと斬きりかかった。

　リーダーは笑うように小さく鳴く。そして後方に身を引き、俺たちの攻撃を避よけていった。

　さすがに群れの頭に襲い掛かられては、周りのコボルトたちは黙っていない。すぐさま俺たちを包囲するように回り込み始めた。

「此方こちらは任せよ」

　それに対するため、シーズが俺の背後に立ち、両手剣ツーハンドソードを構える。

　だが、その必要はなかった。

「オォォォォーン」

　コボルトリーダーが吠ほえると、周囲のコボルトたちは顔を見合わせ、ゆるやかに引いていく。

「……どういうことだ？」

　片手半剣バスタードソードを向けたまま、油断なく周囲を窺うかがう。しかし、コボルトたちは興味を失ったように背を向けると、洞穴の方へと向かっていく。

「成る程」

　そんな中、シーズが得心いったように呟くと、俺と並んで両手剣ツーハンドソードを構えなおした。それを見たコボルトリーダーが、口の端を上げる。

「……似た者同士、か」

　一人と一匹のやりとりを見て、なんとなく俺も察した。

　リーダーはコボルトたちにこう命じたのだろう。『俺の獲物に手を出すな』と。

　なんにせよ、わざわざ迎え入れてくれたのはありがたい。たとえ相手がただの戦闘狂だとしても、素直に感謝しておこう。

　俺たちと対たい峙じしたまま、コボルトリーダーは動かない。

　強者の余裕か、それとも慢心か。先手を俺たちに譲る気なのだろう。

「然しからば」

　シーズが目め配くばせすると、正面から挑み掛かる。両手剣ツーハンドソードの重い一撃は簡単に捌さばけるものではない、はずなのだが。

　易やす々やすと幅広の剣ブロードソードで受け止めるコボルトリーダー。更に驚くべき事に、片手でだ。だが、シーズの攻撃はそれだけでは止まらない。防がれると見るや剣を引き、すぐさま二撃目を繰り出していく。

　今度は受け止めず、リーダーは最低限の動きで回避する。

　遠心力を利用し、三撃目を放つシーズ。これも当たらない。

　だが、それでいい。

　シーズの連撃に注意が逸それている間に、俺はコボルトリーダーの死角へと回り込んでいた。

　二人で正面から挑めば勝てるかもしれない。しかし、これは修練ではない。俺たちは命を賭かけているのだ。戦闘は出来る限り、短時間で終わらせなければならない。

　俺は片手半剣バスタードソードを構えると、隙すきを窺っていく。

　チャンスはすぐに訪れた。

　リーダーがシーズの攻撃を避け、完全に背後を向ける形となったのだ。

　──今だ！

　心の中で叫ぶと、俺は脚に意識を集中させる。

　生体活性・脚ブーストレツグ！

　大地を蹴けり、片手半剣バスタードソードの先端を押しつけにいく。

　加速から最短で目標に到達する、無駄のない刺突。正面からの攻撃に意識を割かれているコボルトリーダーに、これを躱かわす術すべはないだろう。

　片手半剣バスタードソードが吸い込まれていく。俺の眼は、確かに先端がその背に触れる瞬間を捉とらえていた。

　しかし、手て応ごたえがない。

　馬ば鹿かな、避けられただと!?

　渾こん身しんの突きを躱された俺は、多大な隙を晒さらしてしまっていた。それをフォローするため、シーズが俺とリーダーの間に割り込んでくる。

　動きの止まった俺たちに、遂ついにコボルトリーダーが牙きばを剝むいた。

　幅広の剣ブロードソードがシーズに向かって襲い掛かる。

「ぬうっ！」

　それを両手剣ツーハンドソードで受け止めるが、その勢いは止まらず、振りきった剣に押し出されるように、シーズの身体がふわりと浮き上がった。当然、俺も巻き込まれていく。シーズの背中が俺の腹にぶち当たり、そのままゴロゴロと後方へ転がっていった。

　外がい套とうが泥にまみれていくが、その程度で済んだのが幸いと言えるだろう。

「大丈夫かっ!?」

　俺はすぐさま立ち上がると、シーズの様子を確認していく。

「事もなし」

　やや遅れて、シーズも態勢を立て直す。

　コボルトリーダーは幅広の剣ブロードソードを構え、俺たちを見据えていた。先ほどとは違い、幾分重圧が増している。これは本気になったということだろうか。

　今度はリーダーが前へと出た。一瞬で目前まで肉薄すると、俺たちに向けて横からの一撃。二人纏まとめて薙なぎ払うつもりだろう。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　俺は片手半剣バスタードソードでその一撃を受け止める。衝撃が剣を通し、腕に伝わってくる。しかし、先ほどのシーズのように吹き飛ばされるようなことはなかった。さすがに強化した腕であれば、リーダーの一撃を受け止めることは可能らしい。

　コボルトリーダーの表情に、多少の驚きが含まれたように感じた。

「参る！」

　隣のシーズが動く。横に寝かせた両手剣ツーハンドソードを、反対側からリーダーへと叩たたきつけていく。いくらコボルトリーダーと言えど、攻撃中に躱すことは出来ないだろう。

「むうっ!?」

　シーズが驚き、呻うめいた。俺も同様だ。リーダーは両手剣ツーハンドソードの剣身を摑つかみ、強引に押さえこんでいた。

　そのまま放り出された両手剣ツーハンドソードの勢いに、シーズがふたたび飛ばされる。

　俺は力の抜けた隙を狙ねらい、幅広の剣ブロードソードを弾はじくと距離を取った。

　シーズも空中で体勢を整えると、無事に大地へと着地していく。

　反対側に位置取りするように俺は動いた。これで、前後から挟み込む形となった。

「いくぞっ！」

　俺の合図にシーズが呼吸を合わせ、双方から襲い掛かる。

　だが、やはりコボルトリーダーの反応速度は異常だった。

　生体活性・腕ブーストアームの斬ざん撃げきを搔い潜くぐると、後方に迫るシーズの両手剣ツーハンドソードを受け止め、空いた左拳こぶしを腹部へと叩き込む。更に俺の方へ向き直ると、回転の勢いを利用して幅広の剣ブロードソードを叩きつけてきた。

　それを辛うじて片手半剣バスタードソードで受けはしたものの、不安定な状態では踏ん張れない。衝撃に逆らわず、俺は後ろへと飛び退のいた。

「シーズ、大丈夫かっ！」

　剣ではないものの、尋常でない腕力の一撃を受けた甲かつ冑ちゆうは、拳の形をくっきりと浮かび上がらせている。相当な衝撃がシーズを襲ったとみて間違いない。

「……事も、なし」

　ふらつきながらも立ち上がるシーズ。口では問題ないと言っているものの、ダメージがあるのは遠目からでもよく分かる。

　一つ、不利になった。

　二対一でもこの状態なのだ。ダメージが増えるたび、こちらの勝機は薄らいでいく。

「くそっ」

　生体活性・腕ブーストアーム！

　短剣を引き抜くと意識を集中させ、全力で投とう擲てきする。

　目標にほぼ確実に当たらないそれは、リーダーに向けたものではない。狙いは足元付近の大地。

　──ドン！

　大きな衝撃音と共に、土砂が舞う。それにコボルトリーダーが隠れたのを確認すると、俺は生体活性・脚ブーストレツグを使い、左側へと飛び出した。

　一足飛びでリーダーの側部に到達すると、そのまま方向を転換し、突撃。

　間髪いれず、土砂もろとも片手半剣バスタードソードを一いつ閃せんしていく。

　──ガァン！

　腕に伝わってきたのは、硬い金属を叩いたような衝撃。俺の渾身の一撃を阻んだのは、コボルトリーダーの持つ幅広の剣ブロードソードだった。

　それに気づいた瞬間、俺は吹き飛ばされていた。

「がはっ！」

　背中に木が当たり、肺から息が漏れる。

　やはり、こいつは視覚を封じられても何の問題もないようだ。

「……くそっ、この犬野郎め」

　思わず、罵ば倒とうが口から漏れる。その言葉に、リーダーの耳がぴくりと動いたのが眼に入った。

　視覚ではなく聴覚か。いや、追跡の時は匂においで追っていたし、視覚以外のすべてを使っていると考えた方がいいかもしれない。普通の人間には真似の出来ない芸当だ。

　俺は木に寄りかかりながら、立ち上がる。コボルトリーダーはそんな俺に眼もくれず、突撃してくるシーズへと向き直った。

　ふたたび、シーズとリーダーの武器が火花を散らす。腹への一撃を貰もらっているシーズの行動は、先ほどより若干遅いような印象を受けたが、さすがはレベル４冒険者。これまで培った経験からか、同じ轍てつは踏まない。

　俺と同様に、相手が視覚以外のものを使って戦況を把握していることに気づいたのだろう。先手を取るよりも、攻撃を誘発させてからの反撃に切り替えたようだった。

　それはどちらかというとヨンドが得意としている戦術だったが、避けるという一点では、機動力のあるシーズでなければ成し得ないことだろう。

　その行動に俺も乗る。息を大きく吸い込むと。

「いくぞ、この犬野郎っ！」

　自分の身体からだに活を入れるように、コボルトリーダーに向けて大きく叫んだ。

　生体活性・脚ブーストレツグ！

　ここからは常に全開だ。そもそもここを乗り越えなければ、明日あしたもクソもない。

　俺は爆発させるように大地を蹴ると、リーダーへと接近していった。

　これから繰り出す剣は相手を斬きるものでなく、惑わすためのもの。百に一つ、届けばいい。

　一つ、二つ、三つ。俺とシーズは剣撃を繰り返していく。

　すべては牽けん制せい。返される幅広の剣ブロードソードを避けることに全力をかけた。

　その成果は、少しずつ見え始める。

　シーズの両手剣ツーハンドソードが、そして俺の片手半剣バスタードソードが、リーダーの毛皮に一筋の傷跡を残していく。

　慣れもあっただろう。

　同時に繰り出される攻撃を、確実に躱す術などない。それまでの流れ、これからの読み。様々な情報を駆使して、俺たちは戦う。

　少しずつ、自分の中の何かが開花していくのを感じた。

　命を賭けているからこそ、得られる経験。それは確実に、俺の中に積み上がっていく。

　そんな時、遂に好機が訪れた。

　偶然か、それとも必然か。シーズの斬撃を避けた際、リーダーが大きくバランスを崩す。

　次いで放った俺の横よこ薙なぎが、見事に腹部を斬り裂いていった。

「オオオォォォー！」

　痛みに、コボルトリーダーが咆ほう哮こうした。

　俺たちはその隙を逃さず、追撃をかける。とどめを刺すべく、放たれる斬撃。それはこの一撃ですべてを終わらすという、意志の具現。

　──故に、防御が疎おろそかになった。

　気づいた時には、俺たちは宙を舞っていた。

　シーズの甲冑は更に形を変え、体内を蝕むしばむ勢いでひしゃげている。

　俺と共に飛ぶのは、赤い水滴。それを認識した瞬間、全身に激痛が走った。革鎧よろいを裂き、肩口から斜めに刻まれたのは剣の筋。そこから吹き出した鮮血が、俺を染め上げていた。

　痛みは、更なる痛みを呼ぶ。

「ぐうっ！」

　大地に叩きつけられた衝撃に、俺の意識が飛びそうになる。しかし、それを繫つなぎ止めたのは、近くに響いた何かの落下音だった。

　首を回し、それを確認する。そこには相棒、片手半剣バスタードソードの姿があった。

　手を伸ばせば届く距離。だが、この状態で戦闘が継続出来る訳がない。

　大地から背中に伝わってくる振動。少しだけ首を起こして前方を見やると、コボルトリーダーがこっちに向かって歩いてくる姿が眼に入った。

　腹部から流れ出た血が、毛皮を赤黒く汚している。しかし、倒れ込んでいる俺とは違い、しっかりとした足取りで大地を踏みしめていた。

　手に持つは、血が付着した幅広の剣ブロードソード。それがもう一度向けられた時、俺の命運は尽きるだろう。

　俺に残されたのは、今までの生を懐かしむ、僅わずかな時間くらいなものだろうか。

　ここ数年の記憶など、下らないことばかりだった。思い出す価値もない。だが、それ以前の俺はどうだっただろうか。確か、前を向いていたはずだ。真っ直すぐに、自分の信じた道を見据えて。

　そう、俺の視線の先で、諦あきらめずに立ち上がろうとしている冒険者シーズの姿。あれは、俺が望んだ冒険者の在り方ではなかっただろうか。

　遠くから響く、剣けん戟げきの音。

　俺たちを信じ、未いまだ戦い続ける仲間たちの声。

　──ああ、そうだ。俺は。

「……負けられない」

　伸ばしきった手が、これまで共に過ごしてきた相棒バスタードソードに触れる。

　決意を込めるようにその柄つかを握り締めると、力を振り絞り、俺はなんとか立ち上がっていった。

　ゆっくりとおもてを上げると、コボルトリーダーは眼の前にいた。その表情は、なんだか笑っているように見える。しかし、それももっともなことだ。誰が見たとしても、今の俺は戦える状態じゃないと分かるだろう。

　慈悲の欠片かけらも見せず、幅広の剣ブロードソードが天へと伸びていく。俺はその光景を見続けた。

　──今まで冒険者をやってたのはな。

　それが頂点に達すると、一瞬の停止を挟み、勢い良く振り下ろされる。

　──諦めが悪いからなんだよっ！

　俺は左腕を差し出した。もちろん、そんなもので止められるはずもない。

　幅広の剣ブロードソードは腕の肉を裂き、骨にまで達する。それに伴い、形容しがたい激痛が俺の全身を蝕んだ。

　だが、それに飲まれる訳にはいかない。歯を食いしばりながら、意識を集中していく。

　生体活性・腕ブーストアーム！

　幅広の剣ブロードソードが腕の半ばまで喰くらいついた瞬間、俺は生体活性ブーストを使用した。

　強化した腕の筋肉を硬化させ、体内で剣の進行を止めにかかる。右手は大地に突き刺した相棒を全力で握り締め、力の入らない脚に無理やり気合を入れていく。

　拮きつ抗こう。

　時間が停止したかのように、俺とリーダーは向かい合ったまま動かない。俺を凝視するその眼は、まるで信じられないものを見るかのように、驚きよう愕がくに彩られていた。

　次の瞬間、コボルトリーダーの胸から剣が生えた。

　それは両手剣ツーハンドソード。後方から放たれたのは、全身全霊を込めたシーズの疾走突きだ。

　リーダーが何かを叫ぼうと口を開く。しかし、そんな余裕は与えない。

「うおぉぉぉぉっ！」

　俺は雄お叫たけびを上げると、逆手のまま相棒を引き抜き、勢いそのまま相手の首筋へと打ちつけた。切り裂くというよりは引きちぎるように、相棒が喰らいついていく。

　これまでの苦労が噓うそのように、コボルトリーダーの首が、宙を舞った。

「俺たちの、勝ちだっ！」

　ざまあみろとばかりに、俺は声を張り上げた。




　──オォォォォン！

　静寂を破るように、一体のコボルトソルジャーが遠とお吠ぼえを上げた。

　それに呼応するように、次々とコボルトたちが続いていく。

　俺は警戒を強める。奴らが死兵となって襲い掛かってくればひと溜たまりもないだろう。

　しかし、その予想は幸いにも外れた。

　最初に吠え出したソルジャーが森の奥へと姿を消すと、他のコボルトたちもそれに続き、戦場から離脱を始めていった。

　目もく論ろ見み通り、頭を潰つぶしたことにより、群れは崩壊したようだ。

　それを確認すると、俺は胸を撫なで下ろした。同時に、身体から一気に力が抜けてしまう。気力で保っていた脚は、最も早はや言うことを聞かず、ふらふらと大地に倒れ込んでしまった。

　肩から斜めに切り裂かれ、左腕は辛うじて繫ぎ止められているこの状況。どこからどう見ても、瀕ひん死しの重症に他ならない。

「生きているか？」

　そこにシーズがやってくる。

「……そろそろ死にそうだ」

　冗談ではなく、本気で。
















「最善は尽くす」

　そう言うと、シーズはゆっくりと俺を抱え上げる。自身も腹部に多大なダメージを負っているはずだ。一歩踏み出す度、小さな呻うめき声が漏れている。

「……悪いな」

「事も、なし」

　その言葉を聞くのは何度目だろうか。やせ我慢が好きな男である。

　……まあ、その点では俺も似たようなものか。




　薄れゆく意識を何とか繫ぎ止めながら、俺たちは洞穴の近くまで戻ってくる。

　戦闘の気配は既に去り、静寂が辺りに漂っていた。積み上げられたコボルトの死体が、その激しさを物語っている。

　それらを虚うつろな表情で眺めていると、段々と意識が遠のいて──。

「──きゃあああっ！」

　それを助けたのは、耳をつんざくような甲高い悲鳴だった。

　顔を上げ、視線を向けた先にはマルシア。唇を半開きにし、両手を口元近くに当てたまま、固まっていた。

「……よう」

　手を上げて応じようとするが、どちらも既に動かない。

　──ガシャン！

　何かの金属が落ちる音が響く。

「シルヴィアちゃん!?」

　その声を聞いて、落ちたのが黒騎士の兜かぶとだということが分かった。

　大柄の鎧の中から飛び出したシルヴィアを見て、驚きの声を上げたのはメルディアーナだろう。それに周りの皆が注目する。俺を担いでいるシーズですら、痛みを忘れて驚いているようだった。

　そのまま、俺たちに向けて走り寄って来るシルヴィア。慌てているため、足元のコボルトにけつまずいてしまうが、なんとか持ち堪こたえる。

「シーズ、下ろしてくれ」

「承知した」

　俺はシーズに支えられながら、大地に脚を下ろす。

　その眼の前に立ったのは、戦場には不釣り合いな白銀の少女。

「頼む」

　簡潔に、俺は言う。長々と頼み込む余裕などない。それを察したシルヴィアは、コクリと頷うなずくとすぐさま動く。細い腕を持ち上げ、俺の胸に手のひらを添えていった。

　ふわりとシルヴィアの髪が持ち上がると、手のひらから光が生まれ始める。それはゆっくりと俺の胸に吸い込まれると、全身にあたたかさが広がっていった。

「──っ!?」

　皆が息を飲むのが分かった。

　身体からだに刻まれた傷跡が塞ふさがるのに加え、今にもちぎれ落ちそうな左腕が何事もなかったかのように再生を始めていくのだ。癒いやしの奇跡は神官の成せる技。しかも、これほど見事な治療術など、中々お目にかかれない。それが一介の奴隷の手によって引き起こされたなど、到底信じられるものではないだろう。

　すべての傷が癒いえると、シルヴィアは小さく息を吐いた。

　俺は左腕に視線を落とし、具合を確認する。手のひらをグッと握り込んでは力を抜いて開く。どうやら問題はなさそうだった。

「助かった、ありがとうな。それと、よく頑張った」

　そのまま左手をシルヴィアの頭に置くと、ゆっくり撫でていく。

　シルヴィアは安あん堵どの表情を浮かべたまま、されるがままだった。

「私も頑張ったんですけどー！」

　少しの間をおき、我に返ったマルシアが俺のもとまで駆けてくる。

　シルヴィアといい、マルシアといい、なぜこうも元気なのだろうか。

　風の騎士団といえば、シーズは俺と共に全力で戦闘を行ったため満まん身しん創そう痍いだし、アルフは元から負傷していた上に防衛戦で幾つかの傷を増やしている。メルディアーナは魔力切れで立っていられない状態だし、スタミナ切れとは縁がなさそうなヨンドでさえもへばっていた。

　そして、その全員が俺を見ていることに気づいた。

「それで、怪け我がは大丈夫なんですか!?」

　マルシアが露出した俺の腹部をツンツンと触りながら聞いてくる。

「ああ、見ての通りだ」

　左手でマルシアの頭をポンポンと叩たたく。傷は跡さえ残さず、綺き麗れいに消えていた。

「よかったあー……最初に見た時はもう駄目かと思いましたよっ!!」

　マルシアは胸に手を当て、安堵のため息。心配してくれたことには感謝しておこう。

「それで、なんで生き返ったのか、ちゃんと説明してくださいね！」

　やっぱり、そうなるよな。

　……というか、一度たりとも死んでねぇよ。




「……と、いう訳だ」

　説明が終わると、辺りには静寂が訪れる。

　コボルトたちが転がる外では落ち着かないため、俺たちは洞穴の中へと戻っている。皆が思い思いの場所に腰を下ろし、俺とシルヴィアの説明に耳を傾けていた。

「なるほど……精霊契約、ね」

　沈黙を破るようにアルフが呟つぶやく。眉まゆを顰ひそめ、半ば信じられないといった表情だが、その気持ちは良く分かる。俺も初めて聞いた時はそんな反応だったからな。

「そ、それって……その巫女みこ、という人なら誰でも契約する能力を持っているってことですか？」

　興きよ味うみ津しん々しんと言わんばかりに、マルシアが身を乗り出してくる。その勢いに押され、シルヴィアがかなり後ろに下がった。

「……精霊族で、巫女と呼ばれる方でしたら……多分」

「そっか、そうなんだ」

　マルシアはなにやら納得すると、黙り込んでしまった。

「しかし、そんな話があったとはの。ワシも精霊族だが知らんかったわ」

　ヨンドが腕を組みながら呟く。そういえばドワーフは精霊族の一種族である。シルヴィアみたいに巫女がいるのだろうか？

「すまないが、この話は出来るだけ秘密にして貰もらいたい」

　俺は頭を下げる。少し遅れ、隣のシルヴィアもそれに倣ならった。

「うん、分かってる。……能力にしろ、立場にしろ、力を持つということはその分、面倒事が増える訳だからね。秘密にするというのは正しい選択だと思うよ」

　自分の愛あい槍そうに触れながら、アルフが言った。その言葉に重みがあるのは、彼が過ごしてきた経験の賜たま物ものだろうか。

「もちろん、私も誰だれかに喋しやべる気なんてありません」

　メルディアーナも真剣な顔で頷いた。

「ワシもじゃ」

「右に同じく」

　ヨンドとシーズもそれに続く。

　付き合った日々は浅いが、その分こいつらとは濃密な時間を過ごしている。これまでの経験から、こいつらの口から情報が漏れることはないだろうと感じていた。

　説明といえば、ロウホウの爺じいさんにもする必要があるか。どの道、ギルドには報告をしなければならないし、証明にコボルトリーダーの魔石を持って行くことになる。たとえ言い訳をしたところで、マルシアは爺さんに噓うそをつけない。一発でバレてしまうだろう。

「……何してんだ？」

　思考を巡らせていると、いつの間にやら黒騎士の傍そばにアルフが立っていた。

「いや、この鎧よろいが気になっちゃって」

　黒騎士の表面を触りながら、アルフが呟く。

「うむ、外に居ても操作が出来るとは浪漫があるよの」

　それに同意するように、ヨンドが立ち上がった。

「然しかり」

　珍しく、シーズまでもが流れに乗って立ち上がった──と思ったら、すぐさま腹を押さえてうずくまってしまった。怪我してるんだから、ちゃんと休んでろよ。

　俺は呆あきれた表情を浮かべる。

　どうやら、俺以外の男どもは、黒騎士の鎧に並々ならぬ興味を抱いているようだ。

　これがそんなに浪漫を感じさせるようなものなのだろうか。

　……俺にはさっぱり理解できん。




　俺はコボルトリーダーの前に立っていた。

　自らが死を覚悟した相手が、亡なき骸がらとなって横たわっている。

　一歩間違えれば、俺がこうなっていただろう。

　ゆっくりと片手半剣バスタードソードを抜くと、リーダーの胸部を切り裂いていく。

　さすがに、倒したすべてのコボルトから魔石を抜くのは無理だと諦あきらめ、証拠代わりにリーダーの魔石と毛皮だけを回収することにした。まあ、ギルドに報告が済んだら後で回収班を寄よ越こすだろう。それほどまでに、魔石は俺たちの生活に欠かせないものだ。

　綺麗に胸を貫いたシーズの一撃は、魔石を中央から二つに割っていた。

「少し勿もつ体たいないが、仕方ないか」

　たとえ砕かれたとしても、魔石の価値がゼロになることはない。多少、値が下がってしまうのは否めないが、元々は削ったりして加工するものである。必要な魔力が入るだけの大きさがあれば問題はないのだ。

　魔石は冒険者の主な収入源であると同時に、魔物の急所でもある。もちろん、金銭面を考えると魔石に傷をつけない方がいい。だが、そうも言ってられない状況もある。コボルトリーダー戦のように、余裕がない場合などだ。

　胸から二つの魔石を取り出すと、じっくりと観察していく。その片割れだけでも、通常のコボルトのものと比べて大きかった。

「さすが、レベル５。こいつは大物だったな」

　染しみ染じみと呟きながら、魔石を皮袋に収めていく。

　更に毛皮の回収を終えると、片手半剣バスタードソードを大地に突き刺し、左腕をさすった。自分の腕を犠牲にするような行動は、もう勘弁願いたい。失敗していたら腕どころの騒ぎじゃなかったけどな。

　あのまま、幅広の剣ブロードソードが俺に直撃していた場合の想像をしてしまい、俺はかぶりを振る。

　取るものも取ったし、さっさと戻ろう。

　──ガサガサ。

　片手半剣バスタードソードを鞘さやに戻そうと手にした瞬間、後方で茂みの揺れる音がした。




「あ、おかえり……ってあれ、そっちの人は確か、クラディスさんでしたね」

　帰ってきた俺に気づき、洞穴前に座り込んでいたアルフが声を掛けてくる。

　俺の後をついてきているのは、六人の冒険者パーティ。その先頭を歩くのが俺の同期、クラディスだった。

　クラディスとは少ししか顔を合わせていないはずだが、よく覚えているものだ。

「俺たちに続いて送り出された後発隊さ。まあ、よくもすべてが終わったタイミングで顔を出したものだな。どこかで見てたんじゃねぇのか？」

「おいおい、言いがかりはよしてくれや。戦闘中に発見していたら、真っ先に逃げ帰って報告してるっつーの。コボルトリーダー相手に正面からぶつかるだなんて、正気の沙さ汰たじゃねぇだろ」

「……らしいぞ、アルフ」

「……みたいだね、イグニス」

　アルフは俺を見て苦笑いを浮かべた。

　しかし、クラディスの言葉ももっともだ。あのまま俺たちが潰つぶされていたら、情報がまったくないまま次の犠牲者が出ていた可能性が高い。

「そんな訳だ。俺たちは疲れたから、魔石の回収は任せたぞ。帰ったら奢おごってやるから」

　俺はクラディスに向け、そう告げる。

「おいおい、ちょっと待てよ！　あれだけの量を回収させておいて、酒さけ吞のみ一回分で終わりかよ。割に合わないにも程があるぞ」

　眉を顰め、クラディスが不満を口にする。

「あれ、クラディスさんじゃないですか」

　そこに、洞穴の奥からマルシアが顔を出した。

「おおっ、マルシアちゃん。大丈夫だったかい？　調査員として同行してるって聞いて心配したぜ」

　途端に笑みを浮かべるクラディス。そういや、こいつもマルシア派だったっけ。

「ああ、マルシア。どうやら後片付けはクラディスがやってくれるらしいぞ」

「そうなんですか？　ありがとうございます。それでは、ギルドへの報告は私たちに任せてください。まだ周囲にはコボルトソルジャーの出る危険性があります。ベテランの皆さんなら迂う闊かつに手を出さないとは思いますが、いざという時には魔石を捨ててでも逃げてくださいね」

　そう言って、マルシアはしっかりと頭を下げた。どうやらお仕事モードに切り替わったようだ。いつもの態度と違って、丁寧な印象を受ける。

　……こうして見ると、ギルド職員らしいんだけどな。

「あ、ああ。任せといてくれ」

　胸を叩たたき、気前よく引き受けると、なぜかクラディスは俺を睨にらんだ。

「そんじゃ、俺たちは先に引き上げるぞ。ピンハネすんなよ」

「んなことしたって、どうせギルドでバレるんだ。無駄なことはしない主義なんでね」

　ひらひらと手を振ると、後方で控えていた冒険者たちに指示を飛ばすクラディス。年季のある彼は、編成された部隊のリーダーを担っていた。俺と違い、数々のパーティを渡ってきた奴だ。人を束ねる能力、そして判断力はかなりのものである。

　そんなクラディスから渡された地図を開く。そこには街から現在地までの詳細が記されていた。

　最初の襲撃以来、位置情報を失っていた俺たちだったが、お陰で帰還の目め処どがつく。

「そうと決まれば。早速、出発するぞ。さっさと街に戻ってゆっくりと静養したいからな」

「やったぁ！」

　帰れるという言葉に、マルシアは満面の笑みを浮かべた。

　戦闘を繰り返しただけあり、俺たちは泥などでかなり汚れていた。半ば乾いてはいるが、だからと言ってこのままでいるのは好ましくない。特に、マルシアたち女性陣には大きな悩みだろう。

「それじゃ、皆さんを呼んで来ますねっ！」

　言うや否や、マルシアは洞穴の中へと引っ込んでいった。




　　　　※




　俺たちは無事、テレシアへと戻ってくることが出来た。

　途中に流れる川を発見したマルシアが水浴びをしたいなどとほざき、川かわ面もに降りたところでこの時期特有の魔物であるアクアリザードと遭遇したりもしたが、おおむね無事だ。

　門をくぐり抜けると、風の騎士団と一いつ旦たん別れる。

　怪け我が人を擁する風の騎士団は施術院へ。死にかけもしたが、結果的に無事な俺たちは、そのまま冒険者ギルドへと駆け込んだ。




　──ドンッ！

　二階へと続く階段を一気に駆け上がると、そのままギルドマスター室の扉を蹴けり開けた。

「な、何事じゃ!?」

　爺さんが驚きの声を上げるが、それは些さ細さいなことに過ぎない。

　俺の後に続くのは黒騎士。そこにマルシアの姿はない。

　マルシアはギルド職員、及び調査員の責務を果たすため、マスターへの報告は俺に任せ、一階受付奥にて書類作成に勤いそしんでいる。まあ、居ない方が話はスムーズに運ぶのだろうから、特に問題はないだろう。

「よっ、爺さん。ただいま戻ったぞ」

「……もっと、普通に入ってこれんのか」

　ジト眼で、爺さんが文句を言った。

「感動と喜びを身体からだで表現したんだよ。生きてるって素晴らしいな。いや、ホントに」

「……ふむ、色々とあったようじゃな」

「まずは、これを見てくれ」

　皮袋から取り出した二つの魔石を、爺さんの座る執務机の上に乗せていく。

「これは……見事に真っ二つだのう」

「んなことはどうでもいいだろ。問題なのは魔石そのものの大きさだ」

　爺さんの的ハズレな感想に、思わず突っ込んでしまう。

「これほどの大きさとなると……レベル５、じゃな」

　机の上の欠片かけらを合わせながら、爺さんは呟つぶやいた。

「ああ、相手はコボルトリーダーだった」

「……なるほどのう」

　爺さんはゆっくりと頷うなずくと、引き出しから一枚の紙を取り出し、ペンを手に取った。

「なぜ人里近くにまで降りてきたのかという疑問は残るが、冒険者失しつ踪そうの原因は大方分かった。これで王都ギルドも重い腰を上げるじゃろう。しかし、それでよくお主たちがこやつを倒せたな、レベル４程度なら問題ないとは踏んでいたが、さすがにこれは予想外じゃったぞい。驚くのを通り越して呆あきれたわ」

「ああ、死にかけた。……それで、ひとつ話しておかなきゃいけないことがあるんだが」

「なんじゃ、いきなり」

　真剣な俺の態度に、爺さんが顔を上げた。

　手を上げると、背後から黒騎士が歩み出て、俺の隣に並ぶ。

「そこの黒騎士殿の話か？　訳あって顔を隠しているものと思っていたのじゃが」

「そう、その訳ありの理由、さ」

　視線を向けると、黒騎士は頷き、自らの兜かぶとに手をかける。中から出てきたシルヴィアを見ると、爺さんは顎あご髭ひげを弄いじりながら「ふむ」と小さく呟いた。そこに驚きなどはない。冷静に分析し、判断を下すギルドマスターの姿がある。

「ああ、お主の趣味も変わったという話か」

「……そう言われそうだから、こうして隠してんだよ」

　なんでこうも、皆の反応は似通っているんだ。

「まあ、しかし。先日は触れなかったが、お主が奴隷を買うとは思わなんだ。それも祝福持ちのな」

「……話というのは、その祝福に関してなんだ」

　壁に背を預け、ひとつずつ思い返すように、俺はこれまでのことを口にした。




「おっまたっせしましたっー」

　勢いよく扉を開け、マルシアがギルドマスター室に乱入してくる。

「おお、ちょうど良いところにきたのう」

「ちょうど良いって、どういうことですか？」

　執務机に出来上がった書類を乗せ、マルシアが不思議そうな顔をした。

「それは今の話が済んでからじゃな。では、続きを聞こうかの」

　爺じいさんは机の端に放置してあった茶を啜すすると、話を促した。

「どこまで話したっけか」

「お主がそこの嬢ちゃんと精霊契約なるものをした、という話は聞いた」

　俺は頷くと、更に詳しい説明を続けていく。

　爺さんはときおり相あい槌づちをいれながら、話に聞き入る。その横で、マルシアも真剣な表情で頷いていた。

「なるほど、おおよそのことは理解したぞい」

　最後まで一気に話し終えると、俺は一息ついた。

　爺さんは腕を組むと、少し黙り込み、おもむろに執務机の引き出しを開けていく。

「……なんだこれ？」

　そこから取り出したのは紙の束。最初は調査報告書や、その類たぐいの書類かと思ったのだが、紙にはギルドの書類などで使われる印章はなく、紙の質も随分と劣るものだった。

「巫女みこの資料じゃよ」

「……は？」

　俺は間の抜けた声を漏らす。

　なぜ、そんな資料がここにあるのか。そしてなぜ、爺さんがそれを持っているのか。聞きたいことが多すぎて、頭が混乱してしまう。

　それを解決すべく、眼の前にある紙束を手に取った。

「確かに、似たような内容だな」

　中身を確認しながら、俺は呟く。そこには、シルヴィアが俺に説明したことの一部が書かれていた。慌てて書いたのか、ところどころ文字がぶれている。しかし、元がしっかりとしているため、その内容は十分に理解できた。

「そこに載っていることと、お主がした説明。そして、そこの嬢ちゃん……シルヴィアじゃったな。その補足にはほとんど差異がない。まあ、その書面から分かることはそれ程多くないがのう」

　俺の様子をじっと窺うかがいながら、爺さんが言う。

「信じるに値するってことか」

「そうじゃな、噓うそは言ってないじゃろ」

　話が早くて助かる。証明して見せろなどと言われたら、風の騎士団の時のように、傷を癒いやしたりしなければならないだろうからな。痛いのはもう御免だ。

「……そういえば、この資料はどこから手に入れたんだ？」

　シルヴィアからの話によると、巫女についての情報は、長い年月の間に失われているはずである。人間族も精霊族同様、密ひそかに伝え続けてきたのだろうか？

「それはのう」

　爺さんはマルシアを見る。その視線に、彼女は頷いた。

「そこのマルシアの母が持っていたのじゃよ」

「……どういうことだ？」

「あれは、儂わしがまだ現役バリバリの冒険者だった頃の話じゃ。当時の儂はな、自分で言うのも何だが、そりゃ中々のものだった。迫り来る魔物をちぎっては投げ、ちぎっては投げ──」

「いや、爺さんのことはどうでもいいんだが」

　爺さんは一瞬停止すると、コホンとわざとらしい咳せきをして言葉を続ける。

「……その儂のパーティメンバーの一人が、マルシアの母、ルディアでな」

「ん？　もしかして、マルシアって爺さんの娘だったのか？」

　冒険者同士でくっつくのはよくあることだ。共に死線をくぐり抜けた者たちに芽生える恋の話。

　しかし、爺さんの娘となると正直、中々にきつ──。

「違いますよっ！　どう考えてもおかしいでしょう!!」

　黙り込んでいたマルシアがいきなり大声を上げ、俺の思考は中断されてしまった。

「……そんなに思いっきり否定せんでも良いではないか……まあ、エルフらしく、見目麗しい女性じゃった。ルディアはのう」

　爺さんは、昔を懐かしむように遠い目をした。ああ、片思いか。なんだか少しホッとした。

「冒険者をしていれば分かるじゃろうが、儂らのパーティもほとんどが限界を迎えてのう。結果、解散を余儀なくされてしまった」

　パーティ内で上に行ける者とそうでない者が明確になり、分解してしまう。冒険者パーティの最も多い解散理由だな。

　俺も、一度だけパーティを組んでいたことがあったっけな。奴らは、今どれくらいの場所にいるのだろうか。それとも、冒険者をやめてしまったのだろうか。

「ルディアもその一人じゃった。解散した仲間たちは、それぞれの故郷に戻っていった」

　里に戻ると言ったバルドルの姿が頭に浮かぶ。まあ、あいつなら楽しくやっていることだろう。

「それから紆う余よ曲きよく折せつあってのう。儂はギルドマスターとなり、それなりの年月が経った頃の話じゃ。突如、ルディアがここを訪ねてきおった。儂は歓迎したのじゃが、あまりゆっくりも出来ないみたいでな。その資料とマルシアを儂に預けると、またいずこかへと姿をくらませてしもうた」

　俺はマルシアに視線を向ける。

「……私が覚えているのは、何かから逃げるお母さんの姿と……昔、私が巫女と呼ばれていたことだけです」

　眼が合うと、マルシアがゆっくりと口を開いていった。

　巫女。彼女の口から出る、聞き慣れた言葉。

　秘められた能力と、ここにある資料。そして、爺さんの言葉から薄々と感じ取っていたことだが、実際に本人の口から聞くと驚きを隠せない。

「マルシアの能力は異質じゃった。詠唱もなく、魔力消費もなく、通常であれば成長と逆成長をさせるだけの植物制御プラントロールを遥はるかに凌しのぐ効力」

　なるほど、植物制御プラントロールとは本来そういう魔術なのか。

「資料の内容と照らし合わせ、これは危険だと儂は悟った。そしてマルシアに能力を使うことを禁じ、やむを得ない場合は魔術と偽れと忠告しておいたのじゃ」

　それでなんちゃって魔術師をしていたのか。よく考えれば、俺も魔術師を騙かたっていた。魔術師という言葉はなんと便利なのだろうか。

「詠唱文はきちんと丸暗記しました！」

　俺に向け、マルシアが親指を立てた。ああ、頑張ったな。

「……なるほど。これでマルシアの怪しい言動にも納得がいった」

「えっ！　怪しかったですか、私!?」

「それにしても、お主が契約者だったとはのう。マルシアが気になっていたのも頷うなずけるわい」

　爺さんは口の端を上げ、ニヤリとした表情を浮かべる。

「え、ちょっと！　おじいちゃん、なに言ってるんですか!!」

　マルシアが慌てて爺さんの首を絞めつけた。

「なるほど、それで俺に突っかかってきたのか」

　俺は腕を組む。シルヴィアも言っていたが、巫女であるなら相手が契約者だということが何となく分かるらしいからな。

「えっ。ち、違いますよ！　そりゃあ……最初はそうだったかもしれませんけど」

　首から手を離し、マルシアがもじもじとし始める。

「げほっ、げほっ……元々、お主には帰ってきた時にマルシアのことを話す予定じゃったが、契約者ということなら話は早い」

　自由になった首に手を当てながら、爺さんが口を開いた。

「マルシアと契約してやってくれんかのう」

　その言葉に、マルシアが「ふぇっ!?」と驚きの声を上げた。

「……どういうことだ？」

　俺は訝いぶかしげな視線を爺さんに送る。

「巫女側は精霊契約を複数同時に出来ないのじゃろう？」

　爺さんがシルヴィアに視線を向けながら言う。それを受け、シルヴィアは小さく頷き返した。

「まあ、いざという時に備えてじゃよ。仮にルディアたちが狙ねらわれていたのが巫女に関することであれば、既に契約済みということで狙われる可能性は下がるかもしれん。おまけに、お主も更に伸び代が大きくなるじゃろ。誰だれも困らんぞい」

「……そんな気軽にするようなもんじゃないだろ」

「なに、問題ない。別に、嫁に貰もらえと言っておる訳ではないしの」

「な、なななっ！」

　突拍子もない爺さんの言葉に、マルシアは言葉を失ってしまった。

「落ち着け、マルシア。嫌なら断ればいいだけの話だろ」

「い、いえっ！　別に嫌な訳じゃないですよっ！　ただ、その、いきなりで驚いたというか」

「ならばサクッとやってしまえばよいじゃろうに」

「まあ、それならいいんだが……本当に、いいのか？」

　マルシアが少しでも安全になるというのであれば、その方がいいだろう。どちらにしろ、俺にも利益はある訳だからな。

「はっ、はい！　不ふつ束つか者ですが、よろしくお願いしますっ！」

　少々、言動が不安定なマルシア。そのことに自分でも気がついたのか、落ち着かせるようにゆっくりと深呼吸をしていく。

「分かった。それとシルヴィア、お前の意見も聞きたい」

　俺はシルヴィアに向き直る。

「……構いません。……ご主人様にとって良いことなら……それは喜ばしいこと、です」

　なんだか難しい顔をしたまま考え込むと、やがてシルヴィアはゆっくりと頷いた。

「そうか……それじゃ、やり方を教えてやってくれるか？」

「……はい。それでは、ご主人様の胸に手を当てて……意識を集中してください」

　仰々しく頷くと、マルシアは言われた通り、恐る恐る俺の胸に手を置く。そして、その後方にシルヴィアが立った。

「……それでは、祝詞のりとをあげます。……後に、続いてください」

　大きく息を吸うと、シルヴィアが言葉を紡いでいく。それをマルシアが、緊張の面持ちで復唱していった。すると、マルシアの手から光が生まれ始め、以前の契約と同じように、膨大な光の波が俺の中へと入り込んできた。

　シルヴィアから受け取った力の上に、マルシアの力が注ぎ込まれていく。

　光は、新たな光と混じり、更に輝きを増す。

　俺はまるで、心の臓が肥大していくような錯覚に囚とらわれた。それはドクドクと、身体からだ中に精霊の力を運んでいく。

　やがて、光が収束した。

　世界が元に戻ると、すべての力を使い切ってしまったかのように、マルシアは床へとへたり込んでしまう。しかし、気分は高揚しているのか、その顔は薄っすらと赤みを帯びていた。

「……終わりました」

「……ああ。確かに、受け取った」

　俺は頷くと、マルシアに向け、手を差し伸べる。

　マルシアはその手を取ると、ゆっくりと立ち上がっていった。

「やっと──近づけた気がします」

　そう呟つぶやくマルシアは、今までで一番、輝いて見えた。
















　幕まく間あい　～マルシアの記憶～







　微かすかに覚えている、最初の記憶。

　それは、逃げているところから始まります。

　私はお母さんの背におぶさり、追いかけてくる何かを見ていました。

　とても冷たくて、とても暗いもの。後に思えば、それは恐怖という感情でした。

　逃げても逃げても、何かは追ってきます。

　私たちは色々な場所を転々として、必死にそれから逃げていました。

　でも、それは悪いことばかりではありませんでした。

　様々な人との出会い、そして別れ。

　巡り廻めぐって、最後に辿たどり着いたのがテレシアの街。これまでの場所と比べれば、とても安全で、とても平和なところでした。

　旅をしている間に、ここにお母さんの知り合いがいるという情報を耳にしました。その人は冒険者ギルドのマスターをしているという話です。

　突然、押しかけた私たちを、その人は温かい笑顔で迎えてくれました。その好意に甘え、しばらく厄介になることになりました。

　その人は、毛がもっさもさのお爺じいさんでした。思わず、眼の前にあったお髭ひげを引っ張ってしまいます。そんな私を、お爺さんは笑って許してくれましたが、お母さんにはとても怒られました。

　私を部屋の隅に置くと、お母さんとお爺さんはなにやらお話を始めました。

　することのない私は、お部屋に飾ってあったお花に語りかけます。

　植物たちは私のお友達。なんとなく、言葉にならない想おもいを感じることが出来ました。

　その子は元気がありません。私は優しく触れると、元気になあれと力を与えました。

　すると、その子はどんどんと大きくなりました。光を求めて、外へと身体を伸ばします。

　その姿に、お爺さんは驚いているようでした。

　私にとっては普通のこと。なんで驚くのかが分かりませんでした。

　それを見たお母さんが、またまた怒りました。

『知らない人の前では見せちゃいけない』

　それは、何度も聞いた言葉。お爺さんはお母さんの知り合いだし、知らない人じゃないと思ったけど、どうやらダメだったみたい。

　お母さんはいつも通りのお小言を終えると、膝ひざを折り、私に目線を合わせました。

『少し出てくるけど、ここで大人しく待っているのよ』

　お母さんはそう言うと、私の頭を撫なでました。それはとても長く、まるで悲しんでいるような表情は、いつまで経っても忘れることはありません。

　お母さんは、そのままどこかへと出かけてしまいます。

　これがお母さんとの、最後の記憶。

　それから、お母さんが帰ってくることはありませんでした。

　とても悲しかったけれど、お母さんはずっと私を守っていてくれました。だから、今回もそのために出ていったのだと、なんとなく理解しています。

　だから、泣かない。

　お爺さんは強がっている私の頭を撫でていきます。お母さんのように優しく、憂いを含む顔で。

『これからは、ここを自分の家だと思いなさい』

　そう、言いました。




　それからは、平穏な日々が続きました。

　悲しさも時の流れと共に次第に薄れ、私は持ち前の明るさを取り戻していきます。

　いつの間にか、お爺さんのことも『おじいちゃん』と呼ぶようになり、後をくっついて歩きまわるようになりました。ギルド職員の皆さんもそれを微笑ほほえましく見ていたと、後々よく聞きました。

　そうして、おじいちゃんのお仕事を身近で眺めていくうちに、私もお仕事を手伝いたいと思うようになっていきました。

　まずは簡単なお使いから始めます。ギルドの中で、職員さんに書類を届けるお仕事。そして、周囲の協力もあり、私は少しずつお仕事を覚えていきました。

　冒険者ギルドには様々なお仕事があります。冒険者さんのお相手から始まり、魔石や収集品の査定、冒険者証の発行、各ギルドへの連絡、報告書作成に書類整理などなど。

　もちろん、これらのお仕事は資格を取らないと出来ません。資格を取れるように、私は頑張って勉強を続けました。

　ようやく、一人前のギルド職員として現場に立てた私。

　記念すべき最初のお客様は、冒険者に憧あこがれている少年でした。

　燃えるような赤い髪に、同じように赤い瞳ひとみ。歳としは私と変わらないように見えました。

　その意志の強そうな眼を見た瞬間、私は胸の奥に何かを感じます。その感覚がなんなのかは分かりません。でも、それは胸の奥でずっと燻くすぶり続けていきました。

『いつかレベル10になるんだ』

　少年は私に語りました。

　レベル10。それは、未いまだ一人しか到達したことのない、雲の上のようなランクです。普通の人間がなれる訳なんてありません。少年の淡い夢想。誰もが、そう考えていたことでしょう。

　でも、私はそれを笑い飛ばすだなんて出来ませんでした。それどころか、将来現実のものとなるような気さえしてきます。

　根拠はありません。でも、少年のその瞳を見ると、なぜか信じてしまいたくなるのです。

　それ以来、私の眼は少年を追うようになりました。




　少年は頑張っていきます。

　必死に貯ためたお金で、物語の英雄と同じ種類の剣を買った時のはしゃぎようは、後の笑い話にされているほどです。

『この剣でコボルトを倒してやる！』と言ったので、私は思わず『貴方あなたのレベルじゃ無理ですよ』と言ってしまいました。この時、少年のレベルはまだ２になったばかりでした。心配しての言葉のつもりでしたが、少年は嘲あざけりの言葉と取ったのか、怒ってしまいます。思わず、口くち喧げん嘩かにまで発展してしまいました。

　それから、少年は遠出の依頼ばかりをこなすようになりました。

　先輩にそう言われたから、という理由でしたが、なんだか避けられているような気がして、少し悲しい気持ちになりました。

　ある日、陽ひも既に隠れた時刻に、少年は大きな獣人族の男性と共にやってきました。

　獣人さんは、面倒見がいいことで有名な人です。少年もよく世話になっていると話していました。

　今回は、二人とも同じ依頼を受けていたみたいです。

『よし、お前を男にしてやろう』

　受け取った皮袋の中身を確認すると、獣人さんが言います。

　少年は間の抜けた声を出し、固まってしまいました。

　私も子どもじゃありません、二人のやりとりの意味くらいは分かります。そして同時に、形容しがたいモヤモヤとした気持ちが湧わいてきました。

　声を掛けようと伸ばしかけた手が止まります。何を言えばいいのか、私には分からなかったから。

　そのまま少年たちは夜の街へと消えていきました。




　気がつけば、少年とは事あるごとに口喧嘩をするようになってしまいました。

　今日もまた、喧嘩別れ。売り言葉に買い言葉。何がいけなかったのでしょう。

　少年は、日々の冒険者稼業によって身体が鍛えられ、たくましく成長していきました。大人の風格を持ち始め、青年と呼ぶに相応ふさわしい外見となった頃、順調にレベル３へと昇格を果たします。

　その頃には既に、青年は冒険者パーティのリーダーとなっていました。

　レベル３の男女が二人に、レベル２の女性が一人。その女性は気配を察知することに長たけていて、青年のパーティが持ち込む戦利品の量は、ギルドで一、二を争うくらいに多くなりました。

　そんな青年たちは、ギルドで有名な冒険者です。憧れる新人たちも数多くいたのを覚えています。

　しばらくは順調で、平穏な日々が続いていきました。




　パーティを結成してからだいぶ経ち、状況に変化が訪れました。

　レベル３だった二人は試験を受け、無事昇格を果たします。やや遅れて、レベル２だった女性もレベル３、そしてレベル４へと昇格していきます。

　残ったのは青年一人。

　しかし、順調に見えていた青年の成長は、そこで止まってしまいました。

　パーティとして、いつまでもレベル３程度の魔物を狩っていても益はありません。

　最初にレベル４となった二人が抜け、残りの一人も、しばらくは青年とパーティを組んでいましたが、やがてこの街を去って行きました。

　青年と三人の間に何があったかは分かりません。

　聞きたい気持ちはもちろんありましたが、それは私が踏み込んでいい領域ではないでしょう。

　青年は、ふたたび一人に戻ります。

　その寂しげな後ろ姿を、私はずっと見続けていきました。

　たまに、同じように成長が止まってしまった獣人さんと出かけることはありましたが、新しくパーティを組むことは一度もありませんでした。




　それから長い間、青年は燻っていました。お酒に溺おぼれるところも見かけました。

　それでも、私は信じています。

　初めて向けられた、あの情熱に燃えていた瞳を。あの時、私に語った夢を。

　出会った頃が遥はるか昔に思えるほど、青年との付き合いも長くなりました。昔はすぐに口喧嘩をしていたのに、今では軽口を叩たたき合えるほどに気が置けない仲になったと自負しています。

　このまま、ゆるやかな日々を過ごすのもいいかなと思えてきた頃、青年は消息を絶ちました。

　護衛依頼を受け、そのまま戻りません。

　最初はテレシアを出て、王都ギルドに移ったのかと思いました。悲しいことですが、冒険者ならばよくあることです。

　でも、連絡は一つもありません。十年という長い年月を過ごしたこの街を、挨あい拶さつもなしに去るような人ではありません。

　何かあったのではないかと、凄すごく不安になりました。ですが、どんなに心配でもどうしようもないのです。私に知れるのはこの街のことだけ。王都に向かった一個人の情報など、手に入れる手段はありません。

　仕事に没頭することで、探しに行きたいという衝動を抑え込むようにしてひと月が経った頃でしょうか、ギルドの常連というべき年季の入った冒険者が、少しずつ姿を消していきました。

　当たり前の話ですが、魔物にやられて帰ってこない冒険者はそれなりにいます。その時はいつものことだと思っていました。

　しかし、帰ってこない冒険者の数が一日に二ふた桁けたを数えるとなると話は別です。ギルドでも原因の究明や対処について話し合っていた時、ひょっこりと青年が姿を見せます。

「あっ！　ああああっ!!」

　気がついた時、私は大声を上げていました。

　もう半ば諦あきらめていたのに、何事もなかったかのような顔で戻ってきた青年を見て、なんだか腹が立って仕方がありません。

　そのまま一気に詰め寄ると、今まで溜たまりに溜まったものをどんどんと吐き出していきます。

　それと同時に、はっきりと分かりました。

　ああ、私はこの人が──好きなんだ。







　エピローグ







　その日は珍しく、朝から晴天が続いていた。

　雨雲はどこかへと姿を消し、ジメッとしたこの季節には貴重な一日だ。

　テレシアの通りはいつもより人影が多く、商人たちも商売日和と声を張り上げていた。

　ときおり、冒険者の姿も眼に入る。

　その中でも目立つのは、立派な武器を担ぎ、見栄えの良い意匠が施された防具に身を包んでいる者たちだ。この街によくいる俺みたいな冒険者とは違い、まるで風の騎士団のような歴戦の戦士の雰囲気を持っている。

　それもそのはず。

　俺たちがテレシアに戻ってからのギルドの動きは早かった。早馬で王都ギルドへ連絡を取ると、街の警備兵たちに警告。冒険者全員への現状の説明と注意の喚起などと、爺じいさんたちは実に忙しそうに動きまわっていた。

　今ではようやく王都から追加の冒険者たちが来訪し、コボルトソルジャーを始めとした残党たちの処理が開始され、ギルドも少しは落ち着きを取り戻していた。

「おお、きたかのう」

　俺たちに気づいた爺さんが声を上げた。

　陽の光が差す屋外でその姿を見たのはいつ以来だろうか。いつもはギルドマスター室に閉じ篭こもっているため、なんだか違和感を覚えてしまう。

　忙殺されて少しはやつれたかと思ったが、その毛むくじゃらの顔からは判断がつかない。

　ここはギルドの裏手にある修練場の更に奥。屋敷とも呼べるような広さをもつ、爺さんの家だ。もちろん、マルシアの住む家でもあった。

　周囲には様々な種類の植物が生えている。これらは全部、マルシアが育てているものだ。能力からも分かる通り、やはり植物は身近な存在なのだろう。

　よくよく見ると、綺き麗れいな花などの他に、馴な染じみのある野菜や果物もなっている。愛めでるだけでなく腹も満たす、さすがは料理を趣味のひとつとしているだけあった。

「珍しく爺さんが仕事をしたお陰で、だいぶ落ち着いてきたな」

「失礼な奴じゃのう。儂わしはいつでも真ま面じ目めに仕事をしているというに」

　いつも通り、挨あい拶さつ代わりの軽口。爺さんはまだまだ元気なようだ。

「お疲れ様です。ロウホウ様」

　対照的に、至って普通の挨拶をしたのはアルフ。

　ここにやってきたのは俺だけではない。シルヴィアはもちろんとして、風の騎士団も一緒だ。

「お招き頂き、ありがとうございます」

　メルディアーナもアルフの横に立ち、爺さんに頭を下げた。

　その言葉通り、今日は軽い祝勝会のようなもので、功労者である俺たちが爺さんに食事に誘われていた。正確に言うと、発案したのも料理を作るのもマルシアなんだけどな。

　続いて、ヨンドもシーズも当たり障りのない挨拶をしていく。シルヴィアも俺の横にピッタリとくっつき、小さく頭を下げていた。

「お主たちもご苦労じゃった。それで、傷の方はもう大丈夫なのかのう」

「ええ。皆、回復ヒールで問題のない傷だったので、もう十分に」

　そう言って、アルフはちからこぶを作って見せる。

　アルフは全身にかなりの裂傷を負っていたが、その跡も今では見られない。施術院に運び込まれたその日の内に、担当術士の魔術によって傷は癒いやされていた。ただし、失った血液などはすぐに補充が出来ないため、しっかりと動けるようになるまでに数日ほどかかっていた。

　一方、俺はというと、シルヴィアの回復からすぐに動けている。この点からも、巫女みこが扱う能力の異常性が分かるだろう。

「まあ、とりあえず座るといいぞい」

　爺さんが座っているのは、庭の中央に置かれている木のテーブル。それは、俺たち全員が座っても問題のないほどに大きなものだった。

　促され、皆は思い思いの席に腰を下ろしていく。

「それはいいんだが……なんでこいつがここにいるんだ？」

　俺は、既に席についていたクラディスを半眼で見る。

「おいおい。折角、後始末の報告に来てんのに、嫌そうな顔をすんなよ。それにしても、マルシアちゃんの料理は楽しみだな」

　お前の目的は完全に後者じゃねぇか。




「お待たせしましたー！」

　厨ちゆう房ぼうへと続く勝手口が開き、マルシアが顔を見せる。その手には、大きな鍋なべを持っていた。

「まだまだ色々あるので、遠慮しないでくださいね」

　テーブルの上には、オーク肉の串くし焼きや野鳥のワイン煮。シダ芋を使ったグラタンに採れたて野菜のスープなどと、様々な料理が並んでいく。

「うはー、美う味まそう。いっただっきまーす」

　第一声はクラディス。それに続くように、皆も食事を始めていった。

「凄いね。ちゃんとしたお店のものと比べても遜そん色しよくないよ」

　ひとくち食べたアルフが、感嘆の声を上げた。

「わぁ……こんなに美味おいしいなんて、女として何だか悔しいほどね」

　アルフの隣で控えめにメルディアーナが呟つぶやく。そう言うからには、彼女にも多少の自信があったのだろう。

「うむ。これは呼ばれた価値があったというものだの」

　ヨンドも同意していく。更に隣のシーズは、いつもより速いペースで黙々と食事を続けていた。

　俺も眼の前の串焼きを頰ほお張ばる。うむ、相変わらず美味いな。ただの串焼きのはずなのに、これこそ魔術でも使っているんじゃなかろうか。

　無我夢中で料理を食べ続けていると、こちらをじーっと見つめているマルシアの視線に気づく。咀そ嚼しやくしながら、俺は視線を交わす。

「お前の料理にケチをつけるところなんてないさ。という訳で、お代わりを頼む」

　俺の追加注文に、マルシアはどうだと言わんばかりに笑みをつくった。




「……どこに向かってんだ？」

　俺は爺さんの家の中をマルシアに案内されていた。

　あれから皆の手は止まることなく、舌鼓を打つだけの時間が過ぎていった。

　特に後半のデザートの段階に入ると、シルヴィアとメルディアーナの手が明らかに加速していたのが印象的だった。逆に男性陣は失速傾向にあり、クラディスは小さく「酒、吞のみてえな」と呟いていた。完全に休暇の俺たちはともかくとして、仕事で寄っているという名目のクラディスが、ギルドマスターの前で酒を煽あおるという訳にはいかないだろう。

　そんな奴に対し、これ見よがしに眼の前で酒を吞むべく、爺さん秘蔵の酒でも分けて貰もらおうかと席を立ったのだが、そこに声を掛けてきたのがマルシアだった。

「見せたいものがあるんですよー」

　そう言われ、連れてこられたのがここだ。

「……俺が見たいのは酒なんだがな」

　小さく呟きながら、マルシアの後に続く。

　爺さんの家に入ったことはそこまで多くない。爺さんに用があれば冒険者ギルドに赴けばいいし、マルシアも同じことだ。今のように食事を馳ち走そうになる場合があるが、それも先ほどの庭か、せいぜいダイニングくらいなものである。

　そうこうしているうちに、二階へと上がってしまった。真っ直すぐに伸びた廊下の左右には個室の扉が並んでおり、私的な空間なのはすぐに分かる。

　……このまま爺さんの部屋にでも忍び込んで、高級な酒でも探すかね？

「それで、俺に見せたいものってなんなんだ？」

「もうすぐです。あ、ちょっとここで待っててくださいね」

　立ち止まり、マルシアが言った。眼の前の扉に掛けられた札には『マルシアの部屋』と、少々丸みを帯びた文字で書かれていた。ご丁寧にハートマークなども添えられている。

　小さくギリギリに扉を開けると、マルシアは滑り込むように部屋の中へと入っていった。

　ガサゴソと、何かを片付けるような音がしばらく続き。

「どうぞっ！　入ってください！」

　中から声が届く。

「ああ、それじゃ……」

　俺は取っ手を摑つかむと、ゆっくりと扉を開いていった。

　そこに広がった世界はなんというか、ひと言で纏まとめるなら雑多。

　まず、眼に入るのは植物だ。窓際を始めとした部屋の至るところには鉢植えが並び、様々な花が咲いている。部屋全体を覆う微かすかに甘い匂においは、それらの植物から発せられたものだろうか。

　次いで気づくのが本の山。空いている壁面を埋め尽くさんばかりに書物が並んでいる。その内容は料理関係のものを除くと、なにやら女性受けしそうなタイトルがほとんどだ。

　大きめのクローゼットの戸は膨らんでおり、なにやら詰め込んだ跡が見え隠れしていた。

　……突っ込むのはやめておこう。

「それで、どれだ？」

　これだけあると目的のものが分からない。

「これですっ！」

　マルシアは窓際に歩み寄ると、鉢植えの中から一輪の花を取り上げた。

　外側には六枚の大きな赤い花弁。内側にも同じ枚数の小さな白い花弁が開いている。それは、ひと目で初めて見るものだと分かるほどに、変わった姿をしていた。

「……珍しそうな花だな」

　顔を寄せ、その花をじっくりと観察していく。すると、俺の鼻び腔こうを更に甘い香りがくすぐった。ああ、この部屋の匂いはこいつが原因か。

「それはもちろんっ！　これはフォルトゥナという花なんですけどね。先日、ようやく咲いたんですよ！　凄すごいでしょう！」

　何やら興奮気味にまくし立てるマルシアなのだが、俺にはその凄さがさっぱり分からない。

「そりゃ、花なんだから普通は咲くだろう？」

「だから、そんなに簡単に咲かないんですよ！　別名『遅咲き花』なんて呼ばれてて、咲くのに数年から、ともすれば十年を越えるものだってあるんですよ！」

「……それはまた、えらく気の長い話だな」

　十年といえば、俺がテレシアにやってきた頃じゃないか。

「子どもの頃から育てて、遂ついに花を見ることが出来たんです」

　なるほど。それだけの長い期間、面倒を見続けていれば愛着のひとつも湧わくだろう。

「……お前の能力を使えば、花なんてすぐに咲くだろうに」

　トコツネも咲かせていたし、わざわざ長い時を待つ必要もない気がするんだが。

「そんなの風情がないじゃないですか！　今までのことがあるからこそ、咲いた時の嬉うれしさがあるんですよ！　それに、ちゃんと育て上げることが出来たら、咲いた時に心から願う事がひとつ叶かなうっていうロマンチックな話もあるんです！」

　またもロマンチックか、どうしてこいつはこんなに夢見がちなのだろうか。将来が少し心配になってくるぞ。今更ではあるが。

「それじゃ、その願い事とやらは叶ったのか？」

「えっ。ど、どうなんでしょう？　それは多分……これから、かな？」

　いきなり、挙動不審になるマルシア。

　願い事はそんなに大それたものなのだろうか。例えば世界中の富を得たいとか、永遠の若さを保ちたいとか。まあ、これは寿命の長い精霊族だから薄いか。

　俺であればそうだな……かつての夢の実現でも願っていたのだろうか。

「──イグニスさんっ！」

　不意に、マルシアが叫んだ。

「なんだ？」

「……えっと、ですね。それが、その」

　俯うつむいたまま、指先をもじもじと弄いじっていくマルシア。口から出る言葉ははっきりとしない。そんな自分に活を入れるかのように、マルシアは大きく深呼吸すると、顔をパンッと叩たたいた。

　突然のことに、俺が圧倒されてしまう。

「イグニスさんは──」

「──ご主人様」

　後ろから別の声が飛び込んでくる。

　俺のことをそう呼ぶのは一人しかいない。背後を振り返るとそこにはシルヴィアと、苦笑いを浮かべる爺じいさんの姿があった。

「……不味まずいタイミングだったのう」

　爺さんの呟きが耳に届く。それと同時に、シルヴィアがてこてこと俺の側そばまで駆け寄ってきた。

「お主がおらんから、嬢ちゃんが心配しておってのう。儂も用事があるし、共に探しておったのじゃが……まあ、なんというか、のう」

　まるで言い訳をするかのように、爺さんが言葉を紡ぐ。

　何かを言おうとしていたマルシアは、固まったまま動かない。

　シルヴィアは眼の前にあるフォルトゥナの花に気づき、興味深そうに眺めていた。

「……で、爺さん。俺に用事ってなんだ？」

　マルシアの様子から、今は触れない方がいいだろうと判断し、爺さんが俺を探していたという理由を聞いてみる。

「ああ、うむ。実は渡すものがあってのう……ほれ、これじゃ」

　そう言うと、爺さんは小さな札のようなものを寄よ越こしてくる。それは、冒険者にとってはとても馴な染じみのある、見慣れたものだった。

「これは、冒険者証か」

　冒険者の身分を証明する札。そこには、俺の名前が記載されていた。

　それと同じものを懐から取り出し、見比べていく。形も大きさも、嵌はめられている魔石もなにもかもが同じ。だが、ただひとつだけ違う部分があった。

　それは表記されている、たった一文字。

「冒険者レベル……４」

　俺は、ゆっくりとそれを読み上げていった。

「少し遅れてしまったがのう。約束通り、お主のレベルは今日から４じゃ」

　天井を見上げ、眼を瞑つぶり、心の中でその言葉を反はん芻すうさせていく。

「……おめでとうございます」

　俺を下から覗のぞき込むように顔を上げ、シルヴィアが祝いの言葉を口にした。

「……ああ。こうしてレベル４になれたのも、お前と出会ったお陰だな」

　礼代わりにシルヴィアの頭を優しく撫なでると、なんだか嬉しそうに瞳ひとみを閉じた。

　あの時、依頼を受けなければ。借金までして、こいつを買わなければ。俺はいつも通り、代わり映えのない日常を送っていたのだろう。そして、そのまま引退する未来までも簡単に想像がつく。

「──ちょっと、イグニスさん！　私だって活躍してたじゃないですか！」

　どうやらマルシアが復活を果たしたようだ。俺の言葉に、早速食って掛かる。

「分かっているさ。お前には十二分に助けてもらっている」

　もちろん、感謝している。コボルトリーダーとの戦いのことだけではない。これまでの生活の中でも、様々なことでマルシアに助けられていた。こいつがいなければ、俺はここに帰ってはこなかったかもしれない。

「ありがとうな。そして、これからも宜よろしく頼むぞ」

「えっ？　は、はいっ！」

　素直な俺の言葉に、面を喰くらって戸惑うマルシア。

　不意に、シルヴィアが強く抱きついてきた。

「──っ！　シルヴィアちゃん、ちょっとお話ししましょうか」

「……そうですね」
















　そんなやり取りを終えると、二人は示し合わせたように、並んで隣の部屋へと移っていった。

「やれやれ、大変じゃのう」

「そうか？　俺には仲良く見えるぞ」

　シルヴィアがあんなに自己主張するのは珍しい。マルシアもいつもの職員スタイルではなく、一個人として付き合っているようだ。

「ふむ。持つ者の余裕かのう」

「既に持っている者は遥はるか高みにいるだろ。俺は一歩一歩、登るしかない。どこまでいけるかは分からないが……ようやく、その入り口に立てた気がするよ」

　その言葉に、爺さんは笑った。

「それでは、今日は昇格祝いに秘蔵の酒でも開けてやるかのう」

「そいつは楽しみだ」

　爺さんが部屋を後にし、俺もそれに続いていく。

　部屋の扉を閉めようとした時。ふと、フォルトゥナの花が眼に入る。

「……俺もいつかは、お前みたいに咲き誇りたいものだな」

　開け放たれた窓から風が吹き込み、花がふわりと頷うなずいた。







　あとがき




　皆様はじめまして、作者の安あ登と恵けい一いちと申します。

　まずはこの本を手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　元々はＷＥＢ小説として書き始めた本作ですが、読者の皆様のお陰でこうして書籍となることが出来ました。本当に感謝してもしきれません。

　いやしかし、信じられないです。こうしてあとがきを書いている時点でも、本当に出版されるのか、白昼夢でも見ているんじゃないかと疑心暗鬼に陥っていたりします。これが読まれている時点で大丈夫なんですけどね。

　文章を書くのが得意とはいえない私ですが、ならば何故このような小説が書けたのか。思えば、同じようにＷＥＢで連載をしている作者の皆様の作品を読んでいて、自分も書いてみたいなと思い立ったのが始まりでした。気軽に始められるのはＷＥＢならではの良さですね。

　ＷＥＢの方で皆様から頂いた感想は、この本を作成するにあたって参考にさせて頂きました。他にも励ましのお言葉などは、連載を続けていく上でとても力になっております。

　さて、肝心の内容ですが、書籍になるにあたってかなり書き直しました。具体的に言いますと、七割がたといったところでしょうか。

　ＷＥＢで連載を開始したのが昨年の十一月末。書籍版を書き始めたのが六月半ばといったところでしょうか。半年以上の期間が過ぎた後でもう一度自分の作品を読み直してみると、色々と思うところが多く、アレを直そう、コレも直そうと手を入れていった結果、ＷＥＢ版の文字数から倍以上に膨れ上がってしまいました。当初の予定では一巻でＷＥＢ版の一章と二章部分を纏まとめるはずだったのですが、書いている途中で「このままじゃ収まりきらない」と慌てて担当様に泣きついたところ「そのまま膨らませていいですよ」とありがたいお言葉を頂きました。いやー、あの時は焦りましたね。許可を頂けて本当に良かった。

　他にも色々と大変なこともありましたが、その分、納得のいく直しが出来たので、とても満足しています。

　しかし、なんといってもイラストが入るのが大きいですね。ヒロインたちの設定画を初めて見た時の感動は言葉に出来ません。何度見直したか覚えていないくらいです。

　お忙しい中、快く引き受けてくださりましたイラストレーターのｂｏｂ様。そして、多大なご迷惑をおかけしつつも、根気よく丁寧に対応してくださりました担当様。この本を制作するにあたり、ご協力頂いた全ての方に厚く御礼申し上げます。




　さて、書きたいことを全て書き終えてしまったので、少し趣味のお話でも。

　この作品の中には、ファンタジーの定番である用語が多数出てきます。特に冒険者のランクを『レベル』で表したところからも分かるように、私はよくゲームをプレイします。もちろん、その中で一番プレイするのがロールプレイングゲーム。こう、少しずつ主人公たちが強くなっていくのが好きなんですよね。

　そういった部分を作品に活かせたらいいなと考えています。お金を貯めて装備を調えたり、経験を積んで能力を伸ばしたりと。まあ、主人公は英雄などではなく、そこら辺の酒場で吞のんだくれているただの冒険者なわけですが……英雄だって初めは弱いですもんね。

　最近ではオンラインゲームを題材にした作品もよく見かけるようになりましたね。私も過去に幾つか手を出していたことがあるので、楽しんで読ませて頂いています。オンラインゲームの楽しみは、やはり人と人との繫つながりですね。新たな出会いや別れの数々。こういったところも作品の参考にさせて頂いています。あ、ソロプレイも好きですよ。

　戦闘の参考はアクションゲームや格闘ゲームから……と言うと、私が上う手まいみたいに聞こえてしまいそうですが、腕の方はお察しレベルです。ただ、相手との読み合いや、牽けん制せいをして有利な状況を作ったりと、同じくらいの強さの人と対戦するのがとても楽しいです。

　その他にもシミュレーションやアドベンチャー、パズルやボードゲームなどなど。

　なんだかんだでゲーム歴の長い私ですが、最近では中々腰を据えてプレイする時間がとれません。特に長い時間を必要とするロールプレイングゲームは、少しでも期間が空いてしまうと内容を忘れちゃうんですよね。とんだ鳥頭だ。

　その代わり、最近ちょこちょことプレイをしているのがブラウザゲーム。専用のゲーム機などを必要とせず、パソコンさえあればお手軽に始められちゃいます。ＷＥＢ小説と似ていますね。これは空いた時間に少しずつプレイをするのが基本なので、私の現状にピッタリな作品。

　今も、あとがきを書いている合間にちょこちょこと……。

　実はイラストのｂｏｂ様を初めて知ったのも、このブラウザゲームの中のひとつでした。いやはや、本当に縁というのはどこで繫がるか分からないものですね。まさか私の作品の絵を描いて頂けるとは思ってもみなかったです。

　そんな様々なご縁があり、出版の運びとなった『遅咲き冒険者エクスプローラー』。

　これからも主人公共々、作者である私自身も成長していければと思っています。

　宜しければ、今後ともお付き合い頂けると幸いです。
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